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序章　お嬢さまメイドさんとのおつきあい



「おはようございます。今け朝さのご機嫌はいかがでいらっしゃいますか？」

　木陰から、つつっ、と、にこやかな笑顔のメイドさんが出てきた。

　頭にはヘッドドレス。袖そでのふくらんだ、シックな色のコスチューム。

　ひらひらエプロンに可愛かわいらしいリボンタイ。

　これぞメイド服！　というデザインのメイド服を、完かん璧ぺきに着こなしている。

「え？　あげはさん？」

　学校へ向かう途中だった絹きぬヶが瀬せ譲ゆずるは、驚いて足を止めた。

　運河沿いの遊歩道。七月の朝の並木道にあらわれたのは、白しら縫ぬいあげはだった。

　白縫財閥のお嬢さま。白縫メイド喫茶チェーンの、ダントツ人気のメイドさんだ。

（あいかわらず美人だなあ……）

　突然の登場にとまどいながらも、その圧倒的な美び貌ぼうと気品に、見とれてしまう。

「急にお声をおかけして申しわけございません。少々お時間をよろしいでしょうか」

「は、はあ。大丈夫ですけど。学校が始まるまでは、まだ時間あるし」

「あの……突然こんなことを申しあげて、驚かれるかもしれませんけれど」

　いつも威い風ふう堂どう々どう、自信満々のあげはが、珍しくためらうような口く調ちようだ。

　エプロンをもじもじと揉もみしだき、やがて思いきったように顔をあげる。

「絹きぬヶが瀬せ譲ゆずるさま。私と、おつきあいしてくださいませ。おねがいいたしますっ」

「えええぇぇぇっ!?」

　と、失礼ながら大きな声をあげてしまった。

　そしてあらためてしげしげと、メイド姿の白しら縫ぬいあげはを見る。

　いつもと変わらず、とてつもなくゴージャスな美び貌ぼうだ。

　目鼻だちはくっきりとしていて、バストもヒップもボリューム満点。

　背も高く、譲と同じくらいの身長がある。外国のトップモデルのような体形だ。

　それでもまだ高校三年生。高一の譲とは、二学年しか違わないのだが。

「おつきあい？　俺おれと、ですか？」

　白縫あげはは頬ほおを染め、きっ、と譲をにらむ。

「何度も言わせないでくださいませ。私にも、恥じらいの気持ちはございますのよ」

　これまでの記憶をひっくりかえしてみるに、とてもそうは思えないが……。

　いやいや、問題はそんなところにはない。

　自分はいま、白縫あげはに、交際を求められている！

　美貌、家柄、人望、そして強さ、すべてを兼かね備そなえた、お嬢さま中のお嬢さまに！

　一瞬、舞いあがりそうになった譲だが――。

　しかし待て。

　このパターンでは、先日もひどい目にあっている。

　愛あい裡りという女の子に、「おつきあいしてくださいっ」と言われて喜んでたら、それは「おつきあい」ではなく「どつきあい」の申しこみだったのだ。

　鬼が持っているような金棒で、ボコボコにされかけたのである。

「あの、ちょっと確認したいんですけど」

「なんでございましょう」

「念のために訊ききますけど、それってほんとに“〝おつきあい”〟、なんですか？　“〝どつきあい”〟の申しこみとかじゃなくて」

「は？　どつきあい？」

　白縫あげはは、長い睫まつ毛げをパチクリさせた。意外とこんな、幼げな表情も似合う。

「どういう意味でしょう。なぜ私が絹ヶ瀬さまと、どつきあいをしなくてはいけないのでしょうか」

　困ったように小首をかしげる。

「それじゃ、あげはさん、ほんとに俺と、おつきあいがしたいって……」

　あげはが、こくん、と恥じらうようにうなずく。

「……私、絹きぬヶが瀬せさまと初めてお会いした時から、ずっとそう思っていたんです。いままで、打ち明ける機会がなかったのですけれど」

　そして、迫力ボディをぐっと寄せてくる。

「でも、今日、思いきって勇気を出すことにいたしましたの。絹ヶ瀬さま、おねがいいたします。哀あわれと思って、どうか、あげはの想おもいにこたえてくださいませ！」

　はいっ！

　と、普通の男なら脊せき髄ずい反射でうなずく場面だ。

　しかし譲ゆずるは、白しら縫ぬいあげはに、過去、何度もひどい目にあっている。

　また何かの計略とか悪わる巧だくみではないかと、疑わないわけにはいかない。

　それに、仮に白縫あげはが本気だとしても、簡単にイエスと言えない事情がある。

　彼女は、白縫メイドチームの不動のエース。アルテミス・ハウリングで幾いく度ども優勝している強豪だ。

　アルテミス・ハウリングとは、神秘の宝石、“〝月光貴石アルテミス・クリスタル”〟の争奪戦である。白縫あげはは、このバトルゲームで何度も勝利をおさめ、優勝の栄誉を手にしており、“〝月光精霊ニンフアー”〟たちの尊敬と畏い怖ふの的まとなのだ。

　かたや譲は、クラスメートの朝あさ霧ぎり飛鳥あすかの専属コーチ。

　飛鳥は、行方ゆくえ不明中の姉、朝霧竜たつ美みを探すため、アルテミス・ハウリングに参戦して手がかりをつかもうとしている。譲ゆずるはその手伝いをしているのだ。

















　ここで、宿敵である白しら縫ぬいあげはの気持ちを受けいれてしまったら、それは、飛鳥あすかへの裏切り行為になるのではないか。

「……やはり無理なおねがいでしょうか。もちろん、絹きぬヶが瀬せさまのお立場もよくぞんじあげております。ですから、無理を承知で、というつもりだったのですけれど」

　ひゅう、と吹いてきた潮風に、縦ロールの髪が悲しげになびく。

「それにあなたがたには、これまでずいぶん卑ひ怯きような策略を用いてまいりましたものね……。薬を盛って誘拐したり、味方をするふりをしてお店に連れこんで軟禁しようとしたり」

　確かにずいぶんひどい目にあっている。

　と言うか、ほとんど犯罪だった。

「ですから、嫌われてもしかたがない……それはわかっておりますけど」

「ああっ、いやっ。そんなことないですよ。嫌ってなんかいないです」

　それは譲の本心だった。なんとなく、譲はこの人が憎めない。

「それより、あげはさんみたいな人に、そんなふうに思ってもらえるなんて嬉うれしいですよ」

「それじゃあ、私の気持ちにこたえてくださいますの？　迷惑だとは思わずに？」

「もちろん迷惑なんて思いませんよ」

　ただ、おつきあいできるかどうかは別な話で――と言おうとしたが。

「ありがとうございますっ！　起動ドライブ！」

「へっ？」

　とたん！　びかびかびかっ！　と、あげはの胸のブローチ――ハウルからまばゆい光がほとばしった。

　光はメイド服を包みこみ、その布地に、古代文明の言語のような、異様な紋もん様ようを浮かびあがらせた。

　光が消えると、ハウルの力でドレスアップしたあげはの姿がそこにあった。ベースのデザインは変わらないが、メイド服の色調や装飾品など、派手できらびやかになっている。

「どうしてハウルを着るんですか！」

「もちろん、絹ヶ瀬さまと“〝おつきあい”〟させていただくためですわ！」

　手にしているのは、おなじみ“〝剣歯虎サーベル・タイガー”〟。

“〝シザーハンズ・あげは”〟の異名の由来となった二ふた股またの槍やりだ。

　なぜか今日は、もう片方の手に、こちらは普通のデザインの長なが槍やりを持っている。

「いや、だから、“〝お付き合い”〟なんでしょ!?」

「はい。ごぞんじのように、私は、槍による打だ突とつ系のバトルを得意としておりますの」

「打突系バトル？」

「先日は朝あさ霧ぎり飛鳥さまに敗れ、古こ紋もん夕ゆう鶴づるさまにも不覚を取ってしまいましたけれど、もはや体調も万全。そこで、次回のアルテミス・ハウリングが始まる前に、小手調べと申しあげては失礼ですけれど、あなたさまと一度、ガチバトルをしてみたいと思いましたの」

「なんで俺おれと！　俺は月光精霊ニンフアーじゃないですよ！」

「でも、絹きぬヶが瀬せ流古流武技の後継者でいらっしゃいますわ。私も次こそ朝あさ霧ぎり飛鳥あすかさまに雪辱を果たさねばなりません。そのため、コーチである絹ヶ瀬さまと、じかに闘って、お力の一端なりとも見せていただければと。さあ、この槍やりをお使いくださいませ」

　と、“〝剣歯虎サーベル・タイガー”〟でないほうの槍を貸してくれた。譲ゆずるはようやく納得がいった。

“〝おつきあい”〟は、“〝お付き合い”〟ではなく、“〝お突き合い”〟という意味だったのか。

「絹ヶ瀬譲さま。私と、（槍で）お突き合いしてくださいませ。おねがいいたしますっ」

　なーるほど。

　って、そんなのアリか！

　すでに白しら縫ぬいあげはは、“〝剣歯虎”〟を構えている。

「まいります！　お突きーっ！」

「ひゃぁぁああっ！」

　しゅば。と風を巻くような鋭い突き。かわせたのが不思議なくらいだ。

「お突き、お突き、お突き――っ！」

　しゅっ、しゅっ、しゅっ。と、二ふた股またの槍が伸びてくる。まるで、あげはの腕の動きにつれて、自在に伸縮しているかのようだ。

「ちょっと待って！　変身してない者を攻撃しちゃいけないはずでしょ！」

「無論、わきまえておりますわ。お生命いのちにかかわるような攻撃はいたしません。でも、ご武運が悪ければ、お怪け我がぐらいはなさるかもしれませんけれど」

「そんなムチャクチャな！」

「それがおいやでしたら、絹ヶ瀬流の真価をお見せくださいませ！」

　そう言われても、攻撃をかわすだけで精一杯だ。

　脚あしを止めてはだめだ。たえず姿勢を変え、手にした槍でフェイントをくりかえしながら、円を描くように、横へ横へと移動する。

　相手は月光精霊だ。絹ヶ瀬流の後継者である譲だから、なんとか対応できているのだ。並の人間だったら、とても逃れることなどできないだろう。

　ここは心理作戦でいくしかない。譲はいきなり槍を放ほうりだし、あげはの後ろを指さした。

「あっ、ちょっとタイム！　あげはさん、真ま美み子こがこっちを見てますよ」

「えっ」

　白縫あげはが虚を突かれ、はっと後方をふりむく。

　糸いと村むら真美子は譲のおさななじみで、あげはの側近だ。あげはに並々ならぬ想おもいを寄せており、あげはのほうも真美子を大切にしているらしい。

「ど、どこですの？　心配をかけたくないから、真ま美み子こたちには黙って出てきたのですけれど……。って、あーっ、絹きぬヶが瀬せさまっ！」

　譲ゆずるは全速力でその場から走り去っていた。

「お待ちくださいませ！　真美子をダシに使うなんてずるいですわ！」

「すみません、あげはさん。そのうちまた！」

　一気に石垣を駆けのぼり、車の往来するバス通りに出る。

　走りに走り、やや小高い地点について、ようやくひと息ついた。

「追ってこないみたいだな……」

　月光精霊ニンフアーのバトルは、一般の人々の目につかない場所で行わなければならない。

　ここなら人通りもあるし、白しら縫ぬいあげはも、あきらめざるを得なかったのだろう。

「絹ヶ瀬譲さん」

　また名前を呼ばれ、ぎくっとしてふりむいた。

「夕ゆう鶴づるさん!?」

　今度は、古こ紋もん夕鶴が、恐こわい顔で譲の前に立ちはだかっていた。










第一章　疑惑と偽いつわりの家庭訪問



　一



　古紋夕鶴。またの名を“〝破は魔ま矢やの夕鶴”〟。

　古紋神社の長おさ巫み女こにして、古紋神社チームのエース。

　つややかなストレートの黒髪と、日本人形のように端整な顔立ちを持つ、純和風の美少女だ。絢けん爛らん豪ごう華かな美び貌ぼうのあげはとは、また別なタイプの美しさである。

　今け朝さは真ま里り野の坂さか高校の制服を着ている。ハウルはつけていないが、身体からだから離すはずはない。ペンダント状にして首にかけ、服の内側にしまっているのだろう。

　譲の目はどうしても、そのボリューム豊かな胸に引きつけられてしまう――二回ほど、生なま胸むねを見てしまったという経緯もあって。

　ふだんは柔和でおだやかなものごしの古紋夕鶴が、いまはひどく怒っていた。

「あなたという人は、また不誠実な恋愛遊戯に興きようじていたのですか！」

「は？　恋愛遊戯？」

「ここから見ていました。白縫あげはさんと、何やら痴ち話わゲンカをしておられたでしょう」

「見てたって、この場所からですか。ずいぶん距離がありますけど」

「私の視力は、ハウルを着ていなくても、両目とも五・○ですから」

「すごいですね」

　視力五・○と言えば、草原で暮らす遊牧民にも引けをとらない。夕ゆう鶴づるのとびぬけた弓の力量、その秘密の一端を知った気がした。

「お二人の声は聞こえませんでしたが、白しら縫ぬいあげはさんが、あなたを難なん詰きつしているように見えました。あなたは、あげはさんともつきあっていたんですか。いったい何なん股またかければ気がすむのです！」

「ちょっと待って！　見てたんならわかるでしょ？　俺おれは襲われてたんですよ」

「だから、あげはさんに手を出して、怒りを買ったということでしょう」

「ちがーう！　だいたい、こないだから誤解してるみたいだけど、俺は複数の女の子とつきあってなんかいませんから！」

「だまされませんよ。現にあなたは、朝あさ霧ぎり飛鳥あすかさんと爛ただれた関係に……」

「だから、もうそこから誤解なんですってば。確かに、こないだまで、俺はあいつと一緒に暮らしてましたけど――」

「いっしょに!?　くらしてた!?!?!?」

　しまった！　もしや夕鶴は、そのことは知らなかったのか？

「いやっ、暮らしてたって言ってもそういう意味じゃなくて！　ほら、こないだ飛鳥と戦った服部はつとり千ち紗さって中学生、おぼえてるでしょ。あいつも同じ家に寝泊まりしてましたし」

「中学生の女の子まで、一緒に!!!!!!」

　やばい。なんだかどんどん誤解を増幅させてる気がする。

「あ、あ、あ、あなたという人はどこまで破は廉れん恥ちな……」

　夕鶴はわなわな震えだした。目には涙まで浮かんでいる。

「私はあなたを、もっと身持ちの正しい方だと思っていたんです。なのに、こんなにも無節操で恥知らずで色恋をもてあそぶ鬼畜で人にん非ぴ人にんの卑ひ劣れつ漢かんだったなんて！」

　いや、そこまでキレんでも。

　とも思うが、逆に考えれば、そんなにも譲ゆずるを信頼してくれていたということでもある。

「そもそも私は、今日はほかのご用であなたを待っていたんです。なのに、朝からあんな光景を見せつけられて……。空はこんなに青いのに、私の心は暗黒です」

「ほかの用って？」

「月光貴石アルテミス・クリスタルのことです！　そろそろ朝霧飛鳥さんから、私が月光貴石を受け取る頃ころ合あいでしょう。その受け渡しの段取りをご相談にきたんです」

　そういうことか、と納得した。

　前回のアルテミス・ハウリングは、飛鳥と夕鶴の同時優勝に終わった。

　ふつうなら、優勝者が、次のアルテミス・ハウリングまで、“〝女神”〟の証あかしである月光貴石アルテミス・クリスタルを管理する。高校野球の優勝旗のようなものである。

　この場合は同時優勝なので、飛鳥あすかと夕ゆう鶴づるが交代で月光貴石を持つことになるのだ。

「ほんとに誤解ですってば！　俺おれと飛鳥は、そういう関係じゃないんです」

「なら、どういうご関係なんですか」

「えーと、同じ一年三組のクラスメートで……」

　最初、譲ゆずるは、飛鳥をおとなしい文学少女だと思って、ほのかな慕ぼ情じようを抱いていた。

　ところが夜道で斬きりつけられて、とんでもなく物騒な娘だと知り、ショックを受けた。

　その後、バイトをクビになり、お情けで飛鳥のコーチに雇やとってもらった。

　いまでは、飛鳥からもらう給料で、かろうじて食いつないでいる。

　と、そういった関係であるわけだが――。

（情けなさすぎて言えない……）

　説明に窮きゆうしている譲を見て、夕鶴はますます疑いを強めたようだった。

「やはり信用できません。この目で確認させていただきます」

「確認って、何をです」

「あなたがたが、本当に真面目まじめにアルテミス・ハウリングに取り組んでいるのかどうか、今日の放課後、稽けい古こを拝見させていただきます。そう、家庭訪問です！」



「ばか言わないで。お断りよ」

　学校で話を聞いた飛鳥は、一いち言ごんのもとに、家庭訪問の件をはねつけた。

　まあ、こういう反応をするだろうと予測はしていた。つきあいが長くなってきて、譲の飛鳥に対する理解は深まりつつある。

　ここはいつも密談に使っている、ひと気のないバルコニーである。いまは休み時間だ。

　飛鳥は今日も仏ぶつ頂ちよう面づらで、しかしやはり、その美び貌ぼうは、夏の陽ひ差ざしに負けないほどに輝かしい。胸こそ、白しら縫ぬいあげはや古こ紋もん夕鶴ほどの存在感を有していないが、長い髪のつややかさ、顔だちの美しさは、両者に優まさるとも劣らない。

　羽は衣ごろも学園も夏服に替わり、半はん袖そでのセーラー服からはしなやかな白い腕が、丈の短いスカートからはすらりと長い脚あしが伸びている。胸に輝いているのはブローチ状のハウルだ。

　女神の証である月光貴石は首にかけ、セーラー服の胸に隠している。

　腕組みをして不機嫌にそっぽを向いている飛鳥に、譲は説得を試こころみた。

「おまえも知ってるだろ。古紋神社は、アルテミス・ハウリングが公正に行われるかどうか監視する役割も持ってるんだ。今日の家庭訪問も、その務めのうちなんだってさ」

「風紀委員じゃあるまいし、余計なお世話よ。それに、私とあなたがいかがわしい関係だなんて、冗談じゃないわ。あなたは、単に私の雇われコーチだし、ただのビジネスパートナーだし、利害と損得だけの関係だし、ゲマインシャフトじゃなくてゲゼルシャフトだわ」

　ずいぶんな言いようだが、まあ、機嫌の悪い時の飛鳥あすかはこういうもの言いをするのだ。

「家庭訪問なんて絶対にお断り。私は、知らない人間を家に呼ぶのが大嫌いなの」

「知らない人間じゃないだろ。夕ゆう鶴づるさんとは何度も会ってるじゃないか」

「そんなの知ってるうちに入らないわ。あの人が私に言ったことおぼえてるでしょ。“〝あなたには、アルテミス・ハウリングを闘う才能がない”〟って」

「あれはおまえを心配してくれて、それでわざときつい言いかたしたんだろ」

「それが余計なお世話だって言うのよ。ああ……思いだしたらまた腹が立ってきたわ。あんなヤツを家にこさせるくらいなら、ヘビとキスする方がましよ」

「もうちょっと、ましなたとえはないのかよ……」

「じゃ、あなたとキスする方がましだわ」

　いまのはちょっと傷ついた。ああそうですか、俺おれはヘビと同ランクですか。

「でもなあ、ことは俺たちだけの問題じゃないんだぞ」

　譲ゆずるは、用意していた切り札を出した。

「夕鶴さんは、千ち紗さまで俺といかがわしい関係にあるって思ってるんだ。俺やおまえはともかく、千紗までそんな目で見られたら気の毒じゃないか」

「う」

　飛鳥は言葉に詰まった。服部はつとり千紗は、飛鳥にとっては唯一、友人と呼べる、中等部三年の後輩だ。

「変な噂うわさが広がったら、千紗も困るだろ。身におぼえのないことでチームの先輩たちに叱しかられでもしたらかわいそうだぞ」

「うぐぐぐぐ……うーっ！」

　飛鳥は顔を赤くして歯ぎしりしていたが、やがて悔しげに、バルコニーの手すりを蹴けとばした。いちいち暴力的なやつである。

「いいわよ！　受ければいいんでしょ、家庭訪問！」

「わかってくれたか」

「しょうがないじゃない。千紗に迷惑かけるわけにはいかないもの。家庭訪問でも授業参観でも、なんでも好きなことさせてあげるわよ！」

　飛鳥は長い髪を乱暴に払うと、肩をいからせてのしのし立ち去った。

（いまの話を整理すると、飛鳥が耐えられることは、こういう番ばん付づけになってるわけか）



　ヘビとキスをする＝譲とキスをする夕鶴の家庭訪問を受ける千紗に迷惑をかける



　するとだ。「千紗のため」という口実を何かでっちあげれば、飛鳥は譲とキスしてくれる――ということになる。いや、本気でそんなことを試こころみる気はないが。

（口では強気なことばっかり言ってるくせに、情にもろいんだからな……）

　もっとも、そうでなければ、行方ゆくえ不明の姉を探すために、全すべての月光精霊ニンフアーを敵にまわして孤独に闘いつづけたりはしないだろう。

（あいつがなかなか他人に気を許さないのは、そういった自分の性格に、無意識のうちに気づいているからかもな。友だちのためなら、どんなことだってやりかねないし）

　前に針は生りゆう先生も、飛鳥あすかのそういった危あやうさを心配していた。

　譲ゆずるを飛鳥のコーチにつけたのは、もしかしたら、そういう飛鳥にお目め付つけ役やくが必要だと思ったからかもしれない――。そんなふうに譲は考えている。
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　昼休み。譲は、学校の敷地の隅にある月光寮にやってきた。

　一般の生徒は知らないが、実はここは、羽は衣ごろも学園チームに所属する月光精霊たちの、共同生活の場なのである。千ち紗さもここで寝泊まりしている。

　地下には倉庫があり、アルテミス・ハウリングに関する資料がそろっている。譲は、暇を見てはここの資料を閲覧し、行方不明の朝あさ霧ぎり竜たつ美みの手がかりを探しているのだ。

「絹きぬヶが瀬せさんっ」

　机で資料を見ていると、服部はつとり千紗が声をかけてきた。

「千紗。なんだよ、こんなとこに顔だすなんて珍しいな」

「お茶をお持ちしたんです。毎日、お昼休みに調べものをしてらっしゃるって聞いたので。飛鳥先輩のために、ご苦労さまです」

　服部千紗は、今日も小柄な身体からだに体操着を着て、髪はポニーテール。

　しかし、いつもと違ってにこやかだ。手にはお茶の乗ったお盆を持っている。

「妙にサービスがいいけど、また俺おれのこと誘惑するつもりじゃないだろうな」

「違いますよ。飛鳥先輩からうかがったんです。私のこといろいろ心配してくださったって。その感謝のしるしです」

「聞いたのか、夕ゆう鶴づるさんの家庭訪問のこと」

「はいっ。私に変な噂うわさが立たないように気をつかってくださったことも。絹ヶ瀬さんも、だんだん真まっ当とうな生き方を実践してくださってるみたいで、私は嬉うれしいです。もう、極悪人や人間の屑くずや女の敵は卒業ですねっ」

　こっちはこっちでいろいろ誤解があるようだが、千紗は本当に喜んでいるようだ。せっかくなので、もっと喜ばせてやりたくなる。

「まあな。これもおまえや飛鳥の教育のおかげだよ」

　と、調子をあわせると、千ち紗さはますます嬉うれしそうな笑顔になった。

「そうでしょうそうでしょう！　初めてお会いした頃ころにくらべると、ずいぶんお顔も明るくなったと思いますよ」

　それは本当だろう。以前はバイトに明け暮れ、日々の暮らしに追われるばかりだったが、飛鳥あすかや千紗たちと知りあってからは、生活に張りがある。

　アルテミス・ハウリングに関かかわることには抵抗があったはずなのに、われながらずいぶんと心境が変化したものだ。

「それで、いかがですか。朝あさ霧ぎり竜たつ美みさんのこと、何かわかりましたか」

　千紗はお盆にお茶を乗せたまま、机の上の資料をのぞきこんだ。古い帳面につづられた手書きの記録だ。卒業した先輩たちがまとめておいたものだろう。

「それなんだけどな。江戸時代の記録の中に、似たような話が見つかったんだよ。ほら、ここに書いてあるだろ」

「ははあ……神隠しにあった巫み女こさまのお話ですか」

「そう。弓と槍やりの名手の巫女が、古こ紋もん神社の“〝奥の院”〟で消えちまったらしい」

「“〝奥の院”〟？　古紋神社にそんな場所があるんですか」

「前に俺おれと飛鳥がつかまった岩いわ牢ろう、おぼえてるだろ。あそこの、もっと奥にあるらしい。記録によれば、行方ゆくえ不明になった巫女さんの家族が、そこで女神の声を聞いたそうだ」

「それって、絹きぬヶが瀬せさんが話をしたのと、同じ女神さまでしょうか」

「かもしれない。行方不明になった巫女さんは、それから少しして帰ってきたけど、神隠しにあってるあいだのことは、何もおぼえていなかったそうだ。人々は、神さまのもてなしを受けたんじゃないかって噂うわさしたってさ」

「ふむふむ」

「飛鳥の姉さんが消えたのも、古紋神社の境けい内だいでバトルしている最中だった。何度目かの優勝を決めた瞬間に、稲妻みたいな光がきらめいて、いつの間にかいなくなってたそうだ。この江戸時代の記録に、状況がよく似てる」

「すると、その“〝奥の院”〟に飛鳥先輩が入れば、やっぱり記録と同じように――」

「何か手がかりを得られるかもしれない。ただ、“〝奥の院”〟は、神社の関係者以外は立ち入り禁止らしいんだ。夕ゆう鶴づるさんに頼めば、なんとかなるかもしれないけど」

「じゃあ、ますます今日の家庭訪問が大切ですね」

「ああ。夕鶴さんに協力してもらうには、変な誤解をとかなきゃいけないからな」

「私も何かお手伝いできるといいんですけど……」

　気がつくと、頬ほおと頬が触れあうほど、千紗が顔を寄せていた。

「きゃーっ！」

　いきなり顔を赤くして跳びのいた。お盆に乗せたお茶を、譲ゆずるにぶちまける。

「あちゃちゃちゃちゃ！」

「なっ、なんですか。いつの間にそんなに近づいてらしたんですか！」

「顔をくっつけてきたのはそっちだろ！」

　しかし、真っ赤になってうろたえモードの千ち紗さには聞こえていないようだった。

「せっかく更生の兆きざしが見えたと思ったのに、やっぱりあなたは油断のならない人です！

　こんな不意打ち、ずるいです。卑ひ怯きようです。言ってくだされば私だって心の準備が……って、いったい私は何を言ってるんですかーっ！」

　ポニテと拳こぶしを振りたて、真っ赤になってあらぬことをまくしたてる。

「とにかく！　今後もあなたのことは、厳しく指導監督してさしあげますから、覚悟しといてください。いいですねっ！」

　言うだけ言って、千紗は風のごとく去っていった。

　あっちでもこっちでも、なんだってこう妙な誤解が勃ぼつ発ぱつするのか。

「田舎いなかにいる妹には見せられない姿だな……」

　譲ゆずるはぼやきながら、お茶でびしょ濡ぬれの髪をぬぐった。



　そして放課後。千紗は、飛鳥あすかの家の稽けい古こ場ばにやってきた。

「はぁ～、重かったぁ～」

　千紗はとてつもなく大きなスポーツバッグを背負っていた。どっちがどっちをかついでいるのかわからないほどでかい。

「すごい荷物ね。何が入ってるの？」

　飛鳥が訊たずねる。飛鳥は練習用のセーラー服に着替えている。練習の時も実戦と同じ服装でなければ意味がない、というのが飛鳥の持論なのだ。譲もトレーニングウェアを着て、すでにウォーミングアップも終えている。

「おみやげを持ってきたんです。古こ紋もん夕ゆう鶴づるさんに、まじめに練習してることをアピールするための小道具です。絹きぬヶが瀬せさんだけにまかせておくのは不安ですので」

　じろ、と譲をにらむ。さっきのことをまだ根に持っているようだが、たぶん言いわけしても話がこじれるだけなので、スルーすることにした。

「ほらっ、これがおみやげですよ」

　千紗がバッグの中から出したのは、さまざまなトレーニング器具だった。

　重そうな金属製の棍こん棒ぼう。バネ仕掛けの筋肉増強器。鉛なまりが入っているとおぼしきリストバンドやアンクルバンドやウェストベルト。

「それから、重さ十キロの鉄てつ下げ駄たと、通常の五倍の収縮力を持つゴムチューブと、体操着。このクマのアップリケのついたトレーニングウェアは私の私物です。それから……」

「おまえ、よくこんな重い荷物、かついでこれたな」

「飛鳥あすか先輩のためなら、これぐらいなんでもないです」

「その気持ちは嬉うれしいけど……。こんなにいろいろ、どこから持ってきたの？」

「月光寮からです。羽は衣ごろも学園チームの先輩たちに言って、貸してもらってきたんです。あっ、ほら、これもです」

　それはゴム製の真っ赤なトレーニングボール、羽衣学園チームを率ひきいる猫ねこ手て毬まり珠たま緒お総そう帥すい（本人が「総長」に飽きて最近「総帥」に変えた）ご愛用のタマボールだった。千ち紗さが足踏みポンプをしこしこ踏んで、風船のようにふくらませる。

「新しいのを買ったから、古いのは貸してくださるそうです。たっぷり堪たん能のうしてねって、総帥がおっしゃってました」

「いや。俺おれたちあの人と違って、丸いものにジャレついて喜ぶ習性とかないから」

「見てください。総帥みずから、マジックで自画像も描かいてくださったんですよ」

　それも別に嬉しくなかった。線がぐねぐねしててあんまり上じよう手ずじゃないし。

「おまえ、家庭訪問のこと、チームの人たちにもしゃべっちゃったのか」

「ええ。この器具を借りるために。先輩たちに話したら、皆さん、すごく親身になってくださったんです。それで作っていただいたのが、この計画書です」

「計画書ー？」

　譲ゆずるはいやな予感に襲われて、千紗から紙の束を受け取った。

　そこには「古こ紋もん夕ゆう鶴づるをだませ！　飛鳥ちゃんと譲クンの、アブない特訓大作戦　ＰＲＥＳＥＮＴＥＤ　ＢＹ　羽衣学園チーム」と、カラフルな飾り文字でプリントされていた。テレビ番組の企画書みたいである。

「またこれか……。あの人たち、こないだも同じような作戦、おまえに押しつけてたろ」

「前回の失敗を踏まえて、より完成度の高い計画を立ててくださったんです」

　譲の横に飛鳥もやってきた。肩をくっつけるようにして計画書を読む。こんな何げない瞬間に、飛鳥との距離が縮まってきたことを感じる。

「ずいぶん細かくいろんな指示が書いてあるわね」

「セリフやト書きもあるぞ。それに、小道具の使い方とか、演技プランとかも」

　さらに、人物の動きを詳しく指定した絵コンテや、場面設計のレイアウトまで添付されていた。それも、いやに完成度が高そうだ。羽衣学園チームには、多彩な人材が集っていると見える。

「このとおりにやれば、絶対に古紋夕鶴さんも納得するって、先輩がたがおっしゃってました。寮にあった昔のスポーツ根性マンガとか、ドラマのビデオを参考にしたそうです」

「どうする？　絹きぬヶが瀬せくん」

　飛鳥が迷うように譲を見る。

「わざわざここまでしてもらって、無む下げにもできないだろ。ことわったら、千紗が先輩たちに叱しかられるかもしれないし」

「しょうがないわね。……まあ、せっかく千ち紗さが苦労して運んできてくれたんだし、試してみましょうか」

「ありがとうございますっ。私も協力させてくださいっ」

　明るい声をあげる千紗。しかし譲ゆずるは少なからぬ不安を抱いだいて、飛鳥あすかと顔を見あわせた。
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　こちらは、なんにも知らない古こ紋もん夕ゆう鶴づるである。

「飛鳥さんの家はここね。まあ、ずいぶん大きなおうちだわ」

　さっき譲に描かいてもらった地図を手に、三階建ての邸宅を見あげる。

「ここで、絹きぬヶが瀬せさんと朝あさ霧ぎりさんが、お稽けい古こをしているのね……」

　門は開いていた。このまま庭に入れる。

「失礼します……」

　いちおう小声であいさつして、夕鶴は門の中に足を踏み入れた。

　とたん、どすん、ばたん、という稽古の音や、何やら荒々しい声が聞こえてきた。

　音の方に足を向ける。練習場は地下にあった。コンクリート製の階段をおりると、ドアの隙すき間まから中の様子をのぞくことができた。

「朝霧ぃーっ！　このっ！　大おお馬ば鹿か者ものがあ――っ!!」

　無骨な怒鳴り声に、びくっと夕鶴の身体からだがこわばる。

　ばっちぃいん！　と音も高らかに、絹ヶ瀬譲が朝霧飛鳥に強烈なビンタをくらわせた。

「ああっ……！」

　床に倒れた朝霧飛鳥に、絹ヶ瀬譲が、先の割れた竹刀しないを突きつける。

「貴様、本当にやる気があるのか！　無いならハウルなど捨てて、アルテミス・ハウリングから引退してしまえ！　いますぐ、ここで！　剣を捨て去るがよいわ！」

　譲は墨で「ど根性」と書かれたハチマキを締めている。劇画的な、鬼のような形ぎよう相そうだ。

「ありますっ！　絹ヶ瀬コーチ！　私、やる気はありますっ！」

　必死の形相で飛鳥が叫ぶ。長い髪を、今日は後ろでしばっている。いつものセーラー服ではなく、上は半はん袖そでの体操着、下はブルマーだ。

　だが、サイズが小さい。胸などずいぶんぎゅうぎゅうで、おなかも出てしまっている。ブルマーも、かなり食いこみがきつそうだ。

「ならば朝霧よ、根性を見せてみよ！　こうして稽古をしているあいだは、うぬは女ではない！　闘うことを宿命づけられた、一人の戦士にすぎぬと心得よ！」

　ばしーん！　と、先割れ竹刀で床を叩たたく。

　よくよく見れば、床には鉄てつ下げ駄たやダンベルなど、さまざまな練習機器が、大量に置かれている。これらをすべて駆使して練習しているのだろうか。だとしたら、すさまじいハードトレーニングだ。あのバーベルなど、どう見ても二百キロ以上の重さがある。

「さあ、立て！　立ちあがれ、朝あさ霧ぎり！　今日立てない奴やつに、明日はない！」

「わ、わかりました……！　くぅっ……っ！　うぁああっ……！」

　歯をくいしばり、立ちあがろうとする。が、身体からだが思うように動かないようだ。

　それは決して、ぎゅうぎゅうでぱっつんぱっつんで、くいこみすぎの体操着とブルマーのせいだけではなかった。

（あれは……！）

　夕ゆう鶴づるが息を飲む。飛鳥あすかは体操着の上から、何やらバネ仕掛けのギブスのようなものを身につけていた。上半身だけでなく、下半身にも。

　身体を動かそうとすると、筋肉の動きと反対方向に、バネが作用するようだ。

　つまり、一挙一動、肘ひじひとつ曲げるにも、腰をひねるだけでも、強力なバネに動きを阻害され、いやでも筋力が鍛えられる仕掛けである。

　ぎぎっ……ぎしっ……ぎしっ……と、不気味な音を立ててバネがきしむ。

「くっ……んっ、くぅぅぅっ……っ」

　飛鳥が、苦く悶もんに顔をしかめ、唇を噛かみしめながら、かろうじて身体を起こす。どことなく悩ましげで煽せん情じよう的てきにも見える。

（ああっ。飛鳥さん、あんなに苦しそうに……）

　夕鶴ははらはらした。もともと他人が痛がったり苦しんだりしているのを見ると、放ほうっておけない性格である。

「はあっ、はあっ、はあっ……。立ちました、絹きぬヶが瀬せコーチ！」

　だが、バネ仕掛けのギブスのために、ただ立つだけでもつらそうだ。生まれたての仔こジカのように、膝ひざがぐらぐら揺れている。

「うむっ。ではもう一度、ウサギ跳びで稽けい古こ場ば二十周だ！」

「はいっ、コーチ！　よろしくおねがいしますっ！」

　ぎちょん、ぎちょん、とバネをきしませ、ブルマー姿の飛鳥がウサギ跳びを開始する。

　しゃがんだ状態で手を背中にまわし、足首と腰のバネだけでぴょんぴょん前進するのだ。

　だが当然ながら、バネのために、すぐまたその場に倒れてしまう。

「Ｖうａあっかものぉーっ！」

　ばっちぃーん！　と、譲ゆずるが再びビンタをかます。

「ああっ……！」

　飛鳥が頬ほおを押さえ、はかなげなポーズで床に倒れた。

「Ｗうｏおろかものぉーっ！」

　べっちぃーん！　容赦ない往復ビンタである。

「ひぃぃーっ！」

「怠なまけるな！　起きあがれ！　それでもきさまは俺おれの弟子か！　俺に恥をかかせるな！　おまえの恥は、すなわち、師である俺の恥と心得よ！」

　怒鳴られながら、飛鳥あすかはただただ打たれつづける。頬ほおは真っ赤になっている。

「立ったばかりで寝てどうする！　甘えるな！　立て！　立て立て立て、この根性なし！」

　怒鳴りながら、げしげしびしびし、竹刀しないで飛鳥を叩たたきまくる。さらには足あし蹴げにする。

（あんまりだわ、いくらなんでも！）

　ドアの陰に隠れながら、夕ゆう鶴づるは、怒りに身体からだを震わせていた。

　かつての体育会系のシゴキというのは（ひょっとしたら、いまでも一部では）、こんな感じだったと聞いたことがある。それに、ある種のスパルタ体質の企業の研修とかでも。

（でも、ものには限度というものがあるわ！　いくら本人が同意してのことでも、高校一年生の女の子に、ここまでひどい仕打ちをするなんて！）

　いまにも飛びだして、飛鳥をかばおう！　そう思った時。

　突然、奥の方から小柄な女の子が駆けだしてきた。

「やめてください、絹きぬヶが瀬せさん！」

　ポニーテールに体操着。その顔には見おぼえがあった。前回のアルテミス・ハウリングで、朝あさ霧ぎり飛鳥と優勝を争った、服部はつとり千ち紗さという女の子だ。

　服部千紗は、倒れて動けない飛鳥に、覆おおいかぶさるようにしてその身をかばう。

「どけ、服部！　おまえも一緒に殴られたいか！」

「聞いてください！　飛鳥先輩は夏風邪をひいて、熱が四十五度もあるんです！」

「ええっ!!」

　と譲ゆずるが叫ぶ。

「ええっ!!」

　と、ドアの陰で、夕鶴も小さく叫ぶ。

　ががーん！　とショックの音が響きそうな衝撃的瞬間だった。

（熱が四十五度も……！　それでもこらえて、あんな激しい特訓を……！）

　一瞬、「そんなに熱があったら生きていられないのでは」という疑問がよぎる。

　が、月光精霊ニンフアーの女の子はいろいろと変わった体質を持っていることが多い。夕鶴自身も視力が五・○もある。

　だから、高熱でも平気で動ける人がいてもおかしくないかも――などと、とっさに頭の中で整合性をとってしまったのだった。ちなみに夕鶴は、よくこの自滅パターンでクラスメートにもかつがれる。

　カランッ……と音を立て、譲の手から竹刀が落ちる。

「そうだったのか……。そんなことも知らずに、俺おれは……俺ってヤツは！」

　がくりと膝ひざをつき、頭を抱えて苦悩する。

「許してくれ、朝あさ霧ぎり！　俺は、俺は！　弟子の体調もわからない、駄目コーチだあああああっ！　ぐわあおおおおおおおおっ！　おうおうおうおうっ！」

　床に突っ伏し、ごろごろ転がりながら大号泣。飛鳥あすかは、そんな絹きぬヶが瀬せ譲ゆずるに、ぎしょぎしょとギブスをきしませながらにじり寄り、優しく手をさしのべた。

「いいえ、コーチ……。コーチが私のために厳しくしてくださっていることはわかっています。それに、これぐらいの熱で練習を休むわけにはいきません。だって、私は……」

　ついっ、と顔を上に向ける。

「真剣に！　アルテミス・ハウリングの星を目指しているのですもの！」

「朝霧……！」

「コーチ……！」

　見つめあう師弟の瞳ひとみと瞳。両者のバックにきらきらした背景が見えるような気がする。

「あさぎりぃぃぃぃぃぃっ！」

「コォォォチィィィィィっ！」

「飛鳥先輩と、絹ヶ瀬さぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

　がしっ！　なぜか服部はつとり千ち紗さも加わり、三人で固く抱きあい、滝のように涙を流した。

　夕ゆう鶴づるもまた、ほろほろと花びらが散るように落らく涙るいしていた。

（なんて美しい師弟の絆きずな……。こんなにひたむきに稽けい古こをしている人たちを疑うなんて、私は……私はなんという醜みにくい心の持ち主だったのかしら）

　稽けい古こ場ばの中では、飛鳥がバネ仕掛けのトレーニングギブスを脱ぎ捨てていた。

「さあ、コーチ。いつもどおり、五十キロのロードワークに出かけましょう！」

「うむっ、泣いてる場合じゃあないな。すぐにまた、次のアルテミス・ハウリングが始まるのだものな！」

「私もご一緒します、飛鳥先輩、絹ヶ瀬さんっ！」

「よぉーし！　優勝を目指して、みんなでロードワークに出発だ。レッツゴー！」

「おーっ！」

「おーっ！」

　三人が、ほがらかに拳こぶしを突きあげる。タマボールに描かれた猫ねこ手て毬まり珠たま緒おの似顔絵も、笑顔で見守っている。

　夕鶴が涙をぬぐっている横を、飛鳥と譲、そして服部千紗が通りかかる。

「あれっ？　夕鶴さん、こんなところにいたんですか。ちっとも気がつかなかったなあ」

　譲が夕鶴を見つけ、驚いたようにふりかえった。

「ああ、そう言えば今日は、あなたが家庭訪問にくるんだったわね。トレーニングに夢中だったために、すっかり忘れてしまっていたわ」

　と、飛鳥あすかも足を止めた。

　夕ゆう鶴づるは、まだ目をうるませている。

「あなたがたの練習、拝見させていただきました。ごめんなさい、あなたがたの真剣さを疑ったりして……。許していただけますか？」

　譲ゆずるはさわやかに笑ってくれた。

「いやだなあ。あたりまえですよ。わかっていただければ、それでいいんです。じゃ、俺おれたちはこれから砂浜でランニングしますので、これで」

「でも飛鳥さん、大丈夫ですか。熱が四十五度もあるのに……」

「これぐらい、へいっちゃらだわ。さあ、コーチ、千ち紗さ！　いきましょう！」

「はいっ、夕ゆう陽ひに向かってダッシュです！」

「待ってください」

　夕鶴が、つっと進みでた。

「あなたがたの姿を見ているうちに、私もダッシュしたくなりました。体操着をお貸しください。私もみなさんとご一緒します！」



　飛鳥の家から十分ほど走ると海に出る。白い砂と松並木が美しい海岸だ。

　ここは、この街に伝わる天てん女によの羽は衣ごろも伝説の、舞台になった場所である。マリナフロント55の旧名「羽衣市」も、この伝説に由来している。

　左手に海を見て、夕陽に向かってランニングしながら、飛鳥がそっと譲にささやいた。

「ねえ、絹きぬヶが瀬せくん。ほんとに五十キロも走る気？」

「冗談じゃない。適当なとこで、おまえの熱があがったって言って中止にしよう」

「でも、私いま、四十五度もあることになってるのよ。これ以上熱が出たら、即死しなくちゃおかしいわ」

「四十五度で元気にランニングしてるのも、すでにおかしいけどな……」

　すると、先を走っている夕鶴が、明るくふりむいて声をかけてきた。

「おしゃべりなんかしてちゃだめですよ。もっと集中して、気合を入れなくちゃ。ほら、ファイト！　ファイト！」

　夕鶴は、千紗が持ってきたスペアの体操着とブルマーを身につけ、長い髪をヘアバンドでまとめている。

　体操着もブルマーも、やはりサイズは小さめだ。特に胸のあたりなど、きつきつ感がとてつもないことになっている。が、いまの夕鶴は気にならないようだ。

「でもよかったですね。先輩たちの計画が成功して」

　と、千紗もそっと話しかけてくる。

「……て言うか、こんなにうまくいくとはなあ」

「私、お芝居してて顔から火が出そうだったわ。はあー……。まだ顔が熱い」

　稽けい古こ場ばで飛鳥あすかの頬ほおが赤かったのは、ビンタのせいではなく、恥ずかしかったからだった。

　――もちろん、さっきの稽古風景は、計画書どおりのお芝居だ。夕ゆう鶴づるがやってきたのをこっそりうかがっていて、門から入ってきたところで、演技を始めたのである。

　飛鳥を竹刀しないで叩たたいたのも足あし蹴げにしたのも、すべて“〝ふり”〟。竹刀は大きな音が出るだけの、コント用のイミテーション。ビンタも、自分で自分の手を打ったのだ（小学生男子がよくいたずらでやるアレである）。目のいい夕鶴をごまかすため、角度に気を配ったり、いろいろと苦労はしたが、そのへんは詳細な絵コンテとレイアウトが役に立った。

「でも千ち紗さ、熱が四十五度ってのは言いすぎだぞ。台本じゃ三十八度だっただろ」

「温度が高いほうが説得力があるかなって思いまして」

「あのウサギ跳びだって、必要あったのかしら。あれって絶対、膝ひざとか腰に悪いでしょ」

「あっ。飛鳥先輩、走ってるうちに、またおなかが出ちゃってますよ」

「あんもう、すぐこうなんだから……」

　と、その時。

「あれーっ？　飛鳥ちゃんに譲ゆずるクン。それに千紗。みんなもここでランニング？」

「あっ、総そう帥すいっ」

　千紗がしゃきっと背筋を伸ばし、その場で足踏みしながらふりかえる。

　後方から走ってきたのは、千紗のチームメイト、羽は衣ごろも学園チームの面々だった。

　先頭は、千紗よりもっと小柄な、「総長」あらため「総帥」の猫ねこ手て毬まり珠たま緒お。

　隣には副キャプテン、メガネがクールな綱つな島しま沙さ也や香か。

　そしてその後ろに、チームのメンバーたち。全員が羽衣学園の体操着を着ている。

「…………」

　と飛鳥が顔をしかめる。飛鳥はこの人たちに対し、あまりいい印象を持っていない。以前から強引にチームに勧誘されており、それを鬱うつ陶とうしがっているのだ。

　愛想のない飛鳥の代わりに、譲があいさつする。

「こんにちは。先輩たちもランニング中ですか」

「そっ。見てのとおりだよっ」

　珠緒総帥は、今日もくせの強い髪の毛が、ネコ耳みたいな形になっている。

「おひさしぶりね、朝あさ霧ぎりさん。“〝竜の妹”〟の使い心地ごこちはいかがかしら」

　メガネの綱島沙也香が、理知的な口く調ちようで飛鳥に話しかける。

「まあまあよ」

　あいかわらず飛鳥は、先輩相手でもそっけない。

「ねーねー譲クン、あの作戦計画書、どうだったー？」

　と、珠たま緒お総そう帥すいがゴロゴロのどを鳴らしながら、なれなれしく譲ゆずるにまとわりついてきた。この人は、飛鳥あすかだけでなく、譲もチームに入れたがっているのだ。

「役に立ちましたよ。おかげさまで」

　すると後ろにひかえていたチームメイトたちが、わっと嬉うれしそうな声をあげた。

「きゃー、よかったー！」

「昔のマンガとかドラマ見て考えた甲か斐いがあったねー」

「古こ紋もん夕ゆう鶴づるさんともあろう人が、あんなお芝居にだまされるか心配だったけど」

「やっぱ、こういうのって、やりすぎなくらいでちょうどいいんだよ！」

「でも失敗したなあ。千ち紗さに言って録画しといてもらえばよかった」

「古紋夕鶴さんのだまされっぷりとか見てみたかったしねー」

「あ、あの、ちょっと。そんな大声を出されると……」

　譲はあわてた。が、遅かった。

「私のだまされっぷりが、なんとおっしゃいましたか」

　夏の盛さかりなのに、一瞬で空気が凍る声。

　譲がおそるおそるふりむくと、ジャージ姿の古紋夕鶴が、いつの間にかすぐそばまでもどってきて、怒りのオーラを背負っていた。

　珠緒総帥もさすがに表情が固まった。ちなみに総帥の方が歳とし上うえである。

「あっ……と。夕鶴ちゃん、ひょっとしていまの話、聞いてた？」

「聞いていました、しっかりと」

「そ、そっか。あはははは。いやー、それにしても、あいかわらず胸おっきいね」

　ぶわっ、と怒りオーラが三割ほど増量した。珠緒総帥は場をなごませるつもりだったのだろうが、夕鶴は自分の胸の大きさにコンプレックスを抱いているのだ。

「全員整列っ！」

　と、すかさず声をかけたのは、いついかなる時にも動じない（オバケ以外には）、綱つな島しま沙さ也や香かだった。号令一下、羽は衣ごろも学園チームの面々が、びしっと「気をつけ」をする。

「ランニング再開！　全力疾走二百メートル！」

　夕鶴を無視して、一同が猛然と走りだす。

「そっ、それじゃ、飛鳥ちゃん、譲クン、またねっ。あーん、沙也香ー、待ってぇー！」

　珠緒総帥も砂を蹴けたてて、ものすごい勢いで脚あしを回転させて逃げ去った。

　そして、譲と飛鳥と千紗、それに、古紋夕鶴が残された。

　夕鶴の後ろで白い波しぶきが、どどんと岩に打ち寄せる。

　すうっ、と夕鶴が、軽く息を吸いこむ。

「大海の、磯いそもとどろに寄する波、割れて砕けて、裂けて散るかも……」

　まずい、と譲は思った。この人は本気で怒ると、なぜか古典を引用する性せい癖へきがあるのだ。

「これは源みなもとの実さね朝ともが詠よんだ歌です。実朝は鎌かま倉くら幕府の三代将軍で、非常に賢く、人柄も優すぐれた人物だったと伝えられています。しかし政権内部の陰謀にからめとられ、短い生涯を、いたましい形で終えざるを得ませんでした」

「えーと……そうなんですか」

「周りの思惑や、嘘うそやいつわりに翻ほん弄ろうされる、やりきれない思い……。この歌は、そんな実朝の、内に秘めた激情が詠ませたものかもしれません。私はいま、実朝の気持ちがよくわかる気がします。愚かで無力な自分と、不誠実な周囲への、激しい、怒りが」

「激しい、怒りですか」

「激しい、怒りです」

　突然、千ち紗さが声をあげた。

「あーっ。私、朝あさ陽ひの方に走りたくなりましたっ。飛鳥あすか先輩、ご一緒にどうですか」

「いいわね。いきましょう、千紗」

　次の瞬間、二人は譲ゆずるを見捨てて逆方向に走り去った。

「あっ、ずるいぞ。俺おれだけ置いて……」

「お待ちなさい」

　夕ゆう鶴づるの手が、譲の襟首を、猛もう禽きん類るいの鉤かぎ爪づめのようにがっしとつかんだ。

「先ほどのお話がどういうことなのか、詳しく聞かせていただきます」
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　夜。夕鶴は、一日の勤めを終え、古こ紋もん神社の自室に下がっている。

　まだ着替えはしていない。紺こん袴ばかまの巫み女こ装しよう束ぞくを身につけたままだ。

（あの人たちは、本当にもう……）

　さっきのことを思いだし、憂ゆう鬱うつになる。

　夕鶴をごまかそうとした譲たちも譲たちだが、だまされた自分も自分だ。

（それに私ったら、あんなに感情的に、がみがみ怒ってしまって……。絹きぬヶが瀬せさんが相手だと、どうしてこうなってしまうのかしら）

　夕鶴は、滅めつ多たに他人に対して腹を立てることがない。怒る前に相手の事情や感情をおもんばかってしまうのだ。

　例えばバトルで、白しら縫ぬいあげはあたりに挑発的なことを言われても、「あげはさんもリーダーの責務を果たそうとがんばってらっしゃるのね……」などと、しみじみ感じ入ったりする。むこうからすれば、多少のことでは冷静さを失わない、やりにくい相手だろう。

　なのに、なぜか絹ヶ瀬譲に関することだと調子が狂う。われながら人間ができていない。自分がいやになり、ため息が出る。

「はあ……」

「お疲れでいらっしゃいますか、夕ゆう鶴づるさま」

　即座に声をかけてきたのは、部屋の隅に控えたお付きの巫み女こだ。

　夕鶴はあわてて笑顔をとりつくろった。

「い、いいえ、平気よ。ただちょっと、考えごとをしていただけ」

「考えごと、とおっしゃいますと、なにかご心配なことでも」

「なんでもないの。大したことじゃないのよ、本当に」

　おかっぱで童顔のお付きの巫女は、それでもやはり心配そうだった。

　古こ紋もん神社の巫女たちは、みんな夕鶴に敬愛の念を抱いだいている。少しでも夕鶴の役に立ちたいとねがっているのだ。

　そのことに夕鶴は、もちろん心から感謝している。

　でも実のところ、時々窮屈に感じてしまう。なにしろ、身の回りには常に世話役の巫女たちがいる。ため息ひとつつくにも気をつかわなければならない。

（そんなふうに思うなんて、私のわがままだとはわかっているけれど……）

　もちろんこんなことは誰だれにも話せない。言えるとしたら、コミミズクの星ほし丸まるくらいだ。その星丸は、止まり木にとまり、眠そうにうつらうつらと目を閉じたり開けたりしている。

　夕鶴は、気を取り直して筆を進めた。今日の日誌を書いているのだ。黒こく檀たんづくりの座卓に向かい、和わ綴とじの帳面に筆書きである。

（結局、絹きぬヶが瀬せさんたちの関係については、よくわからなかったわ……。月光貴石アルテミス・クリスタルをあずかることもできなかった）

　頭を冷やして考えれば、あの絹ヶ瀬譲ゆずるが、大勢の女性とつきあっているとは、ちょっとありえない気がする。

（でも、あの年とし頃ごろの男の子って、いろんな女性に興味を持つものらしいし……）

　本当のところはどうなのだろう。夕鶴はまた、もの思いに沈んでいった。



　夕鶴は、これまでずっと女子校通いだった。

　なので、同年代の男子というのは、ほとんど未知の生命体だ。

　男の子の心理とか生理とか、まるっきりわからない。

　高校生の男女交際というものが、一般的、常識的にいかなるものかもよく知らない。

　学校には耳みみ年どし増まの友だちもいるが、夕鶴が古紋神社の巫女だと知っているので、肝心なところでは気をつかう。男女間のきわどい話は、夕鶴のいない場所でしているようだ。

　それは彼女たちの好意なのだろうが、夕鶴の知識は必然的に乏とぼしくなる。普通なら友だちから聞かされるような男女関係の知識が、まったくシャットアウトされているのだ。

　これではいけない！　と、かねがね、そう思ってはいる。

　しかし、「誰だれか私に性教育してください」とは、さすがに言えない。

　過去、そんな自分の弱点を克服しようと試こころみたこともあった。さんざん考えた末に思いついたのだ。そうだ、この世には知識の宝庫、図書館というものがある。

　市民図書館で夕ゆう鶴づるは、小学生向けの「べんきょうまんが　おとなになるってどういうこと？　男の子と女の子のからだのしくみ」という本を発見した。

　夕鶴はこの本を、ページに穴があくほど熟読した。（カウンターで借りるのは恥ずかしいので、閲覧テーブルの隅で、別の本で表紙を隠してこっそり読んだ）知らないこともけっこうあって、驚きに息をのんだのも一度や二度ではなかった。

　が、とにかく初歩的な知識を得ることはできた。自分が一歩、大人おとなの階段をあがったような気がして、夕鶴は大いに自信を深めた。

　だが、これがまだ、弱点克服のとば口くちでしかないこともわかっていた。

　そこでさらに考えた。そうだ、この世には科学の成果、インターネットというものがある。

　詳しいことは知らないが、友人たちによれば、ヤフーでググッたりすれば、さまざまな情報が得られるらしい。

　古こ紋もん神社にも家庭用のコンピューターはある。ある日、両親が不在の折を見計らい、居間の隅に置かれたデスクトップＰＣ（という言葉も夕鶴は知らないが）の前に正座し、心をしずめてから起動ボタンを入れた。

　手始めに、十代の少女の異性関係について調べてみよう。そう考えた夕鶴は、いささか恥じらいながらも、思いきってダイレクトな語句で検索をかけてみた。

「少女　性体験」

　するとたちどころに目をむくような記事が大量に表示され、夕鶴は「あっ」と叫んで両手で口を押さえたまま固まってしまった。

　気を取り直し、己を鼓こ舞ぶして読もうとしたが、まともに文章を追うこともできず、やみくもにリンクからリンクへ飛んでいるうちに、どんどん過激なページが開いて、次から次へととんでもない画像や動画が現れ、そのうち顔は熱くなってくるし、頭は痛くなってくるし、口の中は渇いてくるし、胸の鼓動は激しくなるし、何やら身体からだの奥がもやもやしてくるし、なんだかもう全身全霊が始末におえない状態となった。

　気がつくと、裏の井戸で冷水をかぶっていた。

　それでようやく冷静さを取りもどしたが、そのままタチの悪い風邪をひいて寝こんでしまった。水をかぶって精神統一することには慣れているはずなのに、やはり心の動揺が肉体にも影響したのだろう。

　それ以来、すっかりネットが恐こわくなった夕鶴だった。いまでも携帯電話すら苦手である。なんとかフォンとかなんとかアプリとか、単語の意味すらよくわからない。

　こうして夕ゆう鶴づるは、ますます情報に疎うとくなっていくのであった。



（はっ。いけない、自分の心の傷口など見つめている時ではなかったわ）

　夕鶴はわれに返り、軽く頭を振った。

（いまは絹きぬヶが瀬せさんのことを考えなければ。あの人には、謎なぞが多すぎる……）

　最大の謎は、彼が夕鶴のハウルを使ったことだ。そして、古こ紋もん神社が祀まつっている、秘密の女神の声を聞いたこと。

　巫み女こたちの長おさである夕鶴としては、それを「不思議なこともあるものだ」で、すましてしまうわけにはいかない。

　まして、その絹ヶ瀬譲ゆずるが、乱れた生活をしているとあっては。

（お父さまに相談してみよう。やはり、このまま絹ヶ瀬譲さんのことを放ほうっておくことはできないわ）

　夕鶴の胸の中で、ある決意がかたまろうとしていた。


















第二章　巫み女こ少女の強襲



　一



　翌日の夕方。譲ゆずるがアパートにもどってくると、友人の染そめ師し町まち孝こう介すけがいた。

「なんだ、きてたのか」

「よっ」

　染師町孝介は気さくに手をあげた。いったん家に帰ったらしく、私服である。

「勝手にあがっといてなんだけどさ。いいかげん鍵かぎ、直したらどうだ。いつも開けっ放ぱなしなんてあぶねーだろ」

「いいんだよ、別に盗とられるもんなんかないし」

「でも、前より家具が充実してきてないか。部屋もきれいになってるし、ポットとか新しくなったみてーだし」

「うーん、まあ、給料のいいバイト見つけたからな」

　譲は言葉をにごした。アルテミス・ハウリングのことは、関係者以外には秘密である。

「そんだけかぁ？　例の中等部の子に、いろいろ世話やいてもらってるんじゃねーの？」

「千ち紗さのことか。だからあれは違うんだって。あいつは妹の知りあいで、俺おれのこと『お兄ちゃん』て呼んでたのも、寮でやる余興のお芝居の練習につきあってただけで……」

「わかったわかった。朝あさ霧ぎり飛鳥あすかちゃんとも、なんの関係もないって言うんだろ。確かに、あのあと、おまえらがつきあってる気配とかねーもんな」

　このところ、孝介はおかしな誤解をしていたのだ。譲と飛鳥と千紗とのあいだで、ドロドロの三角関係が展開していると思いこんでいたらしい。

　だが、とりあえず譲の釈明で納得してくれた。友人関係は平常にもどっている。

「今日は、頼まれたもの持ってきたぞ」

「サンキュ……って、なんだよこれ！」

　孝介が持ってきた紙袋の中には、アニメやコミック関係の同人誌や、ゲームソフトの大きな箱が大量に詰まっていた。そのすべてが巫女さまに関するものである。

「おまえ、巫女さんについて調べたいって言ってただろ。まさか巫女さん趣味にいくとは思わなかったけど、友だちの頼みだからな。家にあったの、いろいろ持ってきたんだ」

「俺がほしかったのはこういうやつじゃないっ！　二次元じゃなくて三次元の、本物の巫女さんについて調べたかったんだよ！」

　もうすぐ飛鳥は古こ紋もん夕ゆう鶴づると闘う。だから事前に、巫女の知識を得ておきたかったのだ。孝介が「巫女さんのことならまかしとけ」と言うので資料の貸し出しを頼んだのだが……。

　これはかなり方向性が違う。しかも、けっこうエロくてえげつなく、他人に見られたら、絶対に人格を疑われそうなものばかりである。

「三次元か。ははあ、さては古こ紋もん神社の巫み女こさん集団におまえもハマッたな。あそこって美人ぞろいだもんな。俺おれの周りにもけっこう隠れファンいるし」

「だからそういうことじゃなくて――うわー……、どれもこれもきっついな……」

「そう言わずに、せっかくだからなんかの参考にしてくれよ。ほら、ノーパソも貸してやるから。古い型だけど、普通に使えるからな」

　孝こう介すけは、そのあとしばらく雑談をしてから腰をあげた。譲ゆずるも一緒に部屋を出た。途中まで孝介を送りがてら、銭湯にいくためだった。



　そして、その隣の部屋。譲の21号室から、壁一枚へだてた22号室。

「ふう。やっときれいになったわ」

　夕ゆう鶴づるはようやく引越しの片づけを終えたところだった。これからしばらく、このアパートに住むことにしたのである。絹きぬヶが瀬せ譲を間近で観察するためだ。

　昨夜、父親にそう言ったところ、驚くほど簡単に許可が出た。

「絹ヶ瀬譲という少年のことは、確かに調べてみる必要がある。神社のことは私たちでなんとでもなるから、思うようにやってみなさい」

　古紋神社の名前があれば、不動産屋の手続きもあっという間にすんでしまう。かくして、急転直下、夕鶴のアパート暮らしが決まったのである。

　巫女たちはみんな、われもわれもと夕鶴についてきたがった。

「お独ひとりではあぶのうございます、夕鶴さま」

「お世話をする者も必要でございましょう」

「どうか、私をお供におつれください」

「いいえ、ぜひ私を」

　しかし夕鶴はそれを断った。譲のアパートは、風ふ呂ろもなく、洗面所も共同の古い造りだ。仲間たちにまで不自由な暮らしをさせるわけにはいかない。

　部屋が狭いので、持ちこんだのは最低限のものだけだ。勉強の道具や食器、座卓や棚。慎つつましやかな暮らしには慣れているので、苦にはならない。むしろ、自分用の冷蔵庫や電子レンジがあるだけでも贅ぜい沢たくに思えるほどだ。

「住めば都と言うけれど、案外、居い心地ごこちがよさそうなところね……」

　夕鶴は、きれいに雑ぞう巾きんがけした部屋を見まわした。

　確かに古いことは古いが、静かだし日当たりもよさそうだ。

　どんな不便にも耐えよう、と、果敢な決意を胸に乗りこんできたつもりなのだが。

「しばらくはここで、独り暮らしなのね……」

　そうつぶやいてみると、思いがけないほどワクワクと、胸がときめいた。

　なにしろ、小さい頃ころからずっと、大おお所じよ帯たいの神社で、人に囲まれて育ってきたのである。大きな解放感が、不意に夕ゆう鶴づるの全身に広がった。

「誰だれもいないのだから……こんなことをしてもかまわないわよね」

　髪をまとめていたゴムを取り、古畳の上に、おずおずと寝ころがってみた。

　いまの夕鶴は、洋装の私服だ。飾り気のないサマーセーターとスカートを着て、足には白いソックスをはいている。

　両腕を広げてみる。こんなお行儀の悪いかっこうは、寝床の中でもしたことがない。神社にいる時の夕鶴は、フトンの中でも毛筋ひとつ乱さず眠っている。長おさ巫み女こが、寝相の悪い姿を見せるわけにはいかないのだ。

　でも、ここではそんな気き遣づかいは必要ない。ほかには誰もいないのだから。

　夕鶴は、さらに思いきった姿勢を取った。脚あしも大きく広げ、大の字になってみたのだ。こんなポーズを取るのは、体育の柔軟体操ぐらいである。

「ううん……っ」

　そのまま、思いっきり伸びをする。

　長い、長い、伸びだった。

　手の指先から爪つま先さきまで、背筋の奥から胸の先端まで、全身に心地ここちよく甘い痺しびれが走る。

「はあ……」

　大きく息をついて、さらに脱力。

　古い板張りの天井が目に入る。

　わずか六畳間の古いアパート。

　なのにこの部屋が、どこまでも広い自由な空間のように思われた。



「クー」

　星ほし丸まるの声に、夕鶴は、はっと目をさました。寝そべったまま、うとうとしていたようだ。

　半開きにした窓の外の手すりに、コミミズクがとまってこちらを見ている。

「星丸、様子を見にきてくれたの？」

「クー」

　星丸が返事をする。もう夕方だ。窓の外は暗くなりかけ、空模様が怪しくなっている。

「起こしてくれてありがとう。だめね、こんなふうに気を抜いてしまっては」

　自分の頭をこつんと叩たたく。星丸は、くるくると目を動かしながら、ご主人さまの様子をじっと見ている。

「絹きぬヶが瀬せさんが帰っていらしてるかもしれないわ。ごあいさつにいかなくては」

　腰をあげ、鏡を見て身だしなみを整える。ついつい口もとがゆるむ。

「ふふっ。私が隣に越してきたと知ったら、絹きぬヶが瀬せさん、びっくりするでしょうね」

　サンダルを履はいて廊下に出た。一歩ごとにぎしぎし床が鳴る。すごい安やす普ぶ請しんである。

「絹ヶ瀬さん、お帰りになりました？　古こ紋もん夕ゆう鶴づるです」

　小さくノックして呼びかける。返事はない。まだ帰っていないのだろうか。

　ノブを引いてみる。あきれるほど簡単に開いた。鍵かぎがかかっていなかったのだ。

「絹ヶ瀬さん、いらっしゃるんですか？」

　部屋をのぞいてみる。が、誰だれもいなかった。

「不用心ね……。鍵をかけずに出かけるなんて」

　おまけに窓も閉め忘れている。ぽつぽつ雨が降りだしていた。このままでは室内が水びたしだ。

　少しためらったが、「ちょっとだけ、ごめんなさいね」と口にして、思いきって部屋に足を踏み入れた。

　急いで窓を閉める。すぐ出ていくつもりだったが、ついつい周りに目がいった。独ひとり暮らしの男性の部屋に入るなど、生まれて初めての経験なのだ。

　なかなかよく片づいていた。正確に言えば、散らかるほど品物がないのだが。

（絹ヶ瀬さんって、質素な暮らしをなさっているのね……）

　と、夕鶴は好意的にとらえた。やはり譲ゆずるは、頽たい廃はい的てき、享きよう楽らく的てきな性質ではないらしい、と。

　壁にも、女性の裸体のポスターなど貼はっていない。いかがわしい書物も見当たらない。

（やっぱり身近で接してみなくては、本当のところはわからないものね）

　しかし、他人の部屋に勝手にあがりこみ、長居をするわけにはいかない。ドアから出ようとして、床に置かれていた紙袋につまずいた。

「あっ、いけない」

　倒してしまった紙袋を、元にもどそうと手をのばし――。

　頭が真っ白になった。

　横倒しになった紙袋から、畳の上に散らばったもの。

　それらはすべて、巫み女こさん関係の、いかがわしい書籍とかゲームソフトとかコミックとかグッズなのであった。

　一番上のゲームの箱には、「悶もん絶ぜつ！　巫女むすめ　～俺おれの巫女さまがこんなに変態なわけがない～」という、夕鶴の常識をはるかに越えた驚くべきタイトルが記されていた。むろんパッケージのイラストも、そのタイトルを忠実に具現化したものだった。

「クー？」

　星ほし丸まるが飛んできた。かたまってしまった夕鶴を、どうしたのかとのぞきこむ。

「クッ!?」

　ご主人さまの形ぎよう相そうを見て、星丸はびびって逃げだしてしまった。



　夕立が降りだした空の下を、譲ゆずるは小走りで帰ってきた。

「ふーっ。なんとか降る前にたどりついたな……」

　外にある階段をあがり、二階の廊下に入る。

「絹きぬヶが瀬せさん」

　びっくりして足が止まった。またしても古こ紋もん夕ゆう鶴づるが目の前にいたのだ。

　上空で稲妻が閃ひらめいた。計ったかのようにタイミングをあわせ、夕鶴が怒鳴った。

「あなたは！　巫み女こを！　どういうものだと思っていらっしゃるんですか！」

　どんがらがっしゃーん、と、雷鳴が轟とどろいた。

　――それから一時間にわたり、譲は、大汗をかいて釈明につとめた。

　ここにある巫女さん同人誌やゲームは、自分で買ったわけではない。そもそも望んで手に入れたものではない。友人の染そめ師し町まち孝こう介すけが置いていったのだ――と。

　半信半疑の表情で聞いていた夕鶴は、その名前に反応した。

「染師町孝介、さんですか」

「え？　あいつのこと知ってるんですか」

「はい。以前、そちらの学校にうかがった時、あなたの女性関係についていろいろと教えてくださって」

「あいつかっ！」

　ようやく疑問がとけた。夕鶴が、譲を女たらしだと思いこんでいたのは、要するに染師町孝介の誤解が伝染したものらしい。

「お話は、いちおうわかりましたけれど……」

　夕鶴はうなずいてくれた。譲はほっとした。もともと寛大だし、頭もよく、ちゃんと話せばわかってくれる人なのだ。

「でも、こういうものを身の回りに置くのはどうかと思います」

　夕鶴が、例の紙袋に、恐ろしげな視線を向けた。

「すみませんでした、びっくりさせちゃって。これは孝介に返しますから」

　正直ちょっとだけ、惜しいと思う気持ちもなくはないが。

「いいえ、それだけでは不十分です」

　と夕鶴は思いがけないことを言った。

「私がここに越してきたのは、絹ヶ瀬譲さんがどういうかたなのか、なぜ私のハウルを使えたのか、おそばにいることで、何か手がかりをつかみたいと思ったからです。でも、それでは足りないとわかりました」

「ど、どういう意味ですか」

「あなたの周りには誘惑が多すぎます。さしでがましいのは承知の上ですが。今日から、絹きぬヶが瀬せさんの生活を、私が監督させていただきます！」



「まずは食生活の改善からです」

　ウムを言わせず、夕ゆう鶴づるは働き始めた。エプロンをつけ、その上から純白の襷たすきを、きゅっと凛り々りしく締める。

「それって必要なんですか？　エプロンに襷をかけてもあんまり意味ないんじゃ……」

　襷とは本来、和服の袖そでをまとめるためのものだ。幅広の袖が、仕事のじゃまにならないようにくくるための紐ひもである。

「私、こうすると気持ちが引き締まるんです。ふだんは何を食べてらっしゃるんですか。え？　スパゲッティとかフランスパン？　……に、お醤しよう油ゆをかけて？　美お味いしいんでしょうか、それは……。お金に余裕がある時はコンビニのお弁当？　だめですよ、それでは栄養がかたよります。わかりました。私の家からお料理の材料を持ってきましたから、ここで作ってしまいましょう。ええっ、まないたも包丁もないんですか？　そんなもの使わない？　はあ……驚きです。男の子の独ひとり暮らしってこういうものなんでしょうか」

　おしゃべりしながら、夕鶴はくるくるとこまめに動く。その手て際ぎわはあざやかだった。譲ゆずるが呆ぼう然ぜんとしているうちに、部屋にはたちまち味み噌そ汁しると煮物のいい香りがたちこめた。

















「ああ、家事って楽しいですね。家では、仲間の巫み女こたちが何から何までやってしまうから、なかなか私には仕事がまわってこなくって。こんなふうに、小さなお台所でお料理するのって、ふふっ、なんだか小さい頃ころのおままごとみたい」

　古こ紋もん神社は大おお所じよ帯たいだから厨ちゆう房ぼうもきっと大きいのだろう、と譲ゆずるはぼんやり思う。

「さあ、できました。いただきましょう」

　小さいテーブルをはさんで、二人で夕食。

（なんでこんなことになったんだ……）

　と思いつつも、譲にはもちろん不満はない。夕ゆう鶴づるもいつしか上機嫌だ。家庭的と言うか、母性的愛情のかたまりと言うか、人の世話をするのが大好きな性格らしい。いつの間にか怒りもうやむやになってしまったようだ。

「そうだ。夕鶴さん、俺おれのことを調べる代わりに、ひとつおねがいがあるんですけど」

　譲は、古紋神社の神隠しについて話した。羽は衣ごろも学園の資料に書いてあったことや、そして、できれば“〝奥の院”〟を調べさせてもらいたい、ということも。

「そういう伝承があることは、私も知っています」

　夕鶴は箸はしを持った手を休め、考えている。

「ただ、古紋神社の“〝奥の院”〟は、部外者の立ち入りは制限されています。あの場所は、ハウルの原石の採掘場ですから」

「ハウルの、原石……」

「ええ。あそこで採られた石が加工されて、宝石の形のハウルになるんです」

「加工って、工場みたいなところでやるんですか」

「それが、詳しいことは私にもわからないんです。父が採取した原石が白しら縫ぬいグループに渡って、それから処理がほどこされるらしいんですけど……。もちろん父は知っているのでしょうけれど、これは本当に秘中の秘らしくて、私もまだ教えられていません」

　言われてみれば不思議だった。ハウルがどうやって生産されているのか。

　こんな謎なぞめいた力を持つ宝石を、誰だれがどうやって作っているのだろう？

「でも、父に頼んでみます。朝あさ霧ぎり竜たつ美みさんのことは私も気になりますから。すぐには許可が出ないかもしれませんけど……」

「わかりました。それだけでもありがたいです」

　食事をつづける。夕鶴はそのあいだ中、こまごまと世話をやいてくれた。

　ふと思った。

　もし自分に、妹だけでなく、姉もいたら、こんな感じなのかもしれない――と。
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　翌日。登校した譲は、とりあえず染そめ師し町まち孝こう介すけの頭を小突いておいた。

「いてぇな。なんだよ」

「おまえ、今日、昼飯おごれ」

「はあ？　わけわかんねー。それが秘蔵の巫み女こさんアイテムを貸してやった恩人に対する態度か？」

「そのおかげで、こっちはえらい目にあったんだよ！」

「なんだって？　ははあ、さては大家のおばさんにでも見られたな。それとも、あの中等部の女の子に……」

「とにかく、あれは返す。早く取りにきてくれよ」

「わかったわかった」

　飛鳥あすかを見ると、窓際の席で、ちらちらとこちらをうかがっている。譲ゆずるは目め配くばせで合図をし、いつものバルコニーに飛鳥を呼びだして、昨日のことを説明した。

「なんであの人があなたの隣に住まなきゃいけないの!?」

「俺おれのことを調べるためだってさ。ほら、前に俺、夕ゆう鶴づるさんのハウルを使ったことがあっただろ。身近で俺のこと観察したいんだと」

「あなた、それを承知したの」

「出てけとは言えないだろ。ちゃんとお金払って大家と契約したんだから。それに、代わりに古こ紋もん神社のことを調べさせてもらえるかもしれないんだぞ」

「…………」

　飛鳥が腕組みをして、じとーっと、うろんな目で譲を見る。

「なんだよ、その顔」

「どうせあなたのことだから、ご飯なんか作ってもらって、あっさり懐かい柔じゆうされちゃったんでしょ」

「ぐ」

　鋭い。譲の飛鳥への理解が深まるのと同様、飛鳥の譲理解も進んでいるようだ。

「でも、まあいいわ。確かに古紋神社のことは私もずっと気になってたから。だいたい、あそこっておかしな神社だしね。この街でこそ格式も権威もあるけど、よその神社とは系列が違うらしいし、祀まつってる神様も異端だって言うし」

「あの、真ま理り奈な毘ひ売めとかって女神さまのことか」

　それは前に夕鶴に教えてもらった、古紋神社の秘神の名前だった。譲も、図書館の郷土資料室で調べてみたのだが、遠い昔に公式の記録から消え、忘れ去られた神様らしい。

「うまいこと言いくるめられたりしないでよ。もしかしたら、あの神社の連中が、お姉ちゃんを隠しちゃった真犯人かもしれないんだから」

「まさか。なんでそんなことしなくちゃいけないんだよ」

「知らないわよ。生いけ贄にえとか、人ひと身み御ご供くうとか、なんかそんな理由でよ」

「いやいや、それって普通に犯罪じゃないか。夕ゆう鶴づるさんがそんなことに加担するなんて、俺おれには思えないよ」

「……ずいぶんあの人をかばうじゃない」

　飛鳥あすかがまた不機嫌になる。

「無理ないけどね……。あの人きれいだし、胸も大きいし、まじめそうだし、あなたの好みにぴったりだもの。――私と違って」

　すねたような口く調ちようである。胸が大きいのは、別に好みとは無関係なのだが。

「でも忘れないでよ。古こ紋もん夕鶴は、あくまでも私たちの敵なんだから。うっかり気を許して、私たちの作戦とかしゃべっちゃわないように注意してよね」

　あんまり言われ放題なのも癪しやくなので、ささやかに反撃しておく。

「いやあ、しかし嬉うれしいな。おまえがそんなふうに言ってくれるなんて」

「はあ？　どういう意味よ」

「いままでだったら、“〝私たち”〟なーんて言い方しなかっただろ。自分以外はすべて敵、とか言ってたけど、おまえもやっと、俺のことだけは味方と認めてくれたみたいだな」

「あ……」

　今度は飛鳥が、うろたえたように顔を赤くした。

「あ、う、うぅ。うー……」

　真っ赤になって、汗まで流し始めた。ここまで困らせるつもりではなかったのだが。

　何かフォローしてやろうかと思っていたら、いきなり宣告された。

「減げん俸ぼう！」

「なんで!?」

「も！」

　お得意の切り返しとともに、髪をひるがえして背を向け、足早に歩きだす。

「ちょっと待った。本気か？　俺、給料下げられちゃうのか？　いくらに？」

「本来は週給三万だけど、今月と来月は二万に減らす！」

「そりゃないだろ。せめて減俸は今月だけにしてくれよ！」

　飛鳥はふりむきもしない。長い髪に見え隠れするうなじは、まだ赤かった。



「給料を元どおりにしてもらいたかったら、早く作戦を考えることね」

　放課後。自宅の稽けい古こ場ばでも、まだ飛鳥は怒っていた。しつこい性格だ。

「次のアルテミス・ハウリングが始まったら、すぐあなたのお隣さんと闘うんだから。おとなしそうな顔してても、古紋神社のエースなんだから油断できないわよ」

「わかってる。あの白しら縫ぬいあげはさんに勝った人だもんな」

　前回の遊園地でのバトルで、譲ゆずるは古紋夕鶴の恐ろしさを目まのあたりにしている。

「おまえは見てなかったろうけど、あの弓矢の腕はすごかった。数十メートル先の的に命中させてたんだ。競きよう射しやだったら皆かい中ちゆうってやつだ」

「刀や槍やりで闘うのはどうなの。弓は上う手まくても、斬きりあいは苦手――とか」

「どうだろう。薙なぎ刀なたでもあげはさんの“〝剣歯虎サーベル・タイガー”〟と真っ向から渡りあってたからなあ……」

　遠距離攻撃でも接近戦でも隙すきがない。ああいう性格だから、油断や慢心とも無縁だろう。

　飛鳥あすかが少しでも優まさるとしたら、瞬発力や突進力だ。それをどう利用するか。

「ほかに有利な点があるとすれば、新しい武器、“〝竜の妹”〟があるってことぐらいか……。どうだ、おまえそろそろ“〝竜の妹”〟には慣れてきたか？」

「見てみる？　起動ドライブ！」

　胸のハウルが輝き、夏服デザインのセーラー服が変身する。変身後のデザインは、これまでとあまり変わらない。しかし、その手に現れたのは、新たな剣だ。

“〝竜の妹”〟。

　飛鳥の姉、天才と呼ばれた朝あさ霧ぎり竜たつ美みが、高校生の頃ころに使っていたという名剣だ。二ふた振ふりでセットの剣、“〝竜の爪つめ痕あと”〟の片方である。武器マニアの竜美が、外国のコレクター間のルートで手に入れたものだという。

　飛鳥が最初に使っていたのはもう片方の大剣。単体では“〝竜の姉”〟と呼ばれている。

“〝竜の妹”〟は、それよりコンパクトで、飛鳥の体形にあっている――と言っても、こちらもかなりの大剣なのだが。

（ハウルのドライブ状態を解除すると、その時手にしていた武器が消滅する……）

　譲ゆずるは思考をめぐらせる。

（そして、またドライブ状態にすると、その武器が再び現れる。武器を替えたければ、変身解除の時に、別な武器を持っていればいい……）

　なぜこのような現象が起きるのか。それも不明だ。

　白しら縫ぬい財閥の研究者たちが調べているそうだが、詳しいことは伝わってきていない。

　しかし飛鳥にとっては、そんな原理はどうでもいいことのようだ。

「うおありゃああああああああああぐわぁぁぁぁぁぁぁどぅわああああああああ！」

“〝竜の妹”〟を、その場で猛然と振るう。確かに“〝竜の姉”〟よりはあつかいやすそうだ。

「ただ振りまわしてもつまらないわ。絹きぬヶが瀬せくん、見てないで相手してよ」

「無茶言うなよ。変身した月光精霊ニンフアーと、まともに立ち合えるわけないだろ」

「ううー、じれったい。身体からだがうずうずする！」

　飛鳥は剣の側面で、タマボールを叩たたいたり殴ったりしていたが、やがてそれにも飽きたのか、変身を解除した。

　この時、解除する前に、“〝竜の妹”〟を身体から離して置いておく。

　すると、元の姿にもどっても、“〝竜の妹”〟は消えない。

（武器を変えることで、夕ゆう鶴づるさんに対抗する作戦を考えられないかな……）

　元どおりのセーラー服にもどった飛鳥あすかの胸で、純白の宝石が揺れている。

「おまえ、練習の時まで月光貴石アルテミス・クリスタルを下げてなくてもいいんじゃないか」

「これをつけてると、なぜだか気持ちが落ちつくのよ」

　飛鳥は、首から下げた月光貴石を手にとった。

「なんだかお姉ちゃんがそばにいるような気がするの。私いつも、お姉ちゃんがこれを首にかけてるところを見てたから……」

　飛鳥の言葉に応こたえるように、白い宝石はきらりと謎なぞめいた輝きを見せた。



「絹きぬヶが瀬せさん、遅いわね……」

　夜。夕食の支度を終えて、自室で譲ゆずるの帰宅を待っていた夕鶴は、ため息をついた。

　時計は九時半だ。飛鳥の家での稽けい古こが長引いているのだろうか。

「仕方がないわね。先に食べてしまいましょう」

　もしかしたら、飛鳥の家で食事をしてくるのかもしれない。だとしたら、待っていてもしょうがない。夕鶴はおかずをあたため直すと、独ひとりで箸はしをとった。

　窓の外は暗い。

　静かだ。

　もしかしたら、このアパートにいるのは、いま、自分だけかもしれない。

　全部で十部屋あるうち、入居者がいるのは半分ほどで、しかもみんな帰りが遅いという。

　いまは星ほし丸まるもいない。

　夕鶴は独りきりだ。

　神社では、いつも誰だれかがそばにいた。食事の時も、入浴の時も、寝ている時さえ隣の部屋ではお付きの巫み女こが、番をつとめてくれていた。

　学校でもそうだ。生徒会の役員である夕鶴は、常に人に囲まれている。完全に一人になることなどめったにない。

　でも、いまは独り。

　昨夜は引っ越してきたばかりで気がたかぶっていたし、譲と一緒に食事をして、にぎやかにすごすことができた。星丸もいた。

　でも、いまは独りぼっち。

　静寂が肌にしみこむような心地ここちがする。

　落ちつかない。ものさびしい。

　両親や仲間たちの顔が見たい。学校の友人でもいい。痛切にそう思う。

　独り暮らしを始めたばかりの者なら、たいがい誰でもかかる症状、ホームシックだ。

（神社では……みんな順番にお風ふ呂ろに入っている頃ころね）

　ついついわが家のことに意識が向く。

　電話をしてみようか、と思った。でも、こらえた。夕ゆう鶴づるがさびしがっていることに気づかれたら、心配をさせてしまう。

（しっかりしなさい、古こ紋もん夕鶴。これぐらいのことで弱気になってどうするの）

　でも、食事が進まず、箸はしを置いた。時間とともに、身を切られるような寂せき寥りよう感かんが迫ってきた。体育座りのように膝ひざをかがめ、自分の大きな胸を締めつける姿勢で丸くなった。

　夏なのに、しんしんと凍えるような孤独。

　なのに、その一方で、不思議な幸福感もある。

（私、独ひとりなんだわ。知らない街の、知らない部屋で、独りぼっち……）

　泣きたいほどの切なさに胸をひたしながら、膝に頬ほおをすりつけ、かすかに微笑ほほえむ。

　古紋神社の跡継ぎでもなく、チームのエースとしてでもなく、真ま里り野の坂さか高校の生徒会役員としてでもない、生身の、むきだしの自分。

　それが、こうして暗い夜の中で、世界と、宇宙と単独で向きあっている――そんな、大げさに言えば実存的な感覚が、夕鶴にとっては、たいそう新鮮で心地ここちよいものだった。

　絹きぬヶが瀬せ譲ゆずるは、まだ帰ってこない。

　なんとはなしに、外に出てみる。

　知らない街の、知らない景色が広がっている。家々の窓の明かりもよそよそしく感じられて心細い。おとぎ話の中の異世界にでも迷いこんだような不思議な気分だ。

　夜風に吹かれながら、駅の方を見ていると――。

　見慣れた人影がやってきた。

「絹ヶ瀬さん！」

　思わず声を弾はずませ、夕鶴は駆け寄った。

「夕鶴さん？　何してたんですか、こんなとこで」

「ちょっと風に吹かれてみたくなったんです。それと、絹ヶ瀬さんがそろそろ帰ってくるころかなと思って」

「え」

　どきっとしたように、譲が街灯に照らされた顔を赤くする。

「絹ヶ瀬さん、晩ご飯はすませてらっしゃいましたか？」

「まだですけど……」

「よかった！　支度をしてあるんです。私、自分の分はもう、すませてしまいましたけど、お茶をご一緒しますね」

「今日も作ってくれたんですか？　どうもすみま……」

「いいんですいいんです。さあ、早く中に入って。私、おかずをあっためますから、お着替えをすませたら、すぐに部屋にきてくださいね。待ってますから。私、ほんとに待っていますからね」



　三



　そんな調子で日々を送っているうちに、譲ゆずるの血色は、みるみる良くなっていった。

「このごろ顔色いいみたいだけど、なんかうまいもんでも食ってんの？」

　教室で、染そめ師し町まち孝こう介すけが譲に訊たずねている。

「ああ、ここんとこちょっと食生活が改善されてな」

「なんだあ？　今度こそ、手料理作ってくれる彼女とかできたんじゃねーだろな」

「そんなんじゃないって。おまえ、すぐそっちに発想がいくクセ、直したほうがいいぞ」

　飛鳥あすかはそっぽを向きながら、窓辺の席でしっかり聞き耳を立てていた。絵でイメージを表現するとしたら、ゾウみたいに巨大な耳が描かれるところだ。

「だっておまえ、最近、毎日、うまそうな弁当持ってきてるじゃん。誰だれの手作りなんだよ」

「へっへっへ。まあ、ちょっとな」

（何がへっへっへよ。まったく頼りないんだから……）

　顔はいつもどおり無表情。が、内心ではたいそうご立腹である。

　放課後。飛鳥の自宅の稽けい古こ場ばでも、譲は練習の合間に、こんな話をする。

「やっぱり食事には気をつけなくちゃいけないなあ。独ひとり暮らしだと、どうしても食いもんのことがおろそかになるけど、そのへんに気を配ってくれる人がいるのは大きいよ。千ち紗さ、おまえんとこの寮でも、メニューには気をつけてるんだろ」

　と、今日も顔を出している千紗に話を振る。

「はい。栄養のバランスとかカロリーとか気にしながら、交代で食事当番してますけど」

「うーむ、俺おれもコーチとして、飛鳥の食事とか、もっと気をつけてやるべきだった。おまえ、しょっちゅう宅配のカレーとか食べてるだろ」

「じ、自炊だってするわよ。めんどうな時は、デリバリーを頼んじゃうけど……」

　なぜか口く調ちようが言いわけがましくなってしまう飛鳥だった。

「独りだと、ついついそうなっちまうよな。うん、今後はそのあたりも改善していこう」

　飛鳥はがまんできずに苦言を呈ていした。

「あのね、絹きぬヶが瀬せくん。何度も言うけど、あなたと古こ紋もん夕ゆう鶴づるは敵同士なのよ。毎日、お弁当まで作ってもらうって、なんて言うかその……ちょっとどうなのかしら」

「でも正直、助かるんだよ、食費が浮くのは」

　そう言われると、飛鳥としても反論しにくくなる。給料を下げたのは自分なのだから。

　実は飛鳥は、あのあとさすがに考え直したのだ。知らんふりしていつもどおりの金額を支払うつもりだったのだが……。

　しかし、いまそんなことを言ったら誤解されそうだ。まるで、譲ゆずるを夕ゆう鶴づるから引き離したくて、それで給料を元どおりにしたように思われかねない。

　では、そこに説明をつけ足すべきか。「べ、別にあなたを古こ紋もん夕鶴から引き離したくて給料を元にもどしてあげるわけじゃないんだからねっ」とか。いやいや、それはそれで別な誤解が生じる気がする。こないだ千ち紗さに教えてもらった、ツンデレとかいうキャラみたいになってしまう。

　練習が終わると、譲はさっさと靴を履はく。

「もう帰るの……？　なんだか今日は、終わるのが早いんじゃない」

「そんなことないだろ。八時半だから、いつもより遅いくらいだ」

　時計を見ると、確かにそのとおりなのだった。

「あっ、それとも何か質問があるのか。だったらもう少しいてもいいけど」

「う、ううん。別にいいの。じゃあ、また明日、学校で」

「ああ。お疲れさま」

「ありがとうございました、絹きぬヶが瀬せさん」

　礼儀正しく、千紗は頭を下げて譲を送りだす。

　しかしドアが閉まり、飛鳥あすかと二人だけになると、千紗も不満たっぷりの顔になる。

「きっと早く帰って、古紋夕鶴さんの作ったご飯を食べたいんでしょうね」

「たぶんね。いくら美お味いしい料理か知らないけど、何も毎日毎日、あんなにそそくさ帰ることないのに。――あぁもうっ、じゃまっけね、このタマボール」

　ぼよん、と腹立ちまぎれに、猫ねこ手て毬まり珠たま緒おのぐねぐね自画像を蹴けっとばす。

　そんな自分のムカつき顔が、壁の鏡に映っている。

　われながら、あまりいい表情とは思えない。いささか意気消沈してしまった。

「……ねえ、千紗。こんなこと気にするなんて、私、心が狭いかしら」

「そんなことありませんっ！」

　千紗がきっぱりと言い放はなつ。

「絹ヶ瀬さんは、飛鳥先輩のコーチなんです。よそのチームの人と仲良くしすぎるのは、大問題です。やっぱり味方は味方、敵は敵、ちゃんとけじめをつけないと！」

　えらい剣幕だ。かえって飛鳥が圧倒される。

「そ、そうよね。うん、私もそう思うわ」

「いったんアルテミス・ハウリングが始まれば、本気の闘いが始まるんです。敵同士がべたべたひっついて馴なれあうなんて、よくないことだと思いますっ」

「そのとおりだわ。敵味方の筋目はきちんとしなくちゃ。ことはけじめの問題なのよ」

　そう言うおまえらだって敵同士じゃん、と突っこんでくれる人間は、この場にはいなかった。

「ううー。私、心配になってきました。同じアパートに暮らす若い男女。マンガとかだったら絶対に恋愛に突入するパターンですよ」

「さすがにそれはないんじゃない？　月光精霊ニンフアーに恋愛はタブーなんだし」

「あっ。恋愛じゃなくて、古こ紋もん夕ゆう鶴づるさんの狙ねらいはヘッドハンティングかもしれませんよ」

「どういうこと？」

「絹きぬヶが瀬せさんを手なずけて、古紋神社チームに入れようとしているのかもしれません。ほらっ、こないだ私がやったみたいに」

　飛鳥あすかは、はっと息を飲んだ。その可能性は考えていなかった！

「絹ヶ瀬さんは、古武技の後継者です。それに、一度きりとは言えハウルが使えたし、おまけに、飛鳥先輩を二回連続優勝に導いた名コーチでしょ。どこのチームだって欲しがる人材に決まってます」

「そうか、ありえる話よね……」

　飛鳥は急に落ちつかなくなってきた。そわそわとタマボールを片づけたりする。

　千ち紗さも、にわかに不安そうな顔になる。

「どうしましょう、飛鳥先輩。絹ヶ瀬さんが古紋神社チームに行っちゃったら……」

「でも千紗。あなた、絹ヶ瀬くんのことが嫌いなんじゃなかったの」

「え？」

　千紗が目をぱちくりさせる。

「あっ。も、もちろんそうですよ。でも、その、えーと……そうだっ。だからと言って、絹ヶ瀬流の技術が古紋神社チームに渡るのを黙って見てられないじゃないですか！」

　ポニーテールを振り振り、千紗が力説する。

「私は絹ヶ瀬さん個人のことは、それはそれは大嫌いだし、蛇だ蝎かつのごとく忌いみ嫌ってますけど、ほかのチームに持ってかれるのはほっとけません。人材流出はくいとめないと！

　飛鳥先輩、こうしてはいられませんよ。絹ヶ瀬さんと古紋夕鶴さんがどんな関係になっているのか、すぐに調べにいきましょう」

「え、これから？」

「もちろんです。こうなった以上、ことは一分一秒を争います！」

「争うの？？？」

「でも絹ヶ瀬さんって、いつもはボーッとしてるくせに、いざとなるとすごく敏感ですから、うまくやらないと気づかれちゃいますね。うん、私、いいことを思いつきました」

　千紗は、このあいだから置きっぱなしになっている特大スポーツバッグに走った。

「何かの役に立つかと思って、いろんな服を持ってきてたんです。こないだは体操着とブルマーしか使わなかったですけど、せっかくだからこれで変装しましょう」

　千紗はバッグの底からさまざまな衣装を出した。ジャージやスウェットスーツのほかにも、ナース服、警備員服、白衣、各種ファミレスやファストフード店の制服、バレエのチュチュや、たて笛の入ったランドセルまで出てきた。飛鳥あすかが目を丸くする。

「どうしてこんな衣装が月光寮にあるの？」

「資料用だそうです。先輩たちは、時々着替えておもしろがってるみたいですけど。あっ！　これがいいです。これを着れば、誰だれも飛鳥先輩だと思いませんよ」

　それは漆しつ黒こくのライダースーツだった。素材は光沢つやつやのレザー。ツナギである。首から股こ間かんまで、前面に長いチャックがついている。身体からだを入れてみると、サイズはぴったり。肌にフィットして、身体の起伏がくっきり浮きでる。

「うぉぉぉぉ……」

　千ち紗さが口を卵形にして、目を輝かせる。もちろん両手はグーだ。

「かっ、かっこいいです、飛鳥先輩っ。ロボットアニメの戦闘服みたいっ。ほらっ、鏡を見てください。凛り々りしくて雄お々おしくて、しびれちゃいますっ」

「そ、そうかしら？　こんな服、初めてだから、よくわからないけど……」

「写真撮らせてくださいっ。私と一緒にツーショットを。チームのみんなに自慢しますっ」

「ちょっと落ちついて。そんなことしてる場合じゃないでしょ。あなたも着替えないと」

「あっ、そうでした。では写真はあとまわしにして。ええと……私はこの半ズボンとブレザーにします。これなら着られそうです」

　着替えて蝶ちようネクタイをきりりと締める。どこかの少年探偵のようである。脚あしには横よこ縞じまニーソックスを履はいている。

「千紗だってよく似合ってるじゃない。ボーイッシュで可愛かわいいわよ」

「そんなぁ。飛鳥先輩のかっこよさにはかないませんよぅ」

「ランドセルも背負ってみて。わあ、ほんとによく似合うわ。小学校の入学式みたい」

「あーん、ひどいです、飛鳥先輩。私ってそんなに子どもっぽいですかぁ？」

「ごめんなさいごめんなさい、冗談よ」

　などと遊んでいる場合ではない。譲ゆずるを追って家を出る。

「千紗、あなたランドセル背負ったままじゃない」

「あっ、うっかりしてました。えーい、もう、このままいっちゃいます」

　つややかな漆黒のライダースーツを着こんだロングヘアの美少女と、横縞ニーソに半ズボンのたて笛ランドセル娘は、連れだって走りだした。

　せっかく変装したのに、やたら目立ってしまっている二人であった。



　四



　譲の住む区域は、飛鳥の住む新興住宅街とは、おもむきを異にしている。

　かつてこの街が羽は衣ごろも市と呼ばれていた頃ころの、古い町並みが残っているのだ。

　モノレールの駅を出るとごちゃごちゃした商店街だ。帰宅する人々でにぎわっている。

「千ち紗さ、どこへいくの。そっちは絹きぬヶが瀬せくんの家じゃないでしょ」

「思いついたことがあるんです。絹ヶ瀬さんのアパートって、お風ふ呂ろがないでしょう。この時間だと、もしかしたら」

　千紗のカンは、ずばり的中した。夜空にそびえる煙突に向かって歩いていくと、これまた昭和の香りを残した瓦かわら屋根の銭湯が建っており、そこに譲ゆずるの姿があったのだ。

「いましたっ。絹ヶ瀬さんですよ」

「ほんとだわ。あんなところに立って、何してるのかしら」

「むぅー」

　千紗が両手で輪を作り、双眼鏡みたいに目に当てて凝視する。あんまり意味はないと思われるが、気分的なものだろう。

「あのたたずまいには見おぼえがあります。先輩たちが読んでた、七十年代の四畳半同どう棲せいマンガにああいうシーンがありました。あれは女の人を待ってる姿です」

「あなたの先輩って、いろんなマンガを読んでるのね……」

「あっ、ほら。女湯から古こ紋もん夕ゆう鶴づるさんが出てきましたよ。待ちあわせしてたんですね。ぬぬぬ、これは思った以上に、二人の親密度は増してるみたいです」

















　確かに仲がよさそうだ。なんということだろう、雇やとい主である自分に断りもなく。

「隣のコインランドリーに入っていきましたよ。なるほど、ちょうど洗濯が終わる時間にあわせて出てきたわけですか。さすがに洗濯物は、別々に洗ってるようですけど」

「絹きぬヶが瀬せくん、あの人の洗濯物も持ってあげてるわ。そりゃ女の子には重いだろうけど、そこまでサービスしなくてもいいのに」

「アパートに向かって歩きだしました。追いかけましょう」

「ええ。見つからないように、こっそりつけるのよ」

　実のところ、異様な風ふう体ていの二人は、通行人の目を引きまくっていたのだが。



　尾行されている二人の方は、飛鳥あすかと千ち紗さに気づいていない。

「すみません。いつも洗濯物を持っていただいて……」

　恐縮する夕ゆう鶴づるに、譲ゆずるは笑顔でこたえた。

「いいんですよ。いつも食事の支度や掃除までしてもらってるんだから、これぐらいさせてもらわないと。遠慮は抜きでいきましょう」

「そうですね。私たち、お隣さん同士なんですものね」

　にっこり。笑顔と笑顔を交わしあう。

「夕鶴さん。そろそろ独ひとり暮らしにも慣れてきました？」

「それが、まだまだとまどうことばっかりで。朝晩に井戸水でみそぎをしないのも落ちつかないですし……仲間の巫み女こたちの方も、私のことが気がかりみたい」

「毎日電話は入れてるんでしょ」

「はい、それは欠かさずに。みんな私を心配して、様子を見にいきたいって言うんです。私、そんなに頼りなく見えるのかしら。失礼しちゃうわ」

　と、おどけて怒ったふりをする横顔が可愛かわいい。

「でも私、なんだか前よりぐっすり眠れるんです。それに、日が経たつにつれて、身体からだからよけいな力が抜けていくような、身体がほぐれていくような……」

「あっ、その感じ、俺おれもわかります」

「わかります？　本当に？」

「俺もお金の苦労がなくなったら、そんな感じになったんで。なんてのかな、身体に乗ってた重しが取れるって言うか、首から上の血のめぐりがよくなっていくみたいな」

「そうそうっ、そんな感じです。きっと人間って、気がつかないうちに肩に力が入っているものなんですね」



　二人の会話に、飛鳥と千紗が、尾行しながら聞き耳を立てている。

「あるあるトークで仲良くもりあがってますねー。あっ、肩がくっついちゃいそう。……でも気にする様子はありませんね。うーっ、ほんとに恋人さんみたい。なんなんですか、あのピンク色の空気は。実にけしからんです。実にっ」

「恋人には見えないわ。せいぜい面倒見のいいお姉さんと、だらしない弟ってところよ」

「アパートに入っていきましたよ。これから晩ご飯でしょうか」

「絹きぬヶが瀬せくんの部屋だけ明かりがついたわ。ほんとに食事は一緒にとってるのね……」

「ますますけしからんです。誰だれかと食事するなら、飛鳥あすか先輩や私と食べるのがスジってもんじゃないですか」

「ほんとだわ。おなかがすいてるなら、言ってくれれば食事くらい用意してあげるのに。そりゃデリバリーのお弁当とかになっちゃうけど、いいじゃないのデリバリーでも」

「まったくです。私だって寮で食事当番してるんだから、その気になればカレーとかちゃんこ鍋なべぐらい作れるんですから」

　そっと階段をあがり、部屋のドアごしに耳をすました。



　室内の譲ゆずると夕ゆう鶴づるは、依然として飛鳥と千ち紗さの気配には気づいていなかった。

「ご飯も炊きあがってますね。ちょっと待ってください。すぐにおかずをあたためます」

　今日も夕鶴にはエプロン姿がよく似合う。出てきたのは里さと芋いもの煮っころがしと、手製のコロッケ、そして具材の豊富な野菜スープだった。植物系のものが多めになるように献こん立だてを工夫してくれているのだ。もちろん味はとびきりである。

　譲は心からの感謝とともに、夕鶴の手料理をいただいた。美お味いしい美味しいと言うと、夕鶴もまた嬉うれしそうな笑顔になる。

「それで、どうですか。俺おれが夕鶴さんのハウルを使えた理由、手がかりつかめました？」

「それがいまのところは何も。その……こう申しあげてはなんですけれど、絹ヶ瀬さんに、特別に変わったところがあるようには見えないですし」

「そんなすまなそうな顔しなくていいですってば。俺、自分でも、そんなに他ひ人とと違ったところがあるとは思ってませんから」

　それは譲の本音だった。ちょっとは古武技を使えるが、それだって小さい頃ころから教えられてたというだけだ。別に、天才とかそんな大層なものでもない。

「それから、絹ヶ瀬さんたちを“〝奥の院”〟にお招きするという件ですけど、もう少し待っていただけますか。父に頼んではいるんですけど、やはりあまり気が進まないみたいで」

「なんとかおねがいしてみてください。飛鳥のやつ、ほんとにお姉さんを心配してるんです。どうにかして、二人を会わせてやりたいんです」



（絹ヶ瀬くん、私とお姉ちゃんのこと、本気で考えてくれてるのね……）

　飛鳥にとって、それは少なからず感動的なことだった。

　が、その一方で、さっきからおなかが鳴っている。ドアの向こうから、料理のいい匂においがただよってくるせいだ。考えてみたら、飛鳥あすかも千ち紗さも夕食をとっていないのだ。千紗と二人、情けない顔を見あわせる。

　室内の話題は、弓矢の技術論に変わっていた。

「へえー、筈はずが大事なんですか」

「ええ。角つの見みとか矢羽根とか鏃やじりの形が大切かと思っていた時もあったんですけど、筈が肝心みたいです。この部分を丁寧に作らないと、命中率に大きな差が出るんです」

「あっ、それと同じこと、親父おやじから聞いたことがあります。昔、有名な物理学の先生が、アーチェリーの矢の構造を詳しく調べて、同じ結論になったそうですよ」

「本当に？　まあ、もし論文のようなものがあったら読んでみたいわ」

「そのうち調べてみます。図書館とかにいけば見つかるかもしれないですから」

「ありがとう。ぜひおねがいしますっ」

　聞きながら、そっと千紗が飛鳥にささやく。

「なんの話をしてるんでしょう。飛鳥先輩、わかります？」

「ぜんぜん」

　非常に疎外感をおぼえる。

　なぜこんなにイライラしているのか、自分でもわからないが……。



　部屋の中では食事が終わり、夕ゆう鶴づると譲ゆずるは、食後のお茶を味わっていた。

　話題が途切れ、なんとはなしの沈黙が落ちている。

　が、気づまりではない。満ち足りた、あたたかな空気が六畳間にただよっている。

（不思議だわ。男の子と一緒で、こんなに安らかな気持ちになれるなんて……）

　夕鶴は、そんな自分が信じられなかった。

　生まれてから十六年（高校二年生だが、誕生日がまだなので十六歳である）。こんなにも同世代の異性と親しくなったことはない。

　男子高校生というと、下品でガサツで乱暴で――などというイメージを抱いていた。

　でも、この一歳年下の少年はそうではないらしい。

　それどころか、クラスの友人たちなどより、はるかに礼儀正しい。

　クラスの女の子たちは夕鶴の胸に興味津々で、隙すきを見ては背後から抱きついてきて揉もみしだいたり、触らせてーとか、ほっぺすりすりさせてーとか、いっぺんじっくり見たいから脱いでーなどとせがんでくるのだ。

　もちろん夕鶴は、断固として拒否する。

　どうしてもと頼まれると断りきれないが。

　しかし、ほっぺすりすりぐらいはともかく（友人によれば「あの癒いやされ感はやみつきになる」そうだ）、さすがに脱ぐのはためらわれる。

　でも譲ゆずるはそんなふうに夕ゆう鶴づるを困らせたりしない。良識ある、親切な男の子だ。

　彼が、複数の女性と爛ただれた関係にある――というのも、やはり誤解だったようだ。ここ数日、注意して見ていたが、生活の乱れは感じられなかった。

（……でも、あそこのあれだけは別だけれど）

　と、そっと押し入れに目をやる。

　夕鶴は知っている。そこには、例の巫み女こさん関係の書籍、ゲーム類の詰まった紙袋があるのだ。染そめ師し町まち孝こう介すけが、なかなか取りにきてくれないらしい。

　学校で返そうにも、あんなものを教室に持ちこむわけにもいかず、仕方なく置きっぱなしにしている、と、いうことだが……。

（本当は、絹きぬヶが瀬せさんも興味があるんじゃないのかしら）

　という疑念がぬぐえない。

（それともやはり、私の方が、神経質で潔癖すぎるのかも……）

　夕鶴は、しばらくためらった末、思いきって譲に頼んでみることにした。

「絹ヶ瀬さん。あの紙袋の中身、どんなものか拝見させていただけませんか」

　ぶはっ、と譲はお茶を噴いてむせた。夕鶴があわてて布ふ巾きんでふく。

「ご、ごめんなさい。びっくりなさいました？」

「な、なんで？　夕鶴さん、ああいうのは許せないって言ってたんじゃ」

「もちろんです。でも、ただ目を背そむけているばかりではいけないと思って。世間一般の人たちが、巫女についてどんなイメージを持っているか知るのも大事なことですし」

「世間一般のイメージとは、むしろかけはなれてると思うんですけど……。あ、でも確か、全年齢対象の純愛系のやつがあったから、あれなら大丈夫かな」

「ぜんねんれーたいしょーのじゅん……？」

「わかんなくていいです。借りてるパソコンに入ってるはずなんで、ちょっとだけ見てみます？」

「パソコン、ですか……」

　例のトラウマのせいで、パソコンとかネットは苦手なのだ。なんだか禍まが々まがしい世界が画面の向こうに広がっているような気がして。

「その……あらかじめ内容をうかがって、心の準備をしておきたいのですけど。どんなゲームなんでしょう」

「確か、孝介が言うには、えーと」

　パソコンにコードをつなぎながら、譲が説明してくれる。

「ある街に引っ越してきた主人公の若者が、十年ぶりにおさななじみの女の子と再会するんです。そのおさななじみがヒロインで巫女さんなんですけど、実は小さい頃ころに、主人公の若者と、『大きくなったら結婚しようね』って約束を交わしていたんです」

「あら。思ったより、なんて言うのかしら……可愛かわいらしいお話みたいですね」

　夕ゆう鶴づるは意外に思った。なんとなく漠然と、こういうゲームは、もっとどぎつくて、露骨に男性の欲望充足的なものかと想像していたのだが。

「ところが主人公の若者は、そのことをすっかり忘れてるんです」

「まあ」

「でも、ヒロインの方も、巫み女こという立場があるので、そのことを自分から言いだすことは許されない。自分の気持ちより、巫女の仕事を優先させなければいけないんです」

「…………」

「で、いろいろあった末に主人公は約束を思いだして、また両思いになるんです」

「よかった……。それで二人は幸せになるんですね」

「本筋はここからです。両思いになったと思ったその直後、実はヒロインの巫女さんが、不治の病にかかっていることがわかったんです」

「ええっ！」

「二人は限られた時間を精一杯に使って、清らかに愛を深めていくんです。でも病気の進行は容赦なくヒロインをむしばみ、ある晴れた日の午後、思い出の景色を二人で見ながら、ヒロインは若者の腕の中で息絶えるという……ど、どうしたんですか、夕鶴さん？」

　夕鶴は早くもすすり泣いていた。

「ごめんなさい、あんまりその子がかわいそうで。ようやく気持ちが通じて、これから幸せになるという時に……。それに、残された若者だってお気の毒です。ううっ」

「あの……こないだから思ってたんですけど、夕鶴さんってあんまりドラマとか映画とか見ない人ですか。免疫がないと言うか」

「ええ、神社の仕事が忙しくて、ドラマや映画には接する機会はあまり……。でも、いまのお話、あらすじだけで感動しました。とっても斬ざん新しんで感動的な、先の読めないスリリングなお話だと思いますっ」

「いや、割と王道と言うか……。でもやっぱり、この手のゲームのビギナーならそう思うのかなあ。最初はみんな、いまの夕鶴さんみたいな感じでハマッていくのかも……」

　と譲ゆずるが、夕鶴には理解できないことをつぶやきつつスイッチを入れる。

「あっ、パソコンがつきました。絹きぬヶが瀬せさん、早く、早く見せてください」

「わかりました。でも、最初からやると何時間もかかるから、アルバムモードで適当なシーンを出してみますね」



　こちらは廊下で盗み聞き中の、漆しつ黒こくライダースーツ少女とたて笛ランドセル娘である。

「な、何があったんでしょう。すすり泣きが聞こえてきましたけど」

「声が小さくて聞き取れないわね……。二人で何してるのかしら」

　ドアに耳を押しつける。すると、くぐもった声が聞こえてきた。

『だめっ、いけないわ。私は神に仕つかえる巫み女こなのよ。あなたの気持ちは嬉うれしいけど、私に期待している人たちを裏切るわけにはっ』

『わかってる。わかってるけど、もうこの気持ちはおさえられないんだ！　おまえだって同じ気持ちのはずじゃあないか！』

『でも、あなたを必要としている女の人は、私のほかにも大勢……』

『あんな奴やつらなんか、どうでもいいっ！　おまえ以外の女なんかいらない！　俺おれにとって、おまえ以外の女は、石ころも同然だ！　なんの意味もない、無価値で無意味で無用の存在なんだ！　おまえのためなら、俺はすべてを捨てる。たとえ人でなしと言われようと、裏切り者とののしられようと、どれほどの罰を受けようと！』

『ああ……。そんなにまで言われたら、私も、もう自分の心に嘘うそはつけないわ』

『結婚しよう！』

『ええ！』

　飛鳥あすかは立ちあがった。千ち紗さも立ちあがった。

　二人、足をそろえて、どかん！　ドアを蹴けり破る。老ろう朽きゆう化かしていた扉はあっさりふっとんだ。

「わあっ！　なんだよ、おまえら!?」

　譲ゆずるが驚いてふりむく。

「絹きぬヶが瀬せさん……！　あなたが、そんな恥知らずで無節操な人だとは思いませんでした！

いえ、思ってましたけど！　でもやっぱり思ってませんでした！」

「どんな罰を受けてもいいって言ったわね。お望みどおりにしてあげるわ！」

「なんの話だよ！　いや、その前に、なんでおまえらそんなカッコしてるんだ!?」

　不穏な雰ふん囲い気きを察知した夕ゆう鶴づるが、おたまを手に身構える。

「どういうおつもりです。無法な真ま似ねは、この私が許しませんよ」

「無法な真似をしているのはあなたじゃないの！」

「そうです！　絹ヶ瀬さんは、古こ紋もん神社なんかに渡しませんっ！」

　しゅぱーん。千紗がランドセルからたて笛を引き抜き、水平にかざして疾風のごとく駆けた。飛鳥も壁のハンガーを取り、武器としてかまえる。

　大ゲンカが始まった。漆しつ黒こくのライダースーツの飛鳥と、ランドセルに半ズボン横よこ縞じまニーソの千紗、さらにエプロン姿の夕鶴の、三みつ巴どもえの闘争である。

　こうして譲の部屋は、またしても月光精霊ニンフアーたちによって破壊されてしまったのであった。
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　そんなふうに、にぎやかな日々が幾日かつづいた。

　夕ゆう鶴づるにとっては毎日が新鮮で、見るもの聞くものすべてが珍しかった。

　学校でも友人たちに「最近の夕鶴ちゃん、なんか生き生きしてるよね」とか「ひょっとして彼氏でもできた？」などとかんぐられるほどである。

　飛鳥あすかや千ち紗さとは、紳士協定ならぬ淑しゆく女じよ協定を結んだ。絹きぬヶが瀬せ譲ゆずるの夕食は交代で用意することにしたのだ。譲は「ちゃんこ鍋なべとかデリバリーのカレーばかり食わされる」とぼやいていたが。

（でも、絹ヶ瀬さんと飛鳥さんたちが男女の関係にあるというのは、やっぱり誤解だったみたいね……）

　あの三人の様子を見ていると、そうとしか思えない。男女関係どころか、師弟関係とさえ言いにくい。あえて呼ぶなら雇用関係だ。

　もちろん、ここにきた本来の目的も忘れてはいない。

　夕鶴は譲の力を調べるべく、さまざまな試こころみをした。面談をして話を聞き、自分のハウルを預けてみたり、一緒にトレーニングをしてみたりもした。

　だが、手がかりは杳ようとしてつかめずにいる。

　そうこうするうちに、夕鶴のハウルの輝きが強まってきた。

　アルテミス・ハウリングが近いというしるしである。

（このお部屋も、そろそろ引きはらわなければいけないわ……）

　夜。夕鶴は、すっかりなじんだ六畳間を見まわした。

　ハウルの輝き具合から判断するに、アルテミス・ハウリングの開始は、おそらく明後日ごろからだ。そうなれば、さすがに神社にもどらねばならない。

（明日の夜には、古こ紋もん神社に帰ろう。でも、その前に、もう一度、絹ヶ瀬さんの力について調べてみなくては）

　明日は、夕鶴も譲も、授業が早く終わる日だ。午後からは時間が取れるから、ずっと譲の様子を観察できる。

（どうせなら外に出てみるべきね。お部屋にいたのではわからないことも、外に出れば何かつかめるかもしれない。二人で歩いたり、街の様子を見たり、それから……一緒にショッピングをしたり、お茶を飲んだり、お食事をしたり……）

　いつの間にか顔が赤くなっている自分に気づいて、夕鶴はうろたえた。

（な、何を考えているの、古こ紋もん夕ゆう鶴づる。これではまるで、世間一般で言うデートじゃないの）

　しかし、だからと言って遠慮するのもおかしな話だ。

　そう、自分は自分の義務を果たそうとしているだけなのだ。

　それが仮に、現象的にはデートみたいに見えるとしても、なんら意識したり、恥ずかしがったり、ときめいたりする必要はない。

　廊下に出て、21号室のドア（大家さんにバレないうちに修理した）をノックする。

「きっ、絹きぬヶが瀬せさん、夕鶴です。ご相談があるのですけれどっ」

　声はすっかり裏返っていた。



　翌日の夕方近く。譲ゆずるは、夕鶴と肩を並べて繁華街を歩いている。

　そばに、飛鳥あすかと千ち紗さもいる。

「どうしてこの四人で出かけなくちゃいけないのよ」

　飛鳥は不満そうだ。今日は私服、プリントシャツと、スリムジーンズをはいている。

「勝手についてきたのはおまえらだろ。別にやましいことなんかしないって言ってるのに」

　すると、タンクトップに短パン姿の千紗が、きっと眉まゆを逆立てた。

「信用できません。夕鶴さんにその気がなくても、絹ヶ瀬さんが勝手になびいちゃうかもしれないです。あなたは何しろ、誘惑に弱い人ですから」

　おまえの誘惑作戦には乗らなかったじゃないか、と言い返そうとしたが、めんどうなのでやめた。むしろ譲としては、こちらもなんだか不機嫌そうな夕鶴が気になる。

「すみません、こんなことになっちゃって。あいつら、ついてくるって聞かなくて……」

「お二人に、私たちが出かけることを話してしまわれたんですね」

　白いワンピース姿の夕鶴は、譲を見ようともしない。

「話しとかないと、あとでどんなこと言われるかわからないんで。まずかったですか？」

「いいえ。あなたが誰だれに何を話そうと、あなたのご自由ですから」

　口ではそう言うが、明らかにご機嫌ななめだ。なぜこんなに怒っているのか不明だが。

　千紗の短パンのポケットで着信音が鳴った。

「服部はつとりです。あ、針は生りゆう先生ですか。ええ、みんな一緒にいますけど……え？」

「どうしたの、千紗」

　訊たずねる飛鳥に、千紗が答える。

「針生先生からです。絹ヶ瀬さんを出してっておっしゃってます」

「俺おれ？」

　千紗から携帯電話を受けとる。針生先生の声が聞こえてきた。

『針生よ。飛鳥と千紗と、それに夕鶴さんも一緒に四人でデートですって？　いつの間にかずいぶんもてるようになったのね』

「冗談じゃないですよ。先生、なんで俺おれたちが一緒だって知ってるんですか」

『千ち紗さから聞いたのよ。それで思いついたことがあるの。今日、これから予定はある？』

「いえ、別に」

　夕ゆう鶴づるにも特に考えはないようだし、このメンツでどこにいくべきか、途方にくれていたところだ。

『だったら私と合流しない？　実は私も外に出てるの。友だちからチケットがまわってきて、それがちょうど五枚あるから』

「チケットって、演劇かなんかのチケットですか。友だちって、役者さんとか？」

『はずれ。女子プロレスラーの友だちよ』



「おーい、絹きぬヶが瀬せくん。こっちよー」

　大きなスーパーマーケットの駐車場、その入口で、私服姿の針は生りゆう先生が手を振っていた。今日はデニムのショートパンツに、千紗みたいなタンクトップを着ている。

「女子プロレスの会場って、ここですか」

　駐車場は、ブルーのビニールシートでぐるりと囲まれている。外から覗のぞき見できないようにしてあるのだろう。

　絹ヶ瀬流の道場にはプロレスラーも通っていたので、譲ゆずるも何度か、試合に招待されたことはある。

　しかし、それはドーム球場とかスポーツアリーナのような大会場ばかりだった。こんな野外オープンの興行は初めてだ。

「飛鳥あすか、千紗、よくきたわね。それに夕鶴さん、会えて嬉うれしいわ。前回のアルテミス・ハウリング以来ね」

　夕鶴が丁寧に頭を下げる。

「おひさしぶりです、針生先生。今日はお招きいただいて、本当に……」

　針生先生は、いつもの気さくな笑顔でそれをさえぎる。

「かたくるしいあいさつは抜き。あいかわらず固いわね。プロレス観戦なんて、非日常空間って言うか、お祭りみたいなもんなんだから、自分を忘れて大騒ぎしなくちゃ損よ」

「は、はい。努力します」

　二人の様子を見て、千紗が訊たずねる。

「針生先生と夕鶴さんって、お知りあいなんですか？」

「そうよ。私は羽は衣ごろも学園チームの監督だし、こちらは古こ紋もん神社の長おさ巫み女こでしょ。会合の席なんかで時々顔をあわせてるの。まじめなのもいいけど、たまにはバカ騒ぎすることも教えてあげたいなーってね、前々から思ってたのよ」

「そうだったんですか。お気をつかっていただいて、どうも……」

「だから、そういう固いのは、今日は無し、無し。ほらっ、飛鳥あすかもそんなところでふくれてないで、早く中に入りましょ。そろそろ後半戦が始まるわ」

　客席は満員だった。リングの周りにシートが敷かれてパイプ椅い子すが並べられている。

　客層は、ご近所からきたとおぼしき家族連れや、ハチマキを締めて法被はつぴを着ている少女ファン、おそらくはプロレスマニアであろう青少年たちなど、さまざまだ。

　いまは、前半と後半のあいだの休憩時間だ。リング上は空からっぽで、お客はざわついている。子どもたちが走りまわり、フランクフルトや焼きそばの屋台が設けられ、パンフレットやＤＶＤを売っている売店には人だかりができていた。

「針は生りゆう先生のお友だちにプロレスラーさんがいらっしゃるなんて、知りませんでした」

　と、千ち紗さが会場を珍しげに見まわす。

「私が羽は衣ごろも学園の生徒だった頃ころの同級生なの。実は私もレスラーにならないかって勧誘されてたのよ」

「ええっ？」

　千紗が驚く。譲ゆずるも初耳だった。

「卒業して月光精霊ニンフアーを引退したあと、先輩にスカウトされてね。私は教職志望だったから断っちゃったけど、ちょっとだけ道場にも通わせてもらったわ。プロレスや格闘技は前から好きだったし、この団体は組織もしっかりしてるしね」

　飛鳥がチケットを見て疑問を呈ていする。

「でもここって、白しら縫ぬい財閥の系列なんでしょう。ＳＷＷＳ……Ｓｈｉｒａｎｕｉ Ｗｏｍｅｎ Ｗｒｅｓｔｌｉｎｇ Ｓｏｃｉｅｔｙ、って書いてあるわ」

　白縫財閥は、プロレス事業にまで手を染めているらしい。譲が訊たずねる。

「羽衣学園の出身なのに、ライバルの白縫グループから勧誘されたりするんですか」

「それは普通のことよ。うちのチームを卒業したあと、白縫財閥系のチームに入る月光精霊は多いの。強い月光精霊なら、いい条件でスカウトされるわ」

　そのへんのシステムは、野球とかサッカーなどとあまり変わらないようだ。

「先に控室にいきましょうか。友だちに紹介するわ。試合のあとだと、撤収作業とかサイン会で、時間がとれないかもしれないから」

　スーパーマーケットの裏口から建物に入る。なんだかあわただしく人が出入りしている。

「選手控室」と書かれた紙が貼はられたドアがあった。中から、何か大声で言いあう声が聞こえてくる。ただならぬ雰ふん囲い気きだ。

「何かあったのかしら。プロレスの興行にハプニングはつきものだけど……」

　針生先生がドアをノックする。返事がない。そっと開けてみる。

　控室は、ふだんは更衣室として使われている部屋らしかった。中には団体の関係者とおぼしきおじさんやおばさんたちが集まり、こんな会話をかわしていた。

「冗談じゃない！　まだメインイベント前なのに、中止になんかできるものか」

「でも、肝心の選手がいないのに、どうしろって言うんです」

「ほかの団体から、急きゆう遽きよ、選手を借りられないか」

「そんな、今からじゃ無理ですよ……」

「チャンピオンチームは無事なんだろう？　なら、対戦カードを変えて、あの二人にシングルマッチをやらせたらどうだ」

「それだけはダメだ。せっかく悪の友情コンビってことで人気が出てるんだぞ。いきなり仲間割れなんかさせたら、この先のドラマがめちゃくちゃになる。それぐらいなら、入場料を全額返してでも、ここで興行を中止にした方がましだ」

「しかし、そうは言っても、本当に中止にしたらウチの信用問題ですよ」

「この際、もう誰だれでもいい。どこかにいないか。試合ができそうな、格闘技の経験がある、若い女性が！」

「あああ――っ！」

　と、中にいた女性の一人が、針は生りゆう先生を見て大声をあげた。

「逸いつ美みーっ！　天の助け！　おねがい、リングにあがって、私と試合して！」



　事情はつまりこういうことだった。

　試合前に選手たちが食べた、仕出しの弁当がよくなかったらしい。メインイベントを残して、みんな腹痛でダウンし、病院に運ばれてしまったのだ。

　たまたま別行動だった悪のチャンピオンチームだけが無事だった。針生先生にチケットをくれた友だちは、その悪役タッグチームの片割れだそうだ。

「話はよくわかったわ」

　説明を聞き終えると、針生先生はうなずいた。

「でも、私なんかより適任者がいるわよ。格闘技の素養があって、若くて元気いっぱいで、しかもルックス抜群の二人が」

　と、飛鳥あすかと夕ゆう鶴づるに目を向ける。が、飛鳥は即座に拒否反応だ。

「ちょっと。何を言いだすのよ、先生！」

「わ、私も無理です。そんな、いきなりプロレスラーだなんて――」

　当然ながら、夕鶴も拒む。しかし針生先生の目め力ぢからは強い。

「あなたたちならできる！　体育教師の私が保証するわ」

「そういう問題じゃないわ。私、プロレスなんてテレビでちらっと見たことしかないのよ」

「私も同じです。素人しろうとが、いきなりチャンピオンさんに挑戦なんて……」

「それは大丈夫よ！」

　と、針生先生の友人レスラーが断言した。この人は髪を銀色に染めている。

「本物のチャンピオンは、モップを相手に闘っても名勝負ができるものよ。自分で言うのもなんだけど、私たちはアメリカ、メキシコ、ヨーロッパをまわって実績を重ねてきたわ。ちゃんと試合を成立させてみせる。もちろん、あなたたちに怪け我がをさせたりもしない」

　針は生りゆう先生が、夕ゆう鶴づるに殺し文句を投げかけた。

「困っている人を助けるのが、あなたのお仕事よね」

「はっ……」

　と、夕鶴がその場にいる団体関係者を見まわした。

　誰だれもが追いつめられた必死の表情で、夕鶴の返答を待っている。

「……わかりました。自信はありませんけど、私のような者で、お役に立てるなら」

　ええぇ――っ!?　と譲ゆずるは腹の中で声をあげた。さすがに黙っていられない。

「ちょっと、夕鶴さん！　ほんとにいいんですか？　もし知ってる人とかに見られたら」

「その心配はないわ。マスクとかペイントで顔を隠せるから」

　すかさず、先生の友人が解決策を呈示する。さすがベテラン、臨機応変にどんな事態にでも対処してしまう。

「対戦チームの片方はこれで決まりね。飛鳥あすかはどう？　やっぱり気が進まない？」

「あたりまえでしょ。先生が出ればいいじゃない。頼まれたのは先生なんだから」

　それはまったく道理だったが、針生先生は、飛鳥にも殺し文句を用意していた。

「仕方がないわね。――じゃあ千ち紗さ、あなたがリングにあがりなさい」

「ええっ!?」

「ええっ!?」

　千紗と飛鳥が同時に叫ぶ。先生は動じない。

「私は出ない。飛鳥も出ない。なら、あとは千紗しかいないわ。大丈夫、万一学校にバレても文句は言わせないから。これは人助けだもの。むしろ表彰されていいくらいよ」

　譲が横から口を出す。

「あのー。ちなみに、もう一人のチャンピオンってどんな人なんですか」

「あたしだ」

　野の太ぶとい声とともにドアを開けて、超巨体の女子レスラーがのっそりとあらわれた。

　譲は目を丸くした。身長は百八十センチを軽く越えているだろう。横幅もすごい。完全に力士体型だ。百二十キロ、いや、もっと重いかもしれない。飛鳥と千紗と夕鶴、三人あわせても、この体重につりあうかどうか。

　顔には、白地に毒々しい色で不気味なペイント。芸者とか花魁おいらんがモチーフだろうか。コスチュームは、ど派手にきらびやかな、着物風のデザインだった。

「遅くなって悪い。メイクに時間がかかっちまった。臨時の対戦相手ってのはおめぇか。……またずいぶん小ちっちぇなぁ。ま、いい。体格差があるほうが、お互いのキャラが引き立つってぇもんだ」

「ひ」

　千ち紗さはポニーテールを激しく揺らして、かたかた震えだした。黒目がどこかにいってしまっている。

「監督命令よ。リングにあがりなさい、千紗」

　非情に告げる針は生りゆう先生。

「わわわわ、わかりました。せせせせ、先生の、ごごごご、ご、ご命令なら……」

　あいかわらず、目上の人の命令には弱い千紗だった。

「待って！」

　飛鳥あすかがたまりかねたように、千紗をかばって進みでる。

「いいわ、私がやるわ」

「本気か、おい!?」

　飛鳥は硬い表情で譲ゆずるに答える。

「しょうがないでしょ。千紗にこんな危ないことさせられないわ。私がレスラーになって、リングに立つ！」

　やっぱり、友だちのためならなんでもしてしまう飛鳥なのであった。
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　カーン。ゴングの音が、七月の澄んだ夏空に吸いこまれていった。

　頭上はさわやかな上天気。

　しかし地上では、おどろおどろしい怪奇派プロレスが始まろうとしている。

　リング上、チャンピオンチームの一番手は、巨漢のザ・グレート・ギオン。

　外国では「前は京都祇ぎ園おんでゲイシャをやっていた」という宣伝で売っていたという。巨体のせいでいじめられ、復ふく讐しゆうのために店に火をつけて逃げだした――という設定だそうだ。

　そして、こちらのチームの一番手は、飛鳥。

　借り物のリングコスチュームを着て、仮面舞踏会に使えそうなマスクで顔を隠しているが、長い腕と脚あしはつけ根からむき出しで、観衆にさらされてしまっている。

　譲は複雑な気分だった。飛鳥の肌が、ほかの男どもに見られるというのは……いや、別に譲が気にする筋合いではないが、それでも気になるものは気になる。

　その譲は、千紗や針生先生とともに白い覆面をかぶり、ＳＷＷＳのトレーニングウェアを着て、リング下でセコンドをしている。

　視線をあげると、ロープの外で待機している夕ゆう鶴づるの下半身が、すぐ目の前にある。こちらも飛鳥と同じく、露出度の高いコスチュームだ。どこに目をやっていいかわからない。

「飛鳥あすか先輩、がんばってください……」

　祈るように手をあわせる千ち紗さ。覆面の穴から、ポニーテールがぴょこんと出ている。

「こらこら、本名を呼んじゃだめよ。いまのあの子は、ビューティフルマシーン１号。夕ゆう鶴づるさんはビューティフルマシーン２号なんだから」

「は、はい。そうでしたっ」

　リング上は、ザ・グレート・ギオンと、ビューティフルマシーン１号のにらみあいだ。

　じりじりと間隔を詰めたり離れたりして、間合いの攻防になっている。

「さすがにあいつも緊張してるみたいですね……」

「でも、構えも動きもそれなりにサマになってるわ。やっぱり、しょっちゅうバトルしてるだけのことはあるわね」

「いっそハウルで変身しちゃった方がよかったんじゃ……」

「それはだめ。月光精霊ニンフアーの存在は関係者以外には秘密なんだから。こんな大勢の人の前で、超人的なパワーやスピードを見せるわけにはいかないでしょ」

　譲ゆずるたちの背後の客席から、こんな会話が聞こえてくる。

「なあ、ビューティフルマシーンなんてタッグチーム、聞いたことあるか？」

「どっかのインディー団体から駆りだされてきたのかな。動きもぎこちないし」

「ま、いいじゃん。マスクしてるけど、若そうだし、美人っぽいし」

「だな。なんでもいいや、楽しめりゃ」

　小規模な興行ということもあってか、突然のカード変更も、観客はさほど気にしていないようだ。

　リングでは、まだ両者のにらみあいがつづいている。

　譲は心配でたまらなかったが、針は生りゆう先生は泰然と構えている。

「そんな顔をしないの。控室でも言ってたでしょう。本物のチャンピオンなら、誰だれが相手でも、必ず好勝負をくりひろげてみせるものよ」

　先生の目には、チャンピオンチームへの信頼の光が宿っている。

「それに、プロのレスラーは、決して素人しろうとに怪け我がをさせることはない。一流のテクニックというものを、じっくり見せてもらいましょう」

　突然！　ザ・グレート・ギオンがロープに跳んだ！

　巨体を浮かせて、飛鳥の顔面にドロップキック！

　飛鳥は派手な音を響かせて、マットにひっくりかえった。

　観衆が大きくどよめく。譲は先生に叫ぶ。

「素人には怪我させないんじゃなかったんですか!?」

「いったんリングにあがったら、誰であろうと容赦しない。それでこそ本物のプロだわ」

「言ってることが違う!?」

　よくよく考えればこの先生は、あのお気楽集団、羽は衣ごろも学園チームの監督なのだ。いつもは人格者みたいな顔をしているが、実はけっこうアバウトな人なのかもしれない。

「あすかさ……じゃなくて、ビューティフルマシーン１号さん、しっかり！」

　と、待機中の夕ゆう鶴づるが声援を送る。

　飛鳥あすかはようやく立ちあがった。しかし、すでに足もとがふらついている。

「１号！　２号と交代しろ！」

　がまんできずに譲ゆずるが叫ぶ。

　しかし、飛鳥は血のにじんだ口もとを歪ゆがめ、ニヤリと笑った。

「冗談！　一発やり返さなくちゃ引っこめないわ」

　かっ！　と飛鳥の瞳ひとみが燃えた。

「うぉぉぉぉあああぁぁぁぁぁああああありゃあああああぐわぉぉああああああっ!!」

　いつもの咆ほう哮こうとともに、猛然とギオンに突進する。

　飛鳥の強烈なエルボー！　しかし巨体のギオンは、小揺るぎもしない。

「どうした、姉ちゃん！　おめぇの力はその程度か！」

「ぐっ！」

　挑発されると、すぐに見境がなくなるのが飛鳥である。譲は見ていてはらはらした。

「こんのおおおおぁぁぁぁぁぁぁああああありゃああああああっ!!」

　ロープに跳んで、今度はドロップキックのお返しだ。

　驚いたことに、それでもギオンは微動だにしない。

「どしたあ！　まるっきりきかねえぞ！」

「ぐうううううっ！」

　飛鳥はいきなりチャンピオンに平手打ちをくらわせた。これにはギオンも驚いたようだ。わずかにバランスを崩したところを飛鳥がつかまえ、ロープに振る。

「うぉぉああありりゃりゃぁぁぁぁぁああああああああああどぅあぎゃああああっ!!」

　そして自分も再びロープに跳ぶ。今度は全身のバネと体重を乗せて、強烈なキック！

もろにカウンターとなった。ギオンの巨体が地響きをあげてリングに倒れる。

「おおおお――――っ!!」

　満場がどよめく。

「すげえぞ、あの新人！　ドロップキックでグレート・ギオンをぶっ倒した！」

「いい根性してんじゃん！　よし、いけ、ビューティフルマシーン１号！」

「この試合、俺おれはおまえを応援するぜ！」

　その声が本人の耳に届いていたかどうかは怪しい。飛鳥はすでにフルスロットル状態だった。倒れたギオンに、どかどかと本気キックを連発している。譲は飛鳥の度胸に舌を巻いた。世界チャンピオンを相手に一歩も退ひかず、張り手や蹴けりをくらわすとは！

「がんばれーっ！　そんなやつ、やっつけちゃえっ！」

　熱く叫ぶ千ち紗さ。こっちもすでにメーターが振り切れているようだ。

「最初にもらったキックで、飛鳥あすかも緊張がほぐれたようね。さすがはチャンピオン。対戦相手のコントロール法もよく心得ているわ」

　針は生りゆう先生の言うように、チャンピオンはまだまだ余裕がありそうだった。蹴けりを浴びながら、思いがけない敏びん捷しようさで飛鳥の長い脚あしをからめとり、あっという間に丸めこんで両肩をマットに押しつけた。

「ワン、ツー！」

　レフェリーのカウントが入る。が、飛鳥はむちゃくちゃに暴れて、かろうじて脱出した。

「ギオン、そろそろあたしと交代しろや！」

　声をかけられ、ギオンは銀色の髪の相棒にタッチする。そちらが先生の友だちだ。

　リングネームは、ザ・グレート・バヤジ。ギオンとコンビだから「祇ぎ園おん囃子ばやし」にちなんで「バヤシ」とつけ、それが外国で「バヤジ」と呼ばれるようになったそうな。

　こちらサイドでは、針生先生が夕ゆう鶴づるに指示を飛ばす。

「こっちも交代よ！　２号、次はあなたが出なさい！」

「は、はいっ」

　針生先生の指示にしたがい、夕鶴が手をのばす。飛鳥も今度はタッチに応じた。

　飛鳥と入れ代わりに、ロープをくぐって、夕鶴がリングに入る。

（大丈夫かなあ、夕鶴さん……）

　譲ゆずるは心配だった。古こ紋もん神社のエースとはいえ、ふだんの夕鶴は優しく控えめな女の子だ。

　こんな大勢の観客の前で、しかも肌もあらわなコスチュームを着て、試合などできるのだろうか……。
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　譲の不安は当たっていた。

（ああ……っ、だめ、身体からだが動かない……）

　リングに入ったとたん、夕鶴の身体は硬直してしまった。

　四方から浴びる観客の視線。もちろん譲にも見られている。

　顔こそ仮面で隠している。でも、このリング衣装のデザインは、ほとんど水着である。ひらひらした飾りもついているが、腕も脚も、背中も大きくあらわになっている。

（それに、胸もとが開きすぎだわ……）

　夕鶴の豊満な胸が、いまにもこぼれ落ちそうだ。締めつけがきついくせに、ちょっと動いただけでよく揺れる。

「うわーっ、あのおねえさん、胸おっきぃーっ」

　客席の子どもが、よく通る声で素直な感想を叫んだ。どっと場内がわく。便乗して声を飛ばす、けしからぬ輩やからもいる。

「がんばれよーっ、胸の大きい新人！」

「俺おれは巨乳が好きだぁーっ！」

「俺もだぁーっ！」

「写真集だしてくれーっ！」

　かぁあああっ、と夕ゆう鶴づるの全身が熱くなった。

「あっ、赤くなったぞ！　可愛かわいい～っ」

「背中やふとももまで真っ赤っかじゃーん！」

　さらに誰だれかが悪のりして「巨乳」コールを開始した。たちまち会場に声が広がる。

「きょーにゅーう！　きょーにゅーう！　きょーにゅーう！」

　数百人の観衆から浴びせられる、天地を揺るがす「巨乳」コール！

　さすがにクラスメートからも、こんな辱はずかしめは受けたことがない。いや、世の中、胸が大きな女の子は大勢いようが、こんな目にあった者がほかにいるだろうか。

（だ、だめ。動けない……）

　あまりの恥ずかしさに涙が出てきた。膝ひざが震えていまにも崩れ落ちそうだ。

















　が、そこに！

「ボケッとしてんじゃねえぞ、バケやろぉおおおおおぁぁぁぁあああああ――っ!!!!」

　飛鳥あすかばりの絶叫！　銀色の髪を振り乱し、ザ・グレート・バヤジが襲いかかってきた。控室で話した時とは別人のような狂乱ぶりだ。

「ひっ!?」

　びっくりして向き直ったが、すでに間近に、怪奇ペイントした顔面が迫っていた。

　ばっちーん！　胸に張り手を受けて、夕ゆう鶴づるの身体からだがぐらつく。

　しかしバヤジは、夕鶴をロープに押しつけ、ダウンを許さない。

　ばちーん！　ばちーん！　と高らかな音をあげ、胸に逆水平チョップの連発だ。

「ああっ、ああっ、あああっ……！」

　痛みに悲鳴が漏れ、水着の胸が激しく、激しく、激しく揺れる。

　それを見て、わきにわく場内。男性客の声が飛ぶ。

「いいぞ、バヤジ！　ナイス攻撃！」

「さすがチャンピオン！　俺おれたちの見たいものを、よくわかってるぅーっ！」

「もっと胸を責めてくれ！　ポロリがあってもいいぞーっ！」

「おおーっ、まかせとけやぁーっ！」

　とバヤジが客席とのコミュニケーションで、さらに会場をわかせる。

　夕鶴の方は、早々と心が折れていた。これでは完全にさらしものだ。嗚お咽えつしないようこらえるのがやっとだ。いますぐこの場から家まで逃げ帰ってしまいたい。

「オラオラどうした！　止まってんじゃねえぞ！　ヴがーっ！」

　バヤジが夕鶴の側頭部に噛かみつき攻撃！

「ひぃーっ！」

　まさかこんなことまでされるとは想像もしていなかった。

「くたばれ、乳でか女！」

　ひどい罵ば言げんとともにキック！　長い黒髪をロープに滑らせながら、夕鶴はリング外に蹴けり落とされた。

「お楽しみはこれからだぜぇえ！」

　バヤジも飛びおり、夕鶴の美しい黒髪をむんずとつかんで引きずり起こした。

　場外乱闘の開始である。



「ああーっ、もう！　何やってるのよ、じれったい」

　コーナーで飛鳥がいらだたしげに、べしべしロープを叩たたく。あんなにいやがっていたくせに、こうなってみると、やっぱり勝負には負けたくないらしい。

　ちょっと落ちつけ――と譲ゆずるは声をかけようとしたが、その前に針は生りゆう先生が指示を出す。

「かまわないわ。加勢にいきなさい、１号」

「いいのっ!?」

　飛鳥あすかがマスクの下で、目を輝かせる。

「場外乱闘なんだからなんでもアリよ。ほら、向こうのチームもギオンが出てきた。二人がかりで２号をいたぶってるでしょ」

「そういうことならっ！」

　長い髪をひるがえし、飛鳥が嬉き々きとしてリングを飛びおり、駆けだした。

「ぐずぐずしていられないわ。私たちもいくわよ」

　針は生りゆう先生がリングの下から竹刀しないを出し、譲ゆずると千ち紗さに手渡す。

「い、いいんですか？　私たち、セコンドなのに――」

　プロレスに詳しくない千紗は、竹刀を握って目を白黒させている。

「レフェリーが五つ数えないうちは、何をやってもいいのよ。と言うより、とにかくお客さんを楽しませることが大事なの」

　がっしゃああぁぁぁ――ん！　と、けたたましい音。

　譲がふりむくと、飛鳥がグレート・ギオンに投げとばされたところだった。お客が逃げたパイプ椅い子すに、細い身体からだが叩たたきつけられる。

「どいてください、どいてぇーっ！」

　と、さっき控室にいたおばさんが、必死の形ぎよう相そうで観客を誘導している。

　バヤジはバヤジで、夕ゆう鶴づるの髪をつかんで、客席内を練り歩き、引きまわしていた。

「どけどけどけえっ!!　怪け我がしてもしらねえぞっ!!」

　椅子を蹴け散ちらし、場内整理用の鉄てつ柵さくを蹴け飛とばし、大暴れだ。

　悲鳴をあげて逃げまどう観客。怖がってはいるが、明らかにみんな喜んでもいた。

（そうか。ああやってお客をエキサイトさせるわけだ）

　譲は感銘を受けた。さすがプロ、観客のあおり方をよく心得ている。

「うおぉぉぉああぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!!!!!」

　飛鳥はまったくひるまず、ギオンに突っこんでいく。この闘争心は見上げたものだ。

　が、夕鶴のほうは、まったく動きが止まっている。すでに意識が朦もう朧ろうとしているようだ。

「１号の方は心配なさそうね。２号を助けにいくわよ」

　先生が、どこに隠し持っていたのか、超けばけばしい色のメガホンを出し、高笑いした。

「ぐわぁーっははははははははははははははははっ!!」

「ひっ」

　千紗が譲にしがみついてくる。譲もかなり本気で引いた。

「やい、ギオン！　バヤジ！　きさまらの相手はその二人だけじゃねえぞ！　こっちにはまだまだ後が控えてるんだ！」

　そして、覆面姿の譲ゆずると千ち紗さに声をかける。

「ゆけ、ビューティフルマシーン３号、４号！　やつらをコテンパンにのしてやれ！」

「俺おれ、３号!?」

「私、４号ですかっ!?」

　しかし、とまどっている暇はない。このままでは夕ゆう鶴づるがノックアウトされてしまう。

「ビューティフルマシーン３号、４号！　出撃せよ！　ぐわーっははははははは！」

　そうか！　と、譲は気づいた。なぜプロレス好きの針は生りゆう先生が、自らレスラーとしてリングにあがろうとしなかったのか。

（……要するに、『悪のマネージャー』をやりたかったんだな、この人）

「２号さん、いま助けにいきますっ！」

「ビューティフルマシーン３号と４号が、加勢するぞ！」

　もうこうなったら、とことんやるしかない。ビューティフルマシーン３号と４号は、２号を救出すべく突進していった。



　夕鶴は、思考力をほとんど失っていた。

　引きまわされながら、耳もとではずっと、バヤジの罵ば詈り雑ぞう言ごんが轟とどろいている。

「巨乳の姉ちゃん、どうした」とか、「胸がでかいからって威い張ばってんじゃねえ」とか、ほかにも大量にひどいことを言われた気がするが、もうよくわからない。

（やっぱり、プロレスラーなんて、やるんじゃなかった……）

　全身を満たすブルーな悲哀感。すっかり戦意喪失状態だ。アルテミス・ハウリングでも、ここまで気持ちがくじけてしまったことはない。

　周りでは観客がわいわい楽しげな声をあげている。でも、こんなふうに人と人が闘い、傷つけあうのを見て何がおもしろいのか、夕鶴にはまったく理解できない。こんなことには最初から関かかわるべきではなかった……。ここは自分のいるべき場所ではない……。ああ、でも、いまそんなことを思ってもなんにもならない……。

　ビニールシートを敷いた地面に叩たたきつけられ、脚あしを大きく広げてみっともないかっこうで転がった。倒れた身体からだの上から、バヤジがパイプ椅い子すをどかどか叩きつけてくる。でも抵抗する気力もなく、ただもうされるがまま、なぶられ放題、いたぶられ放題である。

　その時だ！

「２号、助けにきたぞ！」

　絹きぬヶが瀬せ譲の声が響いた。はっとして涙目の顔をあげる。

　覆面をつけた絹ヶ瀬譲と服部はつとり千紗が、バヤジに体当たりをくらわした。

「きゃんっ」

　小柄な千紗はあっさりはねかえされた。が、譲は夕鶴をかばうように立ちはだかる。

（絹きぬヶが瀬せさん……！）

　その背中が、やけに頼もしく見えた。

「てんめぇぇぇっ！　まとめて、血祭りだあああああああああっ！」

　銀色の髪を逆立てて、バヤジがパイプ椅い子すを振りあげる。

「あぶないっ！」

　これほど心が弱っていても、誰だれかを守るためなら勝手に身体からだが動いてしまうのが夕ゆう鶴づるだった。譲ゆずるをかばうようにして、自分の身体の下におさえこむ。

「わあっ？」

　と、譲が夕鶴の身体の下で声をあげたが、気にするどころではない。

「くたばりやがれぇぇぇぇえええええええええっ!!!!!!」

　バヤジが、譲と夕鶴の上から、パイプ椅子を雨あられと叩たたきつける。

　これこそ女子プロレスの伝統の荒技！　場外乱闘の華！

“〝パイプ椅子で埋めつくし攻撃”〟である！

　倒れた選手の上に、パイプ椅子を大量に投げつけ、完全に埋まい没ぼつさせてしまうのだ。観客に、忘れがたいインパクトを与える攻撃である。人間がパイプ椅子の山に埋もれている光景など、全地球を駆けめぐっても、ほかではまず見られない。

　その一方で、攻撃を受けている側も、椅子の山の下で呼吸を整えたり、凶器の準備をしたりできる。試合展開のワンポイントとして、さまざまなメリットのある技だ。

　しかし、初めてこんな目にあわされる夕鶴には、もちろんそんなことはわからない。譲を守る。ひたすらその一心で、椅子の重さに耐えながら、身体の下に譲をかばう。

　その譲が、夕鶴の下で、なんだか苦しそうな声をあげた。

「ゆ、ゆうづるさん……む、むねっ、息がっ……」

「え？　あっ！」

　いまさらのように気がついた。椅子の下敷きになりながら、夕鶴は譲を全力で抱きしめ、その顔面を自分の豊かな胸に、力の限り押しつけていたのであった。

　あわてて離れようとしたが、椅子の重さが邪魔して無理だった。しかも、バヤジは、「まだまだこんなもんじゃねえぞー！」とか叫びながら、さらにがしゃがしゃ椅子を降り積もらせている。観客のどよめきも聞こえてくる。

　さっきからずっとパニック状態だった夕鶴は、もっとパニックになった。必死に身体を持ちあげて、譲とのあいだに空間を作る。

「き、絹ヶ瀬さん、ごめんなさいっ。早く、早くどいて……っ」

「むぐぐぐぐぐぐっ」

　譲が身体をよじる。胸だけでなく、全身がもにょもにょと譲の身体と揉もみあう。しかも夕鶴は、薄いリングコスチュームを身につけているだけだ。下着やサポーターもはいていない。くすぐったいやら恥ずかしいやらで、頭が燃えあがりそうだった。

　ようやく譲ゆずるが身体からだを反転させた……が、その時、ずしん、とさらに大きな重量が乗っかった。バヤジが椅い子すの山の上に跳び乗ったらしい。

　変な体勢から、再度つぶされた夕ゆう鶴づると譲は、身体の向きを互い違いにして、ふたたび折り重なって密着してしまった。

「ひぃぃぃぃぃぃぃ――っ！」

　夕鶴は絶叫した。いま、自分の下半身に強烈に押しつけられているのは、これは譲の顔ではないのか。下着もサポーターもつけずに着ているリングコスチューム、その腰部の中心部に、譲の頭部の正面部が激烈にくいこんでいる。

「すっ、すみません、ゆうづるさんっ。いまっ、はなれますからっ。むぐぐぐっ」

「だっ、だめっ、きぬがせさんっ、しゃべらないでっ。うごかないでっ。息をしないでっ。そんなに押しつけないでっ。ああぁぁっ、いやっ、きゃふんっ……」

　感電したように身体が跳ねて、語尾にハートマークがつきそうな妖あやしい声が漏れてしまった。あまりの恥ずかしさに気が遠くなり、走そう馬ま灯とうのようにさまざまな記憶がフラッシュする。ああ、思えば譲にはこれまで、胸を見られたりお尻しりを見られたり、いろいろはしたない姿をさらしてきたが、こういう密着系のアクシデントは初めてだ。もう自分はお嫁にいけないのではないか。いや、神社の跡とりだから、お婿さんにきてもらえないと言うのが正しいが。もうこうなったら譲に責任を取ってもらうしかないのでは。

「んんんんんぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　死に物狂いの馬力で椅子の山を跳ね返す。

「絹きぬヶが瀬せさんっ！」

　譲はあおむけになって目をまわしていた。もがいているうちに裏返しリバースの首くび四よんの字じ固がためみたいな体勢になってしまったのだ。夕鶴の頭の中で、何かがキレた音がした。もはや失うものは何もない、という気分である。

「よくもぉぉぉぉぉぉぉぉぉぁぁぁぁあああああああっ!!」

　夕鶴の口から、かつて出たことのない荒々しい声がほとばしった。そんな自分が信じられないと、頭の片隅で思う。が、いまやそれも雑念にすぎない。

「許せない――っ！」

　怒鳴ったりわめいたりすることに慣れていないので、声がひっくりかえる。夕鶴はパイプ椅子をつかみ、バヤジに突っこんでいく。バヤジはニヤリと笑う。

「いいぞ、やっとエンジンがかかったか！」

「だりゃゃああああああああああああっ!!」

　夕鶴は思いっきりパイプ椅子を振りおろした。



　譲ゆずるはようやく意識を取りもどした。場外のビニールシートの上である。

「大丈夫ですか、ビューティフルマシーン３号さんっ！」

　覆面姿の千ち紗さが心配そうによりそっていた。

「あ、ああ。試合はどうなった……？」

「すごいことになってるわよ。見てごらんなさい」

　針は生りゆう先生もそばにいる。けたたましくゴングが打ち鳴らされていた。

「試合終了！　両者反則、、引き分け！　両チーム、退場してください！」

　リングアナが悲鳴のように叫んでいる。しかしリング上では大乱戦がつづいている。飛鳥あすかと夕ゆう鶴づるが、ギオンとバヤジが、狂乱暴走ファイトの真っ最中である。

「どぅぉぉぉぉぉりゃああああああああっ!!」

　飛鳥がいつもの調子で、ギオンを蹴けりまくっている。

　夕鶴の相手はバヤジだった。バヤジは流血し、銀色の髪を赤く染めて吼ほえている。

「どうした！　もっとぶつかってこい、胸でか女！」

「胸がでっかくて!!　何が悪いんですかああああああああぁぁぁぁぁぁっ!!」

　夕鶴もわれを忘れているらしく、すごいことを吼えながらパイプ椅い子すを振りまわしている。しかしそれでも敬語なんだな、と譲は妙なことに感心した。

　そこに、悪のマネージャー、針生先生の指示が飛ぶ。

「１号、２号！　相手をロープに振りなさいっ！」

　言われたとおり、二人が息のあった動きで、それぞれの敵をロープにぶん投げた。

　バウンドしてもどってきたギオンとバヤジは、リング中央ではちあわせ。ギオンの巨体にバヤジがふっとばされる。

「コーナーポストにあがってダブル攻撃よ！　同時に飛び蹴り！」

　ドロップキック、という言葉を知らない飛鳥と夕鶴のために、わかりやすい言葉で指示を出す。二人は素早く、対角線上のコーナーにあがり――。

「いくわよ、ビューティフルマシーン２号！」

「はいっ、ビューティフルマシーン１号さんっ！」

　呼吸をあわせて両サイドから、はさみうちキック！

　ふらついていたギオンとバヤジの背中に、飛鳥と夕鶴の強烈な蹴りがヒットする。ギオンとバヤジは、再びはちあわせの形でぶつかりあい、ばったり倒れた。

「そろそろ潮時ね。引きあげるわよ！　二人をつれてきて」

　針生先生の命令を受け、リング内に譲と千紗はダッシュした。

　千紗が飛鳥を、譲が夕鶴をおさえて、小声でなだめる。

「夕鶴さんっ、終わりです、終わり。試合終了です。もう引っこまないと！」

「え……絹きぬヶが瀬せさん？　はっ」

　顔を紅潮させ、涙目で髪をふり乱していた夕ゆう鶴づるの瞳ひとみに、ようやく理性の光がもどってきた。ぶっ倒れているギオンとバヤジを見て、呆ぼう然ぜんとする。

「わ、私ったら、なんということを……」

「いや、これでよかったんです。ほら、お客さんがもりあがってるでしょ」

　客席の熱狂はすさまじかった。もはや茶化すような「巨乳」コールは聞こえない。

「ビューティフルマシーン！　ビューティフルマシーン！　ビューティフルマシーン！」

　と、割れんばかりのビューティフルマシーンコールである。

「とにかく試合は終わりです。もどりましょう」

「は、はいっ」

　喝かつ采さいを浴びながらリングを駆けおり、控室に向かう。

　途中、小さい女の子が目を輝かせて夕鶴に走り寄ってきた。

「おっきな胸のおねえちゃん、かっこよかった！」

　よく通る声。さっき夕鶴に「胸おっきい！」と叫んだ子だ。

　夕鶴は、一瞬、とまどったような顔をした。が、すぐににっこり笑顔になって、その子の頭を優しく撫なでてやった。
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　控室に帰ると、素顔になったザ・グレート・ギオンが夕鶴と飛鳥あすかに握手を求めてきた。

「いやあ、お疲れさん！　よくやってくれたな。おかげでお客さんも大満足だ！」

　白塗りを落としたギオンは、案外に人の好よさそうな、可愛かわいらしい顔をしていた。

　銀髪についた血を落としたバヤジも、満面の笑みで夕鶴と飛鳥を抱きしめる。

「ほんとにありがとう。あなたたちは恩人よ。試合中はひどいこといっぱい言っちゃってごめんね。でも、二人ともよくがんばってくれたわ。もう、感謝感謝、大感謝よ！」

「い、いえ。お役に立てて、何よりです……」

　あまりの態度の変わりっぷりに、夕鶴は当惑している。

「なあ、あんたたち、本気でプロレスラー目指さないか？」

「えっ」

　ギオンの言葉に、飛鳥と夕鶴が同時に声をあげ、目を見開く。

「二人とも若いし美人だし、大ブレイクまちがいなしだぜ。あたしたちとライバルストーリー組んで抗争をくりひろげるんだ。五年もがんばりゃ、世界中どこへいっても食ってけるレスラーになれるぞ」

　バヤジがにこやかに同意する。

「私も、あなたたちなら絶対にスターになれると思うわ。もちろん、ちゃんと基礎から練習しないとだめだけどね。今日は場外乱闘とテンションで乗りきったけど、本気でやろうと思ったら、やっぱり身体からだ作りから始めないと」

「まあまあ、そんなこたぁ、あとの話だ。四人いれば、友情のドラマでも裏切りのドラマでも、いくらでも考えられる。あんたたち、トシいくつだっけ。まだ高校生？　そっか、じゃあすぐには無理だな。でも、その気になったら学校なんかやめて、いつでもうちにこいよ。あたしたちで、未来の女子プロレスを作りあげようぜ！」



　そしてそれから、団体の会長やスタッフたちにも何度もお礼を言われ、ようやく外に出る頃ころには、すっかり暗くなっていた。

「はあー………」

　夕ゆう鶴づるはまだ夢見心地ごこちのようだ。なんとなく足どりがおぼつかない。

「私、いまでも信じられません……。自分が、あんな肌の出る衣装を着て、大勢の人の前で、大声をあげて暴れたなんて……」

　譲ゆずるは心配になって声をかけた。

「夕鶴さん、まさか本気でプロレスラーになるなんて言いだしたりしませんよね？」

「もちろんです。私には巫み女この仕事がありますから、古こ紋もん神社を離れることはできません」

　夕鶴は頭上に輝く月を見あげた。

「でも、なんて言うのかしら……。ちょっとだけ人生観が変わったみたいです。私にも、もしかしたら別の生き方がありえるのかもしれない。定められた、巫女としての人生を歩くだけじゃなくて、まるで違った生き方が……その気になれば、レスラーになって世界をまわるような生き方だって、選べるのかもしれない――って」

　針は生りゆう先生がもっともらしい顔でうなずいた。

「それでいいのよ。私も、あなたにそう思ってもらいたくて、レスラー役を振ったの」

　ほんとかね、と譲は思った。嘘うそではないだろうが、悪のマネージャーをやりたいというのが一番だったのではないのか。

　飛鳥あすかはクールな表情だ。

「言っておくけど、レスラーになるならあなた一人でなってね。私は興味ないから」

　飛鳥は、夕鶴ほどは興奮していないようだ。同じ体験をしても、感想は人それぞれということか。

　分かれ道にきた。夕鶴が、街灯の下であらためて深々と頭を下げる。

「私、今日はこのまま神社にもどります。明日から、またアルテミス・ハウリングが始まりますから」

　夕鶴が古紋神社に帰ることは、譲たちも聞いていた。名な残ごり惜しいが仕方がない。

「絹きぬヶが瀬せさん、いろいろお世話になりました。短い間だったけれど、楽しい日々をありがとうございました。明日からは敵同士ですけれど、お互いにがんばりましょうね」

「いや、俺おれの方こそ、いろいろお世話になっちゃって……」

「これを機会に、もっと食生活に気をつけてくださいね。スパゲッティやフランスパンばかり食べていちゃだめですよ」

「は、はい。気をつけます」

　思わず譲ゆずるが姿勢を正す。夕ゆう鶴づるはくすっと笑った。

「それでは、絹きぬヶが瀬せさん、飛鳥あすかさん。明日の夕方、古こ紋もん神社の境けい内だいでお待ちしています。針は生りゆう先生、服部はつとりさん、羽は衣ごろも学園チームの皆さんによろしく」

　夕鶴はもう一度、深々と頭を下げてその場を立ち去った。
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　譲たちと別れた夕鶴は、一人、古紋神社への道をたどっている。

（本当に、夢みたいな日々だったわ。私にとっては、ひと足早い夏休みのようなものだったのかもしれない……）

　この半月ほどで、ずいぶんいろんな勉強ができたと思う。

　もしかしたら両親は、それを期待して、夕鶴の独ひとり暮らしを許可してくれたのだろうか。

（でも、気持ちを引き締めなければ。明日からはまた“〝破は魔ま矢やの夕鶴”〟としての闘いが始まるのだから）

　夕鶴はスカートのポケットに手を入れた。さっき着替える時に、そこに自分のハウルを入れておいたのだ。きちんと胸につけ直そうと思ったのだが――。

　なかった。

　驚き、あわてて全身のポケットをさぐったが、ハウルはどこにもなかった。そんなはずはない。リングコスチュームに着替える時に、ちゃんと入れたはずなのだから。

　しかし、どんなに探しても、ハウルは見つからなかった。










第四章　失われたハウル
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　翌日の夕方。予想どおりアルテミス・ハウリングが始まった。

　日没とともに街じゅうの月光精霊ニンフアーたちのハウルが一斉に輝き、それが合図となったのだ。

「夕ゆう鶴づるさん、遅いな……」

　譲ゆずると飛鳥あすかは、古こ紋もん神社の境けい内だいにいる。夕鶴を待っているのだ。

　七月の夕空は明るく晴れて、海の香りが心地ここちいい。

　ギャラリーも大勢集まっている。今日も体操着姿の千ち紗さや、猫ねこ手て毬まり珠たま緒お総そう帥すいら羽は衣ごろも学園チーム。また、白しら縫ぬい財閥系のチームも、ここでバトルがあると聞きつけ、詰めかけている。ナースや警備員、レースクイーンや、さまざまなファストフードの制服を着た女の子たちである。今日もアルテミス・ハウリングのバトルの現場は、華やかでにぎやかだ。

「ねー、譲クン。夕鶴ちゃんどうしちゃったの？」

　ジャージ姿の珠緒総帥が話しかけてくる。

「俺おれに訊きかれても……。さっきから巫み女こさんたちの様子、なんだか変ですよね」

　広い境内の向こう側で、紺こん袴ばかまの巫女さまたちがあわただしく動きまわっている。

　飛鳥はじっと腕組みをして不動の構えだ。バトルの前に精神を乱したくないのだろう。

　胸には月光貴石アルテミス・クリスタルを下げているが、まだ普通のセーラー服姿だ。

　古紋神社の巫女さま集団が、不意に激しく波うった。

「夕鶴さま！」「夕鶴さま！」

　声とともに巫女さまの群れが割れ、奥から紺袴の古紋夕鶴が姿をあらわした。

「やっとおでましね！」

　飛鳥の口く調ちようが弾はずむ。瞳ひとみに闘志の炎が灯ともり、上体が前のめりになる。

「ずいぶん待たせてくれたじゃない。巌がん流りゆう島じまの宮みや本もと武む蔵さしでも気取ってるの？　悪いけどその手には乗らないわよ。こっちには、あなたを倒すための秘策が……」

「申しわけありません、飛鳥さん、絹きぬヶが瀬せさん！」

　いきなり夕鶴が地面に手をついた。

「あなたがたと闘うことが……できなくなりました……」

「は？」

　飛鳥が目を見開いた。

　夕鶴の顔は蒼そう白はくだ。一夜のあいだにすっかりやつれてしまっている。

「実は、私のハウルがなくなってしまったんです。ゆうべ、あなたがたと別れたあとで気づいたのですけれど……」

　ええーっ、と、譲ゆずると飛鳥あすかが、そしてギャラリーたちが一斉に叫ぶ。

「信じられないわ！　そんなことってあるの？」

　大声をあげる飛鳥に、巫み女こさまたちが、涙ながらに訴えかける。

「夕ゆう鶴づるさまをお責めにならないでくださいませ！」

「ゆうべから、古こ紋もん神社の巫女が総動員で探していたのですけれど――」

「スーパーにいってみたり、プロレス団体の関係者の方々に連絡したり、さまざまに手を尽くしたのですが……」

「とうとう今日になっても見つからず……」

　中の一人が、遠慮がちに訊たずねてきた。

「絹きぬヶが瀬せさんと朝あさ霧ぎりさんにお気を遣わせないよう、いままで秘密にしていたのですが――。もしや、何かお心当たりは……？」

「ちょっと待ってよ。私たちが盗んだって言いたいの？」

「決してそういう意味では！　ただ、何か、気づいたことがおありではと――」

　その時、おなじみの高らかな声が、神社の境けい内だいに響いた。

「古紋夕鶴さま。お探しものはこれでございますわね？」

　石段の登り口に、数十人のメイドさんたちを引きつれた白しら縫ぬいあげはが立っていた。

　いつものように、白縫メイド喫茶チェーンのメイド服を着ている。まだ変身はしていないが、“〝素”〟の状態でも、すでにド派手な存在感だ。

　高くかかげたその手には、二つの白い宝石が組みこまれたブローチ状の装身具。

「それは、私のハウル！」

　はじかれたように夕鶴が身を起こす。

「あげはさん、それをどこで！　なぜあなたが――」

「さあ、なぜでしょう。申しあげておきますけれど、盗んだわけではございませんわよ」

「か、返して！　返してくださいっ！」

　夕鶴が駆け寄ろうとする。が、その前にメイドさんたちが壁となって立ちふさがった。

「お気の毒ですけれど、そうはまいりませんわ。これが私どもの手にある限り、夕鶴さまはハウルを使えない。ライバルが一人、減ることになりますもの」

　あげはの視線が飛鳥に向く。

「朝霧飛鳥さま、夕鶴さまに代わって、私があなたに挑戦いたします。この場で女神の座を賭かけて、私とお立ちあいくださいませ！　起動ドライブ！」

　メイド服姿のあげはの胸で、ハウルが輝いた。

　光こう芒ぼうが閃ひらめき、メイド服のデザインが変わる。縦ロールの髪が波打ち、その手には、二ふた股またの槍やり、“〝剣歯虎サーベル・タイガー”〟があらわれた。

「あーっ、ずるぅーい！　夕ゆう鶴づるちゃんが試合放棄なら、私だって挑戦したーい！」

　珠たま緒お総そう帥すいがぴょんぴょん跳びながらダダをこねる。しかし、あげははとりあわない。

「さあ、朝あさ霧ぎり飛鳥あすかさま。私の挑戦をお受けなさいませ！」

　飛鳥の胸に、“〝剣歯虎サーベル・タイガー”〟の切っ先を突きつけ、挑発的に笑う。

「朝霧竜たつ美みさまの御妹さまが、まさかお逃げにはなりませんわよね」

　姉の名前を出されたとたん、飛鳥の顔色が変わった。

「もちろん受けるに決まってるわ！」

「待て、飛鳥……」

「起動ドライブ！」

　譲ゆずるが止める間もなく、飛鳥の胸でハウルが輝いた。光の炸さく裂れつとともに、セーラー服の布地に不思議な紋もん様ようが浮きあがり、デザインが派手に、あざやかに様相を変える。

　しかし、その手にあらわれたのは、“〝竜の妹”〟ではない。

　ダガーナイフ。ごく短い、近接戦闘用の武器だ。

　白しら縫ぬいあげはの朱色の唇がほころんだ。

「やはり、夕鶴さまの弓矢には、その手で対抗なさるおつもりでしたのですね」

　そしてぐうっと腰を落とし、“〝剣歯虎”〟を構える。

「いつぞやのお礼をさせていただきますわ。まいります！」

　叫ぶと同時に飛びだして、すさまじい突きの嵐あらし！

　さすが、自ら打だ突とつ系バトルが得意と言うだけのことはある。

「くっ……！」

“〝剣歯虎”〟の切っ先を、飛鳥は懸命にさばく。

　しかし、手にしているのは短剣だ。相手のふところに入らなくては使えない武器だ。

　すでにこの時点で、飛鳥が圧倒的に不利である。

「飛鳥、足を止めるな。横にまわりこんで距離を取れ！」

「そう、したいんだけど……っ」

　譲の指示に、懸命にしたがおうとする飛鳥。

　会った頃ころにくらべれば、ずいぶん言うことを聞くようになってくれたものだが――。

「そうはまいりませんわ！　はっ！　はっ、はっ！」

　白縫あげはの息もつかせぬ連続攻撃に、飛鳥はじりじりと追いつめられていく。

　千ち紗さが非難するように譲に訊たずねる。

「絹きぬヶが瀬せさん、どうして飛鳥先輩に“〝竜の妹”〟を持たせなかったんですか！」

「夕鶴さんの弓に対抗するには、これが一番だと思ったんだよ……。弓の弱点がなんだか、おまえだって知ってるだろ」

「ええと、接近戦に弱いこと、でしょうか」

「そう。だから、バトル開始と同時に、いきなりナイフで超接近戦をしかける作戦だったんだ」

　飛鳥あすかの突進力なら奇襲が可能だ。が、重量のある“〝竜の妹”〟を持っていてはスピードが削そがれる。なので最初は、軽量のナイフを持たせたのだ。

「超接近戦になれば、夕ゆう鶴づるさんは、弓から薙なぎ刀なたに武器をチェンジせざるを得なくなる。あわよくば、そのスキをついて一気に勝負を決める。それができなくても、こっちも“〝竜の妹”〟に持ち替えればいい」

　譲ゆずるの手には、布袋に入った“〝竜の妹”〟がある。タイミングを見はからって、飛鳥にこれを渡してやるつもりだったのだ。

「“〝竜の妹”〟と薙刀の戦いに持ちこめば、なんとか五分五分の勝機が得られる――そう踏んでたんだけど……」

「でも、あげはさんは、最初から槍やりを持ってらっしゃいますよ」

「そうなんだ。だからこっちも“〝竜の妹”〟で闘わなくちゃいけないのに……挑発に乗せられて、ナイフを持ったままでバトルに突入しちまった」

　形勢を挽ばん回かいするには、なんとか飛鳥に“〝竜の妹”〟を渡さねばならない。

　しかし、あげはの猛攻に、飛鳥は息を継ぐ暇もない。

　ところが、突然。

　白しら縫ぬいあげはが槍を大振りにはらった。ほんのわずかなスキができる。

　ぎらっ、と飛鳥の目が輝いた。このスキを見逃さないのはさすがの勝負勘だが――。

「だめだ、飛鳥、踏みこむな！」

　譲は叫んだ。が、遅かった。

「ぬおおおおおりゃあああああぁぁぁううううぉぉぉぉりゃあああああああああっ!!」

　槍の切っ先をかわし、その柄の横をすべるように、飛鳥が突っこむ。

　すばらしい瞬発力。そして反射神経。

　普通の相手なら、これで逆転できたにちがいない。

　だが、相手は百戦錬磨の白縫あげはである。

　きらっ、と、あげはの口もとで、何かがきらめいた。

「あっ……！」

　飛鳥が顔をおさえてたじろいだ。

「なっ、なにっ？　何が起きたんですか、絹きぬヶが瀬せさんっ？」

　千ち紗さが息をのむ。

「ふくみ針だ！　わざとスキを見せて、飛鳥を誘いこんだんだ……！」

　ふくみ針。すなわち、口の中に小さな針をふくんでおいて、近づいてきた相手に吹きつける不意打ち攻撃だ。あげは得意の隠し武器である。

「朝あさ霧ぎり飛鳥あすかさま、失礼いたします！」

　飛鳥の胸のハウルに、“〝剣歯虎サーベル・タイガー”〟の切っ先が突き立った！

「あああああああ――……！」

　悲鳴とともに、飛鳥のハウルが光を放はなち、変身が解除される。

　飛鳥はそのまま力尽きたように、がくりと座りこんでしまった。

「これでようやく、先日のお礼ができましたわ」

　白しら縫ぬいあげはは息ひとつ乱していない。飛鳥の胸に手を伸ばし、優雅な仕種しぐさで月光貴石アルテミス・クリスタルを取った。飛鳥は悔しさに震えながらも、見苦しい抵抗はしない。

　あげはが、月光貴石を自分の首にかける。これで女神の座は、白縫あげはに移動した。

　メイドさんたちは大だい喝かつ采さいを送っている。

「さすがはあげはさま！」

「月光貴石が一番お似合いになるのは、あげはさまですわ！」

「わたしたちのあげはさまこそ、最強の月光精霊ニンフアーです！」

「ふぎゃーっ！」

　と、毛を逆立てて叫んだのは、猫ねこ手て毬まり珠たま緒お総そう帥すいである。

「だったら次は、私があげはちゃんに挑戦する！　いますぐ私と闘えーっ！」

　ギャラリーたちも、それをきっかけに叫びだした。

「ちょっと待って。だったら私たちも挑戦するわ」

「同じ白縫グループとはいえ、バトルの上ではライバルなんだから」

「メイドチームにばかり、いい思いはさせられないわよ！」

　さまざまな服装の女の子たちが、あげはに迫る。しかしあげはは、余裕の笑みだ。

「お一人ずつお相手をしてさしあげたいところですけれど、こう数が多くては、美しい闘いにはなりそうもありませんわね。この場は失礼いたします」

　突如、頭上にヘリコプターの音が聞こえてきた。プロペラの風圧に、その場にいる者たちが髪をなびかせ、悲鳴をあげる。

　あげははヘリから垂らされた縄ばしごにつかまった。

「夕ゆう鶴づるさま、ハウルを返してほしくば、実力で取りにいらっしゃいませ！」

　メイド服のスカートをひるがえし、高らかな笑い声とともに上昇していく。その手には、夕鶴のハウルがある。まるで美少女怪盗である。

「待って、あげはさん！　ハウルを返してください！　私のハウルを！」

「んにゃーっ！　みんな、追いかけるよ！」

　猫手毬珠緒総帥を先頭に、ヘリを追って走りだす羽は衣ごろも学園チーム。白縫メイドチームや、ほかのチームの面々も、雪崩なだれをうって動きだした。

　また一週間におよぶ、街を舞台にした追いかけっこが始まるのだ。
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　そして境けい内だいは、一気にがらんとしてしまった。

　残っているのは、譲ゆずると飛鳥あすか、千ち紗さ、夕ゆう鶴づるほか古こ紋もん神社チームの巫み女こさまたちだ。

「飛鳥、大丈夫か」

「飛鳥先輩……」

　膝ひざをついたままだった飛鳥は、悔しげに地面を叩たたいた。

「やられたわ……！　でも、このままじゃすまさない。月光貴石アルテミス・クリスタルは必ず取り返す！」

　瞳ひとみがめらめらと燃えている。譲は安心した。敗北のショックはなさそうだ。

　だが夕鶴は、崩れ落ちたように地面に突っ伏していた。その周りを巫女さまたちが取り巻き、すすり泣いている。いつしか星ほし丸まるもそばにいて、沈痛に頭こうべを垂れている。

「お気の毒ですね、夕鶴さん……」

　千紗が夕鶴たちを見やる。

「しかたがないわよ。ハウルをなくすなんて、月光精霊ニンフアーにあるまじき失態だもの……」

　そう言いながらも、飛鳥も気づかわしげな目を夕鶴に向けている。

「でも不思議です。どうして白しら縫ぬいあげはさんが夕鶴さんのハウルを持ってるんでしょう」

「そうよね。盗んだんじゃないって言ってたけど、ほんとはやっぱり――きゃあっ」

　飛鳥が悲鳴をあげる。いきなり誰だれかに背後から抱きつかれたのだ。

「やだなあ。人聞きの悪いこと言わないでよ、朝あさ霧ぎりさぁん。んふふふふふ」

　それはメイド姿の糸いと村むら真ま美み子こだった。あげはの側近の真美子は、譲と飛鳥のクラスメートでもある。飛鳥がお気に入りらしく、スキあらば激しくスキンシップをはかろうとする。

　もがく飛鳥を抱きしめる真美子。セーラー服少女とメイド少女の絡みあいだ。下へ手たに関かかわるとさらにややこしくになる気がしたので、譲は距離を置きつつ訊たずねた。

「真美子。おまえ、ほかのメイドさんたちと一緒にいかなかったのか」

「事情を説明するために残ってたの。ね、朝霧さん……。私の話、聞いてくれる……？」

「き、聞くっ！　聞くから耳もとでささやくのやめて！　あっ、やだっ……」

「朝霧さんって、くすぐったがりやさんなんだよねー。こことここと、ここが弱いんだよね。私、もうおぼえちゃった。うっふっふー。開発しがいがありそう」

「ちょっと！　飛鳥先輩に何してるんですかー！」

　あっけにとられていた千紗が、拳こぶしを振りあげて向かっていく。

　すると真美子は素早く飛鳥から離れて、今度は千紗を捕獲した。

「ぎゃー！」

　そしてすかさず、べたべた触りまくる。飛鳥は脱力状態でへたりこんでしまっている。

「あなた、中等部の服部はつとり千ち紗さちゃんね。んーっ、可愛かわいい。こういうお子さま体型の美少女もいいわぁ。ねっ、あなたも白しら縫ぬいメイドチームに入らない？　うひひひひ」

「ひぇぇぇぇぇえっ！」

「誰だれでもいいのかよ、おまえ」

　呆あきれる譲ゆずるに、真ま美み子こは、ぐっ、と親指を立てて見せた。

「可愛い子には、わけへだてなく愛をそそぐ。それが、うちのチームの方針なの。でも安心して。私が男の子で好きなのは、るーちゃんだけだから。男子向けの貞操は、るーちゃん用にキープしとくから心配しないでねっ」

「だから、そういうことばっか言うなよ……」

「ひゃわわわわわ、そんなとこ触っちゃだめですーっ」

　悲鳴をあげる千紗。飛鳥あすかはまだ荒い息をついていて、すぐには救出に向かえそうもない。

「それでね、夕ゆう鶴づるさんのハウルを見つけたいきさつだけど」

　真美子が、体操着の上から千紗の身体からだをまさぐりつつ、やっと本題に入った。

「昨日、実は私もあのプロレス会場にいたんだよ。売店の手伝いをするために駆りだされてたの。同じ白縫グループのよしみでね」

「そうだったのか？」

　意外な事実だった。と同時に、なんとなく話が見えてきた。

















「で、商品の補充の相談に控室にいったら誰だれもいなくて、床にハウルが落ちてたわけ。たぶん、夕ゆう鶴づるさんの服のポケットから落ちたんだね。でも私、その時は誰のかわからなかったの。まさか飛び入りの覆面レスラーが朝あさ霧ぎりさんと夕鶴さんだなんて知らなかったから。はぅー、このポニーテール、かぁわいいー」

「あっ、あっ、あっ。そんなふうに撫なでないでくださいっ。飛鳥あすか先輩にならいいけど、ほかの人にそうされるのは、いやーっ」

「それで、とりあえずあげはさまのところに届けたの。そしたら、すぐに夕鶴さんのハウルだってお気づきになって――」

「で、このまま返さずにいようって決めたわけか。盗んだんじゃないって言ってたけど、ネコババじゃないか」

「そーゆーこと。そんなおっかない顔しないでよー。もとはと言えば、ハウルを落とした夕鶴さんの責任なんだから」

「おっしゃるとおりです」

　いつの間に近づいていたのか、蒼そう白はくな顔の夕鶴がすっとあらわれた。

「これは失礼を。お見苦しいところをお見せいたしました」

　真ま美み子こは千ち紗さにかまうのをやめ、プロのメイドの顔になって居住まいを正した。千紗は飛鳥の横にくたくたと座りこむ。

　夕鶴は青ざめた顔で真美子を見つめる。

「あげはさんにお伝えください。ハウルは必ず取り返しにいきますと。そして、あげはさんを倒して、女神の座を取り返してみせます、と」

「ことづかりました。確かにお伝えいたします」

　真美子はうやうやしく頭を下げ、最後に譲ゆずるたちにウインクして石段を駆けおりていった。

「ううう、なんなんですか、あの人。髪も体操着もめちゃくちゃですぅー」

　涙目の千紗を、飛鳥がなぐさめる。

「うちのクラスの副委員長なの。……なんだか、だんだん変な人になってきてるけど」

「でも夕鶴さん、ハウルを取り返すって、変身できないのにどうやって」

　譲が訊たずねる。夕鶴の後ろには仲間の巫み女こたちも並んでいる。

「私が変身できずとも、古こ紋もん神社にはこれだけの巫女がおります。チームの全力をあげて、あげはさんを見つけだす所存……ですが、私どもだけでは心もとないことも確かです」

　夕鶴は、さっきのように地面に手をついた。

「恥を忍んでおねがいいたします。絹きぬヶが瀬せさん、飛鳥さん。あげはさんの居場所がおわかりになりましたら、私どもにも教えてください」

「おねがいいたします！」

　と、ほかの巫女さまたちも一斉に頭を下げた。星ほし丸まるも「クー」と鳴いてそれにならう。

　アルテミス・ハウリングに関かかわってから、いろいろと珍しい目にあってきた譲ゆずるだったが、いままた、数十人の巫み女こさんに平伏されるという、希け有うな経験をしてしまった。

「無事にハウルを取りもどせたあかつきには、前にお話があった、古こ紋もん神社の“〝奥の院”〟に、お二人をお招きします。父も否いなとは言わないでしょう。ですから、どうか、どうかおねがいいたします。私どもに力をお貸しください」

「そんな、頭なんか下げないでください。ちゃんと協力しますから」

　なんだか頼まれているこちらがいたたまれなくなってしまう。

「て言うか、そんなに深刻にならなくとも……。そりゃ、ハウルを落としたってのは大変なことかもしれないけど、あげはさんが持ってることはわかってるんですし」

「いいえ。古紋神社の長おさとして、今度のことは決して許されないあやまちです」

　ようやく夕ゆう鶴づるは顔を上げた。痛々しいほど憔しよう悴すいしている。

「すでに覚悟はできております。ハウルを取り返したら、私は長おさ巫み女この立場を辞するつもりでおります」

　すると周りの巫女たちの泣き声が、さらに大きくなった。

「夕鶴さま！　そんなことをおっしゃらないでくださいませ！」

「夕鶴さまのほかに、私たちの長はおりません」

「夕鶴さまを失ったら、私たちはどうしたらいいか……」

　しかし夕鶴は唇を噛かみ、ただ黙って座りつづけるばかりだった。



　古紋神社をあとにして、譲と飛鳥あすか、千ち紗さは石段をおりている。

　まだ空は明るい。陽ひが沈んでから三十分も経たっていないのだ。

　遠くに青い海が広がっている。港を出入りする船が、長い航跡を引いている。

「……私にはわからないわ。どうしてあそこまで自分を追いつめなくちゃいけないのか」

　歩きながら飛鳥がつぶやく。

「“〝奥の院”〟に入れてもらえるのはありがたいけど、なんだか弱みにつけこんでるみたいで、すっきりしないわ。それに、何も長巫女を辞めなくても」

「俺おれも同感だけど、夕鶴さんにとっては、それが仲間への責任の取りかたなんだろうな」

「私はずっと一人で戦ってきたからぴんとこないけど……千紗はどう思う？」

「さあ、どうでしょう。うちの総そう帥すいは、ハウルを落としたくらいじゃリーダーを辞めたりしないと思いますけど」

「うーん……まあ、あの総帥さんも、ちょっと基準にはならないだろうけどな」

　しかし、夕鶴も、珠たま緒お総帥の能天気さを少し見習ったほうがいいんじゃないかと思う。赤いボールにジャレつく夕鶴は、あんまり想像できないが。

「でも許せないですよね、白しら縫ぬいあげはさん。ほかの人のハウルをネコババして、変身できなくさせちゃうなんて。ルール違反じゃなくてもマナー違反ですよ」

　しかし譲ゆずるは、千ち紗さとは違う感想を持っていた。

「そうかな。あげはさんはあげはさんなりに、フェアに行動したんじゃないかと思う」

「えー？　あの人のどこがフェアなんですか」

「黙ってれば、夕ゆう鶴づるさんのハウルはどこにあるか、ずっとバレないままだっただろ。なのに、わざわざ自分から『返してほしければ取りにこい』って言ってあげたのは、あげはさんなりの好意って言うか、アスリート精神のあらわれなんじゃないかな」

「うむむ、そうなんでしょうか……」

　腕組みをして考えこむ千紗の隣で、飛鳥あすかは冷めた顔をしている。

「どうかしらね。他人のハウルを隠し持ってることがバレたら運営委員会で問題になるから、先手を打って、フェアな態度に見せかけたんじゃないの」

　それも一理ある。たぶん、両方とも当たっているのだろう。

　千紗のポケットで携帯電話が鳴った。

「服部はつとりです。あっ、綱つな島しま先輩ですか。はいっ、すみません。すぐに合流します」

　電話を切って、そわそわと譲と飛鳥を見る。

「チームに戻るように言われちゃいました。私、いかないと」

「わかったわ。いってらっしゃい」

「がんばれよ。先輩たちによろしくな」

「はいっ。いってまいりますっ」

　ポニテを振って元気よくお辞儀をし、千紗は走り去っていった。

「私たちもぐずぐずしてられないわよ。早く白しら縫ぬいあげはを見つけなくちゃ」

「ああ。まずは、白縫メイド喫茶のビルをまわってみよう」

　ハウルは月光貴石アルテミス・クリスタルの探知機になっている。そばに近づくと輝きが増すのだ。

　だから探索の方法は、女神のいそうな場所に見当をつけて、そのあたりをうろうろ歩きまわってみるのが基本となる。

　この街の月光精霊ニンフアーたちが、いま、同じように白縫あげはの居所を探しているのである。



　……だが、その夜は結局、収穫なしだった。

　飛鳥を家まで送ってから、夜遅くに譲はアパートにもどってきた。

　22号室の窓は暗い。昨日までのにぎやかさ、あたたかさが嘘うそのようだ。

（夕鶴さん、いまごろどんな気持ちだろう……）

　それを思うと胸が痛んだ。なんとかハウル奪だつ回かいに協力できるといいのだが――。
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　翌日。アルテミス・ハウリングの二日目。

　糸いと村むら真ま美み子こは、ごく当たり前の顔で登校してきた。

「きゃーっ、マミ、ひさしぶりーっ」

「みんな心配してたんだよ。お見舞いにいきたくても病院も教えてもらえないし」

「元気そうだね。もう病気は治ったの？」

　世話焼きで人気者の糸村真美子は、クラスの女子たちに大歓迎されている。

「心配かけてごめんね。もう完全に元気。夏休み前にみんなに会いたくて根性で治した！」

　ガッツポーズの真美子に歓声があがる。もちろんクラスの生徒たちは、真美子が月光精霊ニンフアーであることも、休んでいた理由が白しら縫ぬいあげはに付き添うためだということも知らない。

「よかったなあ。なんか俺おれ、泣けてきちゃったよ」

　遠目で見ていた染そめ師し町まち孝こう介すけが、そっと目め尻じりをぬぐう。こんないいやつにどうして彼女ができないのか、譲ゆずるは時々、心から不思議に思う。

　不意に、真美子が友人たちの輪からはずれた。

「朝あさ霧ぎりさん、ひさしぶりっ。休み中はいろいろありがとねっ」

　今日も窓辺の席で、一人で座っていた飛鳥あすかの肩を、ぽんと叩たたく。飛鳥はぎょっとしたようにふりむいた。

「マミ、休んでるあいだ、朝霧さんと会ってたの？」

　クラスメートたちが驚く。

「ちょっとね。バイトを代わってもらったりしたの。おかげでめちゃくちゃ助かっちゃった。朝霧さんって、ふだんは静かだけど、ほんとはすっごく優しくて親切なんだよ」

「なっ、何をっ……きゃあ！」

　またしてもべたべた密着してきた真美子に、飛鳥は赤くなってわたわたする。

　クラスメートたちの表情は一気になごんだ。

「へえー、そんなことがあったんだー」

「やっぱりね。私たちも、朝霧さんって、ほんとは心のあったかい人だって思ってたよ」

「これだからファンがいっぱいいるんだよねー」

「でもバイトってなんのバイト？　マミ、バイトなんかしてたっけ」

「うん。実はメイド喫茶……むぐっ」

「よけいなこと言わなくていいからっ！」

　飛鳥が真美子の口をふさぐ。メイドに扮ふん装そうし、譲を「ご主人さま」と呼んだり、「メイドの歓よろこびを教えてください」と言ったことには触れられたくないらしい。

「ああっ、いいなー、真美子ってば、あんなに朝霧さんといちゃいちゃして」

「私たちも交ざっちゃお」

「ねーねー朝あさ霧ぎりさん、夏休みの予定ある？」

「私たちと海にいかない？」

「私たちは山にキャンプにいくの。一緒にどう？」

　みんなが飛鳥あすかの周りに集まり、もみくちゃ状態になってしまった。飛鳥は抱きしめられたり頬ほおずりされたりしながら、真っ赤になって、救いを求めるような目を譲ゆずるに向けた。

　が、ほかのクラスメートと親しん睦ぼくを深めるのは、飛鳥にとって良いことだろうから、譲はあえて知らん顔をしていた。



「ああもう、嫌いっ！　私、あの人ほんとに大っ嫌い！　なーにが『久しぶり』よ。昨日、古こ紋もん神社で会ったばっかりなのに白しら々じらしい」

　放課後。譲は飛鳥と一緒に街に出ている。昨日につづき、白しら縫ぬいあげはを探索中だ。

「あの人、なんで急に、私にべたべたひっつくようになったのかしら。そんなに私のこと、自分のチームに勧誘したいのかしらね」

「それもあるだろうけど、俺おれたちの動向を監視してるんだと思う。これもあげはさんの指示じゃないかな」

「ははあ……そういうことね」

「“〝シザーハンズ・あげは”〟に、それだけ警戒されてるわけだ。自慢に思っていいと思うぞ」

「うーん、そうかしら」

　表情がゆるみかけた飛鳥だった。が、ぺちんと自分の頬を叩たたいて顔を引き締めた。

「だめよ、絹きぬヶが瀬せくん。そんなこと言われたら、私、また油断しちゃうわ。コーチなんだから、もっと厳しくしてくれなくちゃ」

「別にいいだろ。お世辞言ってるわけじゃないんだし、自信をつけるのも大切だ」

「そういう態度が私をつけあがらせるのよ。ほめるべき時にはほめてくれてもいいけど、基本はびしっとしててくれないと」

「まあ、おまえがそう言うなら今後は気をつけるよ」

「んっ。わかればいいのよ」

　逆に説教されてしまった。どっちがコーチだかわからない。

　が、こういう言葉が出てくるあたり、飛鳥もいろいろな経験を、着実に成長の糧かてにしているということだろう。譲はほほえましく弟子の背中を見つめた。



　それから毎日、譲と飛鳥は、白縫あげはを探して、街を歩きまわった。

　探索のポイントは、白縫メイド喫茶グループの店舗だ。いくつもある建物を、連日、しらみつぶしにまわる。月光貴石アルテミス・クリスタルに近づけば、飛鳥のハウルが輝くはずだ。

　同じようなことは誰だれでも考えると見える。あちこちで、ハウルを見ながら歩いている女の子たちと行きあった。

　時には知りあいを見かけることもあった。羽は衣ごろも学園チームの面々とか、以前、譲ゆずるに挑戦してきた愛あい裡りとか、白しら縫ぬいテニスチームの女の子とか。

「調子は？」

「さっぱり」

　ライバル同士でも、それぐらいの会話は交わす。どこのチームも手がかりをつかめずにいるらしい。

　古こ紋もん神社の巫み女こさまたちも必死のようだ。さすがに街の中では紺こんば袴かま姿ではないが、見おぼえのある顔が、二、三人ずつひとかたまりになっているのを、あちこちで見かけた。

　星ほし丸まるの姿も見た。街の上空を旋回している。近くに夕ゆう鶴づるもいるのだろう。

　そして、四日目の夜。

　いつものように街を歩いていると、飛鳥あすかの携帯電話が鳴った。

　表示された番号を見て、飛鳥が露骨に顔をしかめる。

「あなたが出て。私の嫌いな人から」

「え？」

　わけがわからないまま耳に当てる。聞こえてきたのは糸いと村むら真ま美み子この声だった。

『もしもし。朝あさ霧ぎりさん？』

「真美子か！」

『あ、るーちゃんかぁ。やっぱり朝霧さんと一緒だったんだね。どう？　あげはさまがどこにいるか、わかった？』

　からかうような声だ。譲も苦い顔になる。

「わかれば、すぐに攻めこんでくよ。なんの用だ？　なんかヒントでもくれるのか」

『て言うわけじゃないんだけどね。あのね、実は、るーちゃんたちに会いたいっていう人がいるの。食事をご馳ち走そうするから、よかったらこれから会っていただけませんか、って』

「誰だれだ。まさか、あげはさんか？」

『ううん。あげはさまの、ご主人さま』
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　真美子が、大きなドアをノックする。

「糸村真美子です。絹きぬヶが瀬せ譲さまと朝霧飛鳥さまをご案内いたしました」

「ありがとう。入っていただいて」

　ドアの内側から返ってきたのは、やわらかな女性の声だった。

「失礼いたします」

　真ま美み子こがドアを開けて、譲ゆずると飛鳥あすかを中に入れた。

　ここは白しら縫ぬいメイド喫茶の本店、その最上階のＶＩＰルームである。

　地上二十階。この建物は地下二階から、この二十階まですべてメイド喫茶なのだ。

　階によって、メイドさんのファッションやフロアのセットが違っている。ある階では和風メイド。ある階ではネコ耳メイド。ある階では中華風。ある階では割ぽう着を着て、学校の給食時間のイメージ。といった具合に、さまざまな趣向が凝らされているのだ――これで経営がなりたっているのだからすごい。

　ＶＩＰルームの床には厚い絨じゆう毯たんが敷かれ、壁には趣味のいい絵が飾られている。

　眺めは最高だった。全面窓ガラスの壁から、マリナフロント55の夜景が一望できる。

　テーブルは、窓に近い場所に一つだけ。若く美しい女性が座っていた。

　髪が長く、スリムで、抜けるように色が白い。

「朝あさ霧ぎり飛鳥さんと、絹きぬヶが瀬せ譲さんですね」

　鈴を転がすような透明感のある声。優しげな顔立ち。深い色の柔和な瞳ひとみが印象的だ。

「お呼びだてしてごめんなさい。私は、白縫朔さく夜やと申します」



　メイドさんたちが料理を運んできた。まずは白身魚を使った前菜だ。

「どうぞめしあがって。大丈夫、今度はおかしな薬は入れていないから」

　と、いたずらっぽく言って、ちらりと真美子に目を向ける。真美子は恐縮したように頭を下げると、そそくさと退出した。

　室内には、大きなテーブルについた譲と飛鳥、そして白縫朔夜だけになる。

（この人が、白縫財閥のトップなのか……）

　真美子にそう聞かされている。が、たおやかな風情は、とてもそう見えない。少し身体からだが弱いのではないかと思われるほどの線の細さだ。ゆったりとした、貫頭衣トーガのようなドレスがよく似合っている。

「いつも、あげはや真美子がご迷惑をかけてしまっているようですね。何よりまず、そのことをお詫わびしたかったの。本当にごめんなさい」

　白縫朔夜が頭を下げる。譲もつられて「いえ、こちらこそ」とか言いながらお辞儀をした。が、飛鳥は油断のない表情で、軽く会釈しただけだった。

「お会いできて嬉うれしいわ。ああ……そうね、竜たつ美みさんの面影があるわね」

「私の姉を知ってるの？」

　白縫朔夜が優しげなまなざしを飛鳥に向ける。

「知らない人はいないわ。アルテミス・ハウリングの関係者なら誰だれでも、ね。私もお姉さんの闘いぶりを見たことがあるけれど、本当にすばらしかった。力強くて、でもエレガントで美しくて……名前のとおり、神話に出てくる竜を見ているようだった」

「…………」

　飛鳥あすかはじっと聞いている。譲ゆずるにとっても、それは興味深い話だった。

「朝あさ霧ぎり竜たつ美みさん、あの人こそ本当の天才だと思ったわ。神に選ばれた人というのが本当にいるなら、朝霧竜美さんこそそうかもしれないって」

「あなたも月光精霊ニンフアーだったんですか」

　譲の質問に、しかし白しら縫ぬい朔さく夜やは首を横に振った。

「私はお手伝いのようなことをしていただけ。ね、飛鳥さん、よかったら、あなたのハウルを見せていただけないかしら」

　飛鳥はわずかにためらった。が、首にかけていたハウルをはずし、テーブルに置いた。

「これが朝霧竜美さんのハウル……。これを、いまはあなたが使っているのね……」

　朔夜は手に取ろうとはせず、視線をじっと、白い二つの宝石に注そそいだ。

「絹きぬヶが瀬せさんも、他の人のハウルを使うことができるのでしょう」

「ええ。古こ紋もん夕ゆう鶴づるさんのハウルを使ったことがあります。でも、一度きりだったし、どうしてそんなことができたのか自分でも……」

「そのお話がしたくてお呼びしたの。私たちの仮説を、あなたがたにも伝えておきたくて」

「仮説？」

　と、譲と飛鳥の声がそろう。

「そう。ハウルとは何か。なぜ絹ヶ瀬さんは、夕鶴さんのハウルを使えたのか。私が考えている仮説。――まだ発表できる段階ではないけれど、あなたがたには聞いていただいたほうがいいと思うから」

　朔夜は、もう一度二人に食事をとるよううながし、語り始めた。

「マリナフロント55は、以前は羽は衣ごろも市、その前は羽衣の浜とか、羽衣の港などと呼ばれていたわ。この土地には天てん女によと羽衣の伝説があるから。このことはご存じね」

「知ってます。天女が浜辺に降りてきて、漁師と結婚したっていう伝説でしょう」

　こないだランニングした松の美しい浜が、天女が舞い降りたと言われている場所だ。

「そう。でも、あまり人に知られていないことがあるの。天女は亡くなったあと、神さまとして祀まつられたのよ。その神さまが、古紋神社の秘神、真ま理り奈な毘ひ売め。ハウルは、この女神さまが人々に与えたものと言われているわ。自分の子孫が、自分と同じ力を使えるようにって」

「子孫？」

　譲は驚いた。図書館の本にも、羽衣学園チームの資料にもそんな話は出てこなかった。

「月光精霊は、その女神さまの子孫なのよ。ほとんどは女性だけれど、時々、男性でもハウルを使える者があらわれるわ。絹ヶ瀬さんのように」

「でも、俺おれが使えたのは一回きりで……」

「あなたは、月光精霊ニンフアーたちの中でも、さらに特殊な体質の持ち主なの。ハウルを媒介しなくても、女神の力を使えるのよ。言わば、人の姿をしたハウルね。――私と同じ」

　譲ゆずるは目を丸くした。人の姿をしたハウル？　この自分が？　そして朔さく夜やも？

「ここからが仮説よ。ハウルの力は、私たちの科学では割り切れないことばかり……ということは、私たちとは異質な世界から、エネルギーが供給されているのではないかしら」

「異質な世界って……まさか、異次元とか、異世界とかですか」

「わからないわ。他の星かもしれないし、過去か未来かもしれない。もしかしたら月かもしれない」

　窓の外に目を向ける。明るい月が地上を照らしている。

「あなたや私は、ハウルを使わなくても、女神がいた世界から“〝力”〟を汲くみとることができるのよ。きっと飛鳥あすかさんも同じことができるのね。だからお姉さんのハウルを使えるの」

　テーブルの上で、飛鳥の――竜たつ美みのハウルが、月の光を集めたように輝いている。

「でも絹きぬヶが瀬せさんの力はそれよりも強いわ。非活性状態のハウルを、また使えるようにすることもできる。夕ゆう鶴づるさんのハウルを着た時のように」

　確かにあの時、夕鶴のハウルは、敗北の直後で使えないはずの状態だった。なのになぜか、譲が触れたら身にまとうことができたのだ。

「いつでも好きな時に、というわけではないわ。月の光を浴びているとか、よほど精神の集中が高まらないとハウルは反応しない。でも力が高まれば可能になる。月光精霊に直接、力を注そそぎこむこともできるのよ」

「直接、力を注ぐ……？」

「ええ。限度を越えると、あげはのように力を制御できなくなる場合もあるから、気をつけなくてはいけないけれど」

　いつかのあげはの「暴走」は、白しら縫ぬい朔夜が力を与えすぎたことによるもの、ということなのだろうか。

「私の疑問は、なぜ月光精霊たちが互いに闘わなければいけないのか、ということ」

　朔夜が話をつづける。

「月光精霊に、闘いあうように言い遺のこしたのは真ま理り奈な毘ひ売めらしいの。自分の子孫に、ハウルの力を使って闘争の祭りをするように命じたそうよ。理由はわからないけれど、何か意味があるのだと思う。女神の声を聞ければ、その答えを教えてもらえるかもしれない」

　朔夜は、譲に視線を据すえた。気品と意志の強さを兼かね備そなえた瞳ひとみだ。

「絹ヶ瀬さんは、女神の声を聞く力を持っていらっしゃるわ。それは私にも――いいえ、ここ何百年かのあいだ誰だれにもできなかった、本当に貴重な能力なのよ」

　正直、自分がそんなたいそうな存在だとは実感できないが……しかし朔夜は真剣な顔だ。

「もし、また女神と話すことができたら、訊たずねてほしいの。アルテミス・ハウリングが始まった、そもそもの理由は何か。なぜ月光精霊ニンフアーたちは闘いつづけているのか、そのわけを」



「仮説」の話は、それで終わりだった。

　食事をしながら、白しら縫ぬい朔さく夜やは、白縫財閥と古こ紋もん神社と羽は衣ごろも学園の由来などについて話した。それぞれ、もとからこの土地にあった商家や神社や塾が、真ま理り奈な毘ひ売めの三人の娘が嫁入りしてから隆盛したという。そして女神の遺志を継いで、代々、闘いの祭りを続けてきたのだそうだ。月光精霊は、みんなその子孫らしい。

「もちろん何百年も経たっているのだから、この土地に住む人はみんなが遠い親しん戚せきのようなものよ。どこの家系に、いつ月光精霊があらわれるかはわからない。絹きぬヶが瀬せさんのように、本人はまったく自覚がなく生きている例も多いわ」

　月光精霊の体質を持っている者は、いまでは全国のあちこちに散らばっている。北海道に引っ越した千ち紗さの祖母もそうだし、あげはも生まれ育ちは別の土地だったそうだ。

「この街にくる前はけっこう荒れていたそうよ」

　そう言って朔夜は笑った。

「時々やりすぎることもあるけれど、根は優しい子だから大目に見てあげてね。古紋夕ゆう鶴づるさんのハウルを隠してしまったことも、あとで私から注意しておくわ。もっとも夕鶴さんは、自分の力で取り返そうと考えてらっしゃるでしょうけど」

「あげはさんがどこにいるか、教えてもらえませんか」

　だめもとで譲ゆずるは訊たずねてみたが、笑顔でかわされてしまった。

「私がそれを言うわけにはいかないわ。私も白縫グループの一人だもの」

　窓の外に目を移す。煌こう々こうと輝く月の下、マリナフロント55の夜景が広がっている。

　北を丘陵に、南を海にはさまれた、美しい街だ。

「いま、台風が近づいてきているそうね。このままだと、ちょうどアルテミス・ハウリングの最終日に、この街を通りすぎることになりそうだわ」

　港の明かりを見つめながら、朔夜はぽつりとつぶやいた。

「台風がくる前にあげはを見つけられたら……それに越したことはないでしょうね」



「結局、なんの話だかほとんどわからなかったわ」

　糸いと村むら真ま美み子こやメイドさんたちに見送られ、建物を出たあと、飛鳥あすかは困惑顔だった。

「いろいろおかしなことを言ってたわね。ハウルが他の世界の“〝力”〟を汲くみとるとか」

「俺おれが朔夜さんと同じ体質、とも言ってたな。あと、女神の声を聞けるのは貴重な能力だとか、ほかの人間のハウルに、力を与えることができる、とか……」

　飛鳥が、不意に目を輝かせた。

「もしそれがほんとなら、私、いくら負けても無限にバトルに復帰できるってことよね。あなたにハウルの力を回復させてもらえばいいんだもの」

「そんな芸当が、ほんとにできればの話だけどな」

　譲ゆずるは、初めて飛鳥あすかのハウルに触れた時のことを思いだした。

　あの時、ハウルになんの反応もなかったことを針は生りゆう先生が不思議がっていたが――。

「俺おれ自身が生きてるハウルだとしたら、ハウル同士が接触しても、反応がないのは当然ってことか……」

　古こ紋もん神社に囚とらわれている時に夕ゆう鶴づるのハウルが反応した際は、海の上に月が出ていた。それで譲の身体からだに、何かしらの変化があったのだろう。

　いろいろと謎なぞは解けてきた。が、肝心の朝あさ霧ぎり竜たつ美みの居場所、そしてアルテミス・ハウリングが行われている理由については、まだわからない。

　譲と飛鳥は、羽は衣ごろも学園に伝わる資料を調べ、いままた、白しら縫ぬい朔さく夜やからハウルに関する仮説を教えられた。

　三大勢力のうち、残るは古紋神社。

“〝奥の院”〟にいけば、何かがわかるのだろうか……。



　五



　さらに二日が無為に過ぎ、ついにアルテミス・ハウリングの最終日となった。

　台風は接近しつつあり、空は荒れ模様だ。昼間なのに暗い。教室には電気がついている。

　真ま美み子こは、病院での検査を口実に欠席している。本当はあげはのそばにいるのだろう。

「私たちも授業なんかに出てる場合じゃないわ。白縫あげはを探しましょう」

　そう飛鳥は主張したが、譲は止めた。学校にいれば、少なくとも羽衣学園チームの動向は把握できる。彼女たちがあげはの居場所をつきとめれば、便乗して動けるのだ。

　それに台風のせいで雨が降りだしている。悪天候の中をあてもなく歩きまわって、体力を消耗するほうが心配だ。

　授業中も、頭の中はアルテミス・ハウリングのことばかりである。

（朔夜さんが言ってたとおりになったな……。天気が悪くなる前に、あげはさんを見つけられればよかったんだけど）

　実のところ、譲は朔夜の言葉にかすかな違和感をおぼえていた。

（確かに台風がきてる最中にバトルってのは大変かもしれないけど――でも、屋内戦だったら関係ないんじゃないだろうか。こないだの、水族館でのバトルみたいに）

　あげはが一週間も野宿をしているとは思えない。建物の中にいるはずだ。

　そこでバトルに突入すれば、台風だろうと嵐あらしだろうと関係ないと思うのだが……。

　一時間目が終了した。授業の中身はほとんど耳に入らなかった。

　染そめ師し町まち孝こう介すけが、窓に叩たたきつけてくる雨粒を見ながらぼやく。

「明日には晴れるといいんだけどなあ。でないと、親父おやじとお袋が、がっかりしちまう」

「何をがっかりするんだよ？」

　なんの気なしに訊たずねる。

「コンビニのくじで、豪華客船のディナークルーズに当たったんだよ。明日はそれにいくはずだったんだけど、このぶんじゃ中止かな……」

「豪華客船？」

「知らないのか、アルテミス号。いま羽は衣ごろも港に入ってる、白しら縫ぬい海運の豪華客船だよ。明日から一般客に開放されるはずで……って、なんだ？　何そんなにびっくりしてるんだ」

　譲ゆずるは孝介の肩をつかんで揺さぶった。

「そのアルテミス号って、いつから入港してるんだ！」

「い、一週間ぐらい前からかな。確かいま、点検だか補修だかやってるはず――」

「こうすけぇ！」

　譲は孝介の身体からだにがっしと腕をまわした。

「おまえ、やっぱり俺おれの親友だ！　そうか、そういうことだったのか！」

「なんだよ、いったい？　気持ちわりぃから離れろ、バカ！」

　クラスメートたちが、ぽかんと譲と孝介を見ている。その中には、飛鳥あすかの顔もある。

　そこに、針は生りゆう先生が入ってきた。

「席について。今日はこれで終了よ。台風がひどくなりそうだから、授業を切り上げることにしたの。たったいま、職員会議で決まったわ」

　歓声があがる。譲は飛鳥に目め配くばせしながら、全速力で帰り支度を始めていた。



「船？」

　雨の中、傘をさして早足で歩きながら、飛鳥が譲にたずねる。

「ああ、さっき孝介が言ってた、白縫海運のアルテミス号だ。あげはさんは、きっとそこにいる。陸上をこれだけ探して見つからないってことは、それ以外に考えられない」

「船……つまり、海にいるわけね。確かに海も、マリナフロント55の一部だわ」

「朔さく夜やさんの言ってたことも、これで筋が通る。『台風がくる前にあげはさんを見つけられたらいい』ってのはつまり、台風で海が荒れる前に見つけるほうが、バトルがしやすいってことなんだ。あの人は、ちゃんとヒントをくれてたんだよ！」

　話しながら、ひと気のない運河にたどりつく。夕ゆう鶴づるに連絡し、この近くで待ちあわせる手はずを取ったのだ。

「クー」

　星ほし丸まるの声だ。雨の中でもけなげに翼をはためかせている。

「そっちか、星ほし丸まる」

「クー」

　うなずくように答えて、星丸が飛んでいく。後をついて走ると――。

「絹きぬヶが瀬せさん、飛鳥あすかさん」

　夕ゆう鶴づるの声だ。古こ紋もん神社の船が岸に横づけされていた。屋や形かた船ぶねのような形の、平たい和わ船せんだ。一いつ艘そうではない。他にも十艘以上の、同じ型の船が待機している。

　屋形船は主に行楽や宴会に用いられるものだが、古紋神社では人や物資の輸送に使っている。内部が広くて間仕切りがないので、使い勝手がいいらしい。

「お指図のとおり、古紋神社の船をすべて用意しました。さあ、早くこちらに！」

　船の中から夕鶴が呼びかける。譲ゆずると飛鳥は、吹きつける風雨に顔をしかめながら、屋形船に乗り移った。星丸も夕鶴のもとへ飛ぶ。

（古紋神社の船に乗せてもらうのは二回目か……）

　あの時と同じように、畳敷きの船内には巫み女こさまたちがずらりと座っている。

　が、今回は敵対的な空気はない。巫女さまたちは、夕鶴のそばに場所を作り、譲と飛鳥に座布団とお茶を出してくれた。

　動きだした船の中で、夕鶴の報告を聞く。ほかの巫女さまたちは、薙なぎ刀なたの手入れをしたり、ハウルを磨いたり、闘いの支度に余念がないようだ。

「港に偵察にいった仲間から、先ほど報しらせがありました。アルテミス号は海上に出ているそうです。このまま最終日をやりすごす作戦なのでしょう」

　台風は勢力を増しつつあった。空には真っ黒な雲が走り、運河の水面は激しく波打っている。時おり窓に、大きな水しぶきが叩たたきつけられる。

「でもこんなに船を出して、誰だれかに気づかれませんか」

「人や車の通りが少ないですし、雨のせいで視界もよくないから大丈夫でしょう。もし見られても、まさか客船に闘いを挑みにいくとは思われないでしょう？」

　口く調ちようは落ちついているが、瞳ひとみに悲壮感が感じられる。

「ねえ、ほんとに長おさ巫み女こをやめちゃうつもりなの？」

　やや遠慮がちに飛鳥が訊たずねた。やはり気にしていたのだろう。

「ハウルを失い、仲間に迷惑をかけてしまった以上、やむをえないことです」

「でも巫女さんたちは、みんな夕鶴さんに辞めないでほしいと思ってるんじゃないですか？　それとも、お父さんに辞めるように言われてるとか……」

　譲の質問に、夕鶴は微笑で答えた。

「そんなことはありません。父は私の思うようにすればいいと言ってくれています」

「辞めても月光精霊ニンフアーはつづけるのよね？」

「それもどうしようかと……。いっそ、本当にプロレスラーになって、世界をまわってみるのもいいかもしれませんね」

　飛鳥あすかはちょっと腰を引いた。

「このあいだも言ったけど、私はつきあわないからね」

　夕ゆう鶴づるは口に手を当て、くすくす笑った。

「わかっています。冗談ですよ」

　本当に冗談だろうか、と譲ゆずるは思った。レスラーになるかどうかはともかくとしても、月光精霊ニンフアーを辞めてしまうというのは、本気なのではないか。

「夕鶴さんの考えにケチをつける気はないですけど……」

　譲は慎重に言葉を選びながら口を開いた。

「でも辞めることが、必ずしも責任を取ることにはならないんじゃないでしょうか。夕鶴さんが抜けたら、古こ紋もん神社チームの戦力はガタ落ちでしょう」

「それはそうですけど……。でも、私の仲間にも優秀な子は大勢います。私がいなくなることで、その人たちが伸びてくるかもしれませんし」

「だけど、そううまくはいかないかもしれませんよ。リーダーが突然いなくなると、やっぱり混乱しますから。……うちの流派がつぶれた時みたいに」

　と思いきって口にした。夕鶴が軽く目を見開いた。飛鳥もはっとしたようにふりむく。

「絹きぬヶが瀬せ流の道場が消滅したことは夕鶴さんも知ってるでしょう」

「ええ。でも、細かい事情までは……」

「……うちの流派は、けっこう大勢の道場生を抱えていたんです。みんな仲もよくて、経営もうまくいってたんですけど、母親が病気で他界して……それで親父おやじもすっかり元気がなくなっちまって、後を追いかけるみたいに死んで――」

　夕鶴は黙って聞いている。飛鳥もなにも言わず、譲の横顔を見つめている。

「それをきっかけに、何人かの道場生が、ほかの流派に移ったんです。残った者は危機感にかられて、引き抜きだとか、うちを潰つぶすつもりじゃないかって話にまでなって」

　当時のことを思いだすと、どうしても口く調ちように苦いものが混じる。譲はまだ中学生で、詳しい事情もわからないまま、状況に巻きこまれることしかできなかった。

「……やっぱり、急に親父がいなくなって、何かがおかしくなったんだと思います。暴走した仲間が相手の道場に挑戦しにいったり、そしたら向こうも応戦してきたり。気がついたら歯止めがかからないまま、仕返しや復ふく讐しゆうの応酬になって――。もうそうなったら、ルールも礼儀もあったもんじゃない。闇やみ討うちや、道端でのケンカもあたりまえ、どっちもメンツや意地があるから引くに引けないし……とうとう道場生が総出で、殴りこみをかけることになったんです。俺おれもそれに加わりました」

　その日のことは、今も時おり夢に見る。空を夕ゆう陽ひが赤く染めていた。

「怪け我が人にんが大勢出て、最後は警察がきて、結局、道場は両方とも閉鎖。みんないなくなってしまって、今でも街に残っているのは、俺おれぐらいです」

　夕ゆう鶴づると飛鳥あすかは黙って聞いている。

「……俺は、最初はアルテミス・ハウリングが好きじゃなかったんです。もうケンカ沙ざ汰たにはうんざりしてたし、後継者として絹きぬヶが瀬せ流を復興させたいとも思わなかったから、飛鳥に技を伝えるのも気が進まなかった……でも、いまはそれほどいやじゃないんです」

「それは、どうして？」

　夕鶴が訊たずねた。気づかうような口く調ちようだ。

「月光精霊ニンフアーのみんなが誇りを持って闘ってるからです。勝ちさえすれば何をやってもいいなんて、誰だれも思っていない。あげはさんや真ま美み子こだって、無茶なこともするけど、あの人たちなりに節度をわきまえてるみたいだし、相手に対する敬意も持ってるでしょう。そういうのを忘れて、汚いことも卑ひ怯きようなこともなんでもありにしてしまったら、結局、みんな共倒れになってしまう……」

　譲ゆずるはそれを我が身で経験したのだ。

「だけど、それはやっぱり、古こ紋もん神社がルールの監視役をやってることが大きいと思うんです。夕鶴さんがいなくなって古紋神社の力が弱くなったら、バランスが崩れて、無法状態みたいになるかもしれない。そうならないように、夕鶴さんはリーダーを辞めちゃいけないと思います。せめて、ちゃんとした後継者が育つまでは」

「…………」

　夕鶴は黙って考えている。

　その時、巫み女この一人が声をかけた。

「夕鶴さま、操そう舵だ室しつへいらしてください。運河を抜けて海に出ます」

「わかったわ。――絹ヶ瀬さん、ありがとうございます。お話のつづきはまた後のちほど」

　会釈して、夕鶴は立ちあがった。その場には譲と飛鳥が残される。

「絹ヶ瀬くん、いまの話、私が聞いちゃってもよかったの？」

　気兼ねするように飛鳥が訊ねる。譲は苦笑した。

「あたりまえだろ。おまえにもいつか話しておきたかったことなんだよ。俺が絹ヶ瀬流に嫌気がさした理由をさ」

「……でも、いまはそんなにいやじゃないのよね？　私にコーチしてくれるのも」

「まあな」

　飛鳥はほっとしたようだった。

（そして、そう思えるようになったのは、おまえと一緒に闘ってきたからなんだ）

　と、つけ加えようとした時、飛鳥の携帯電話が鳴った。

「千ち紗さからメールよ。羽は衣ごろも学園チームが、こっちの動きに気づいたらしいわ。船を用意して、自分たちもアルテミス号に向かうって」

「こんな嵐あらしの中じゃ危ない……って、人のことは言えないか」

　ハウルを着れば、体力も耐久力も増強される。万一、海に落ちても溺おぼれるようなことはないだろう。それに、本当に危険なことは、針は生りゆう先生がさせないはずだ。

「羽は衣ごろも学園チームに察知されたからには、他のチームも遅かれ早かれ動きだすだろうな」

　運河を抜け、船団は海に出ていた。後ろを見ると、ほぼ一直線でつづいていた屋や形かた船ぶねの群れが、鳥が翼を広げるように、扇形に隊列を変えていた。

「見えてきました、アルテミス号です！」

　見張りの巫み女こさまが声をあげた。

　窓の外は、嵐の洋上。風雨と波しぶきで、ほとんど視界がきかない。

　しかし風雨で煙るその向こうに、まるでビルのようにそそりたつ灯火ともしびが見えた。

　白しら縫ぬい財閥の豪華客船、アルテミス号である。

「あそこに、白縫あげはがいるのね」

　飛鳥あすかがつぶやく。操そう舵だ室しつから出てきた夕ゆう鶴づるが、それにうなずく。

「間違いありません。その証拠に、ほら」

　前方、アルテミス号の周りを、無数の水上バスの群れが守り固めていた。

　船体の側面についているのは、白縫グループのマークだ。

「皆さん、闘いの支度を」

「はいっ、夕鶴さま！」

　声をそろえて応こたえ、巫女さまたちが身支度を始めた。

　紺こん袴ばかまの片かた膝ひざをつき、ハチマキを締めて、巫女装しよう束ぞくの裾すそに襷たすきを巻く。

　夕鶴も慣れた手つきで、大きな広い袖そでに、まっ白い襷をかけた。

「必ず取りかえします。私のハウルを！」

　言って、襷をきゅっと結ぶ。袖が引き締まり、凛り々りしいいでたちだ。

　こうして、アルテミス・ハウリング史上に長く伝えられることになる「羽衣湾の大海戦」の幕が切って落とされたのであった。










第五章　羽は衣ごろも湾の大海戦
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　荒れる海。荒れる空。

　暴風雨をついて、古こ紋もん神社の屋や形かた船ぶねが、何なん艘そうも突進してゆく。

　それを迎えうつのは、白しら縫ぬいグループの水上バス船団だ。

　大波に揺れる海上で、屋形船と水上バスの死闘が始まった。

「矢をつがえ！」

　古紋夕ゆう鶴づるの声が、無線を通じて全屋形船に伝達される。

　屋形船の屋根にずらりと並んだ巫み女こさまたちが、弓に矢をつがえ、引きしぼる。

　すでに全員がハウルを着て、紺こん袴ばかまから緋ひ袴ばかまに変わっている。これぐらいの風雨にはよろけもしない。

「射よ！」

　夕鶴の声とともに、一斉に矢が放はなたれる。風雨の中、無数の矢が水上バス船団へ飛ぶ。

　が、風にあおられ、その命中率は高くない。

　水上バスの方も負けてはいない。飛び道具はないが、船の先端がとがっているのだ。

　昔の軍船などに使われていた、“〝衝しよう角かく”〟というやつである。

　巫女さまたちが放つ矢をかいくぐるように、水上バス船団が向かってくる。

「体当たりしてくる気だ。夕鶴さん、回避の指示を！」

　船内で、夕鶴の横に立った譲ゆずるが、思わず助言する。

「わかりました！　全船、面おも舵かじいっぱ……」

「わわっ、だめですよっ。相手に横腹をさらしたら、体当たりされて全滅です。すれちがう形で乱戦に持ちこむんです」

「そ、そうですか。ありがとうございます」

「あなた、船の闘いかたも知ってるの？」

　驚き顔で飛鳥あすかが訊たずねる。まだ変身はしていない。

「絹きぬヶが瀬せ流には海戦兵法もあるんだよ。もちろん実戦の経験なんかないけどな」

　嵐あらしはしだいに激しくなる。が、距離が接近するにつれ、矢の的中率もあがっていく。

　混乱状態の水上バス、そのまっただ中に、古紋神社の屋形船が突っこむ。

　巫女さまたちが、弓から薙なぎ刀なたへと武器を持ち替える。

　船内の夕鶴も背中に弓と矢を負い、薙刀を手にして臨戦態勢だ。

「夕鶴さんも闘う気ですか？　変身できないのに」

「仲間たちだけを危険にさらすわけにはまいりません。足手まといにならぬよう、せめて防戦に力を振るうつもりです」

「くるわよ、絹きぬヶが瀬せくん。もう変身していいでしょ」

　前方、フロントグラスの向こうに、白しら縫ぬいグループの水上バス群が迫ってきた。

「いいぞ。思いっきり暴れてこい」

「よぉーし。起動ドライブ！」

　胸のハウルが光を放はなち、飛鳥あすかの姿が変わる。白縫朔さく夜やの言うとおりなら、どこか他の世界から流れこんでくるエネルギーによって。

（もしかすると、あの服に浮かびあがる紋もん様ようって、その世界の文字なのかな）

　が、考察にふけるのは後まわしだ。飛鳥は変身を終えていた。スカートの丈が短くなり、服の色合いはカラフルになり、その手には、今度こそ“〝竜の妹”〟が握られている。

　と同時に、轟ごう音おんとともに激しい揺れが船体を襲った。

　水上バスの一いつ隻せきが、譲ゆずるたちの屋や形かた船ぶねに激突したのだ。

　衝しよう角かくに船腹を斜めに削られた。が、さほどのダメージはない。

「わぁ――っ！」

　喊かん声せいをあげて、水上バスから飛びだしてきたのは、メイドさんたちだった。

　さらに、ブルーの制服と制帽を身につけた水上バスのガイドさんたちも、屋形船に乗りこんできた。メイドチームと水上バスのチームが、共闘態勢を敷いているらしい。

　激しく揺れる船上で、まるで海賊の襲撃のような闘いが始まった。

　迎え撃つは巫み女こさまたち。全員が薙なぎ刀なたを武器にしている。

　一方、メイドさんと水上バスガイドさんたちの武器はさまざまだ。槍やり、長刀、短剣。ムチや、まさしくどこかの海賊のように、鉤かぎ爪づめのついた手しゆ甲こうを振るう者もいる。

「古こ紋もん神社の皆さま、失礼いたします！」

「あげはさまのもとへはいかせませんわ！」

「私どもが身を挺ていして、あげはさまをお守りします！」

「なお、水中に転落なさった場合には、スクリューに巻きこまれないよう、お気をつけください！」

　と、水上バスのガイドさんが親切に忠告してくれる。このあたりはプロの気配りだ。

　いまや海上は、屋形船と水上バスが揉もみあうようにひしめいている。

　吹きすさぶ風と雨の中、武器と武器、刃物と刃物がぶつかりあう。

「きゃああああっ!!」

　悲鳴とともに、早くも海に落ちる者もいる。

　が、近くにいる誰だれかがすかさず浮輪を投げるので、溺おぼれるようなことはない。

　中には素早く船上によじのぼり、バトルに復帰する不屈の闘志の持ち主もいる。

「どおりゃあああぁぁぁああああああああぁぁぐあああああああっ！」

　外に飛びだした飛鳥あすかが、“〝竜の妹”〟を手に疾走した。

　敏びん捷しようで反射神経がいい飛鳥にとっては、こういう乱戦は得意のシチュエーションだ。

「どぅあああああああああああああぉぉりゃあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　縦横無尽に剣を振るい、当たるを幸いなぎ倒し、ばったばったと斬きり伏せて、次々に敵を海に叩たたき落とす。

　一方、譲ゆずると夕ゆう鶴づるは船内にとどまっている。譲も、夕鶴と同じく薙なぎ刀なたを振るっている。古こ紋もん神社チームに借りたのだ。

　もちろんまともに闘えば、月光精霊ニンフアーにはかなわない。

　が、船内に侵入しようとする敵を追い払うことぐらいはできる。

「夕鶴さん、右からきますよ！」

「はいっ、ありがとうございますっ！」

　夕鶴にアドバイスしながら、譲も、窓や扉から押し入ってこようとする敵を撃退する。

　運よくハウルに打撃を与えられれば、相手のドライブ状態を解除させられる。

　そうやって闘いながら、譲たちの屋や形かた船ぶねは、敵の水上バス群をかきわけるようにして、少しずつアルテミス号との距離を詰めていく。

　風雨の向こうで、豪華客船アルテミス号は、煌こう々こうと明かりをつけている。

　まるで海上にそそり立つ城じよう塞さいのようだ。

「うぉああありゃゃゃあああああああああああどぅをぁをぁをぁあああああああっ!!」

　飛鳥の奮戦ぶりはすさまじかった。行く手をはばむ水上バスに飛び乗っては、メイドさんやガイドさんを、片っ端から海へぶちこんでいく。

　その隙すきに、巫み女こさんたちが操縦室に乗りこむ。操舵輪を奪って進路をこじあけ、屋形船が前進できるようにする。

　飛鳥の役まわりは、いわば斬りこみ隊長だ。

　さながら、壇だんの浦うらの戦いの源みなもとの義よし経つねのように、船から船へ跳躍しては、相手をひるませ、勝機をつかんでいく。

　剣を大だい上じよう段だんに振りかぶったその姿は“〝袈け裟さ斬ぎりの飛鳥”〟の面めん目もく躍やく如じよである。

　叩きつける雨と海水で、髪もセーラー服もびしょ濡ぬれだ。

　だが、それが一種、悽せい愴そうな美しさとなっていた。

　天上には渦巻く黒雲。

　海上には逆巻く荒波。

　しかしそれらも、飛鳥の鬼神のような迫力にはかなわない。

　――などと思うのは、コーチとしてのひいき目かもしれないが。

（俺おれの飛鳥が一番強い！）

　などと思いながら、惚ほれぼれと見つめてしまう譲ゆずるだった。

「危ない、飛鳥あすか！」

　船の中から譲が叫ぶ。

　いったん海に落ちたメイドさんが、全身ずぶ濡ぬれになりつつも、口に短剣をくわえ、ひそかに飛鳥の足もとに忍び寄ろうとしている。

「飛鳥さんっ！」

　夕ゆう鶴づるが、恐るべき早はや業わざで弓に矢をつがえ、放はなった。

　が、その瞬間に大波で船が揺れた。狙ねらいはわずかにメイドさんをそれて、矢は飛鳥のそばの甲かん板ぱんに突き立った。

「はっ！」

　と飛鳥が真下を見やる。

　同時に、濡れねずみのメイドさんが、凶暴な半魚人のように飛鳥に襲いかかった。

　きわどく間にあった。飛鳥が“〝竜の妹”〟で短剣を受けとめ、再び相手を海に叩たたきこんだ。

「ありがと！」

「どういたしまして！」

　飛鳥と夕鶴の目があった。ほんの一瞬だが、二人の気持ちが通いあった瞬間だった。



　闘いは古こ紋もん神社チームがしだいに優勢となっていった。譲が船の陣形に指示を出し、それを古紋夕鶴が各屋や形かた船ぶねに伝える。その連携がうまくいっているのだ。

　屋形船の船団は、いつしか水上バスを、半円状に取り巻いていた。包囲殲せん滅めつ戦の形だ。

　押し返そうと、水上バスが扇形に開いて散開する。自然、船と船のあいだに間隔が生まれる。このチャンスを逃すわけにはいかない。

「進路が開いた！　夕鶴さん！」

「全速前進！　アルテミス号に向かってください！」

「はいっ、夕鶴さま！」

　夕鶴の指示で、屋形船が陣形を変えた。くさびのような形になって、水上バスの群れを切り開くように突き進む。

　水上バスもあわてて進路を塞ふさごうとする。

　しかし先頭に立つ譲たちの船は、ついに水上バス船団の突破に成功した。

「飛鳥、こい！」

　闘っている飛鳥に、譲が声をかける。すかさず飛鳥が跳び乗ってきた。

　水上バスとの闘いは仲間の屋形船にまかせ、譲たちはそのまま全速力で突き進む。

　前方にアルテミス号。もはや、さえぎるものは波風ばかり。

　夕鶴は、ゆるんだ襷たすきを、もう一度しっかりと結び直した。
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　ほどなくアルテミス号の巨体が、譲ゆずるたちの視界を覆おおうように眼前に迫った。

「夕ゆう鶴づるさん、おねがいします」

「わかりましたっ」

　譲にうなずき、夕鶴が屋や形かた船ぶねの中で弓を構えた。

　畳に片かた膝ひざをつき、弦つるをひきしぼり――ひょうと射る。

　ハウルを着ていなくても、さすがは“〝破は魔ま矢やの夕鶴”〟だ。狙ねらいはたがわず、巨大なアルテミス号の船腹の、窓の一枚を突き破った。

「おねがい、星ほし丸まる。気をつけてね」

「クー」

　星丸が鉄の紐ひもをくわえて嵐あらしの中を羽ばたいた。

　風にあおられながら、夕鶴の矢が破った窓に飛びこみ、中の手すりに器用に鉄てつ紐ひもを通す。そしてすぐまた帰ってくる。これで船内に乗りこむことができる。

「ありがとう、星丸。よくやってくれたわ」

「クー」

　頭を撫なでられて星丸は嬉うれしそうだ。

　アルテミス号の船ふな縁べりには、すでに白しら縫ぬいグループのメイドさんたちが集結している。アーチェリーを構えて、迎撃態勢だ。

「攻撃、開始！」

　嵐の中、命令の声が聞こえてきた。

　と同時に、降りそそぐアーチェリーの矢。が、激しさを増した暴風に、矢が吹き飛ばされてしまう。一射で的に命中させた夕鶴のようにはいかない。

「私が先にいくわ。援護おねがい」

「わかりました、お気をつけて！」

　飛鳥あすかはなんのためらいもなく、星丸が張った鉄紐に飛びついた。

　月光精霊ニンフアーの体力と運動神経で、するすると嵐の洋上を渡ってゆく。

　あっという間に船内に飛びこむ。と同時に。

「みなさん、お気をつけて！　敵がきましたわ！」

「“〝袈け裟さ斬ぎりの飛鳥”〟さまでいらっしゃいますわよ！」

「うぉああありゃゃゃああああどぅをぁをぁをぁあああぁぁぁぁぁぁああああっ!!」

　飛鳥が大暴れしている声が聞こえてきた。

　すぐに窓から首を出す。

「絹きぬヶが瀬せくん、私が引っぱるわ。早くっ」

「わかった。頼むぞ」

　夕ゆう鶴づるは、屋や形かた船ぶねに残される仲間の巫み女こたちと星ほし丸まるに告げる。

「あなたたちはここで待っていて。もし、船から落ちてくる人がいたら、助けてさしあげるのよ」

「はいっ、心得ております」

「夕鶴さまも絹ヶ瀬さまも、くれぐれもお気をつけて」

「クー」

　譲ゆずると夕鶴が、鉄てつ紐ひもに飛びついた。

「引くわよ！　落っこちないでね！」

　飛鳥あすかがぐいぐいと紐ひもを引き、譲と夕鶴を船内に引っぱりこむ。

　譲は必死で紐にしがみついている。叩たたきつける雨で、顔が、肌が痛い。

「ほら早く。すぐに新手がくるわよ」

　飛鳥の手を借り、窓から中に転げこむ。

　そこは通路だった。床には、飛鳥に倒されたメイドさんやこの船の客室乗務員キヤビンアテンダントのお姉さんたちが、ごろごろひっくりかえっていた。

　中に一人、まだ意識を保っている者がいた。客室乗務員のお姉さんだ。

　紺色のダブルのスーツ。シンプルだが可愛かわいらしいシニョン・キャップと、カラフルなタイがチャーミングである。

「……ふっ、そう簡単に、あげはさまに勝てるとお思いなさってはいけませんわよ」

　と、やや演技がかって、苦しげに声を震わせながら、譲たちに腕をさしのべる。

「この船の中は、私たちの仲間で貸し切り状態……。あげはさまにたどりつくだけでも容易ではないと、お心得くださいませ。あげはさま、ばんざ……い……！」

　がくっ。失神した。もしくは、そのフリをした。

　譲と飛鳥は顔を見あわせる。

「なんて言うのかしら……なかなか演技派ね」

「この人も、マンガとかアニメが好きなのかもな」

　夕鶴だけは本気で感動していた。

「ご立派なかたです……。敵でなければ、お友だちになれるかもしれないのに」

　と、そっと演技派メイドさんの髪の乱れを直してやった。

　そこに、廊下の角を曲がって、メイドさんと客室乗務員の団体が走ってきた。

「あそこにいらっしゃいましたわ！」

「“〝袈け裟さ斬ぎりの飛鳥”〟さまと“〝破は魔ま矢やの夕鶴”〟さま、それに絹ヶ瀬譲さまです！」

「皆さま、油断なさってはいけませんわよ！」

　飛鳥あすかが“〝竜の妹”〟を構え直す。

「一気に突破するわよ、絹きぬヶが瀬せくん」

「わかった。夕ゆう鶴づるさん、俺おれたちから離れないでください」

「はいっ」

「うぉぉぉぉああありゃああああああああああああぁぁぁぁどぅおおおああああっ!!」

　狭い通路で、大激闘が始まった。

　飛鳥の猛烈な突進力に、メイドさんたちも客室乗務員キヤビンアテンダントさんたちもたじたじだ。

　数が多くても、通路がせまいので、一度に一人ずつしか闘えない。

　それを利として、飛鳥は順番に、次々と敵を斬きり伏せる。

　譲ゆずるも転倒した敵から武器を奪い、飛鳥に加勢する。夕鶴も背中に負った薙なぎ刀なたを取る。飛鳥に倒された敵のハウルに打撃を与え、変身を解除させる。

「危ない、飛鳥！」

　譲が叫ぶ。船室の扉を開けて、横あいからメイドが一人、奇襲をかけてきたのだ。

　手にしているのは三さん節せつ棍こん。三つの棒をつなぎあわせた、打撃用の武器だ。

　譲は、敵から奪った十じつ手てで、三節棍をはじき返した。

　と同時に、足払いをかけ、転倒させる。三節棍を奪いとる。

「三節棍っていうのは、こう使うんだ！」

　三つに分かれた棒を、ヘビのように巧たくみにうねらせ、また別のメイドさんを攻撃する。その後ろから、夕鶴が薙刀でハウルを突く。相手の変身が解除される。

　さらに進む。敵が、四方八方から波状攻撃をかけてくる。

　船室から、階段から、時には忍者のごとく天井にはりついて待ち伏せし、襲ってくる。

　それをことごとくはね返す。飛鳥の強さは当然だが、譲もなかなかの働きぶりだ。

　襲いくる敵の武器を次々に奪い、多彩な技で飛鳥を援護する。

　剣で、槍やりで、ハンマーで、手裏剣で。

　自転車のチェーンや投げ縄なども駆使して、相手の攻撃を受け、いなし、スキあらばハウルに打撃を加えて変身を解除させる。

　たどりついた広いエレベーターの中で、息を切らしながら夕鶴が目を見張る。

「すごいですね、絹ヶ瀬さん……。こんなにいろんな武器を使いこなせるなんて。お強いとは知っていましたけど、これほどとは……」

　譲が何か言う前に、飛鳥が得意げに胸を張った。

「当然よ。私のコーチなんだもの。強くてあたりまえ――」

　言いかけて、はっとしたように譲を見、赤くなった顔をそむけた。夕鶴が、おかしそうにくすっと笑った。

　エレベーターのドアが開く。敵メイドや客室乗務員が待ち構えていた。

「ご主人さまがた、失礼いたしますっ！」

「チケットを持たないかたのご乗船は、おことわりさせていただいておりますっ！」

　まるでゾンビ映画の襲撃シーンだ。しかし譲ゆずるたちも簡単にはやられない。突破して、全速力で突っ走る。

　いつしか床には絨じゆう毯たんが敷かれていた。ここは高級客室のフロアらしい。

　階段を駆けあがる。敵が下から追ってくる。まずい。追いつかれそうだ。

　手にした剣を投げつける。追手がひるむ。少しだけ時間が稼げたが、追いつかれるのは時間の問題だ。

（いっそ自分が楯たてになってくいとめるか？）

　その時、突如！　すさまじい震動が船体を襲った！

「きゃあっ！」

　飛鳥あすかと夕ゆう鶴づるが声をあげる。何ごとか！　と、譲が思う間もなく、バランスを崩した敵が、悲鳴をあげつつ、階段をころころ転がり落ちていった。

「な、なにっ？」

　大波がぶつかったのだろうか。しかし、あの衝撃の強さは……。

　いやな予感がしてきた。が、考えている暇はない。

「ハウルの輝きが強いわ。白しら縫ぬいあげはは、ここよ！」

　言って、飛鳥が目の前の大きな扉を開け放はなった。

　白縫あげはがいた。

　胸に、きらめく月光貴石アルテミス・クリスタルを下げて。

「ようこそいらっしゃいませ。お待ちしておりましたわ」

　大輪のバラのようにあでやかな笑みを浮かべ、メイド姿の白縫あげはは、うやうやしく頭を下げた。
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　そこは広々とした食堂だった。

　窓の外は、上部甲かん板ぱん。そのさらに向こうは嵐あらしの海。

　天気がよければ、さぞかしすばらしい眺めだろう。

　室内には、豪華な調度類や、金ぴかの飾りつけ。

　それらすべてが、白縫あげはを引き立てるイルミネーションのようだ。

　椅い子すは壁際に片づけられている。固定式のテーブルも、床からはずされ、取り払われている。ちょっとした体育館ほどの広さだ。

　あげはの隣には、糸いと村むら真ま美み子こが控えていた。やはりこちらもメイド服だ。

「やっときてくれたね、るーちゃん。見つけてくれないんじゃないかって、あげはさまと心配してたんだよ」

　あげはがにこやかに真ま美み子こをたしなめる。

「あらあら、心配していたのはあなただけでしょ。私は信じていたわ。ちゃんと決着をつけにきてくださると」

「そうでした。申しわけありません、あげはさま」

　飛鳥あすかが顔をしかめ、“〝竜の妹”〟を構えた。

「あなたたちのノリにつきあう気はないわ。さっさと私と闘いなさい！」

　夕ゆう鶴づるも薙なぎ刀なたを手に、あげはに訊たずねる。

「あげはさん、私のハウルを返していただきにまいりました！」

「ご心配なく。ちゃんとここにありますわ。でも、取り戻したければ腕ずくでどうぞ」

　と言われても、この場は飛鳥にまかせるしかない。譲ゆずるも夕鶴も、ハウルを着ていないのだ。普通に立ち合えば、すぐにやられてしまう。

「それでは朝あさ霧ぎり飛鳥さま、お相手いたしますわ。起動ドライブ！」

　あげはのメイド服の胸でハウルが輝く。その全身が光に包まれ、さらにいっそうあでやかなコスチュームに変身する。手にはおなじみ“〝剣歯虎サーベル・タイガー”〟が現れた。

「さあ、おいでなさいませ！」

「ぬありゃぁぁぁぁぁあああああぁぁあああああああっぐぁあああああああっ!!」

“〝竜の妹”〟を手に飛鳥が突進する。速攻からの連続攻撃だ。

　これなら、あげはの必殺技、“〝ピッチフォーク・スクリュー”〟を封印できるはず……。

　だったのだが。

「朝霧さーん。これ、なぁーんだっ？」

　と、壁際にいた糸いと村むら真美子が、ポケットから光る物を取りだした。

「あれは、私のハウル！」

　夕鶴が叫び、飛鳥もほんの一瞬、はっとそちらに気を取られた。

　しかし、あげはとの闘いでは、その一瞬が勝敗を分けてしまうのだ。

「スキあり、でございますわ！」

　鋭い音。“〝剣歯虎”〟の二枚の刃やいばが、飛鳥の“〝竜の妹”〟をくわえこむ。

「くっ……！」

　飛鳥が跳び離れようとする。が、それを許す“〝シザーハンズ・あげは”〟ではない。

「いただきましたわ！　ピッチフォーク・スクリュー!!」

“〝剣歯虎”〟がぐるりと回転した。飛鳥もさすがにこらえきれず、“〝竜の妹”〟は宙に舞い、どすっと床に突き立った。

「飛鳥さん！」

　夕ゆう鶴づるが素早く、自分の薙なぎ刀なたを飛鳥あすかに投げ渡す。

　飛鳥は受けとり、かろうじて、あげはから跳び逃れた。

「同じことをくりかえすだけですわよ」

　ぺろりと舌なめずり。“〝剣歯虎サーベル・タイガー”〟を手に、あげはがじりじりと詰め寄る。

　飛鳥の不利はいなめない。なにしろ、薙刀など生まれて初めて手にするのだ。

　譲ゆずるはすでに“〝竜の妹”〟に走り、拾いあげている。が、飛鳥に渡すチャンスがない。

　夕鶴は真ま美み子こに鋭い目を向ける。

「卑ひ怯きような……！　私のハウルで、飛鳥さんの気をそらすなんて」

　真美子はウィンクして、可愛かわいくぺろっと舌を出した。

「申しわけありません、古こ紋もん夕鶴さま。でもあげはさまは『ここにある』とはお言いになりましたけど、『自分が持っている』とは、おっしゃいませんでしたよ」

「返していただきます。私のハウルを！」

　背負っていた弓を構え、素早く矢をつがえる。

「おっと、ごめんなさい。それはまだ、できないんです」

　かたわらにある扉を開ける。外は展望用の甲かん板ぱんだ。たちまち風雨が吹きこんでくる。

「下へ手たに動くと、ハウルを外に放ほうり投げますよ。お急ぎにならなくても、あげはさまの優勝が決まったら、ちゃんとお返しいたします」

「…………！」

　夕鶴の動きが止まった。矢が飛ぶ速度と、真美子がハウルを投げ捨てるのと、どちらが速いか、微妙である。

　飛鳥の方もピンチだった。あげはの猛攻に、徐々に追いつめられてゆく。

「今度こそ逃がしませんわ。朝あさ霧ぎり飛鳥さま！」

　あげはが、一気に飛鳥との距離を詰める。飛鳥は懸命に薙刀で牽けん制せいするが、どうしても刃やいばのさばきがぎこちない。

　その時！　思いがけぬ味方が出現した。

「必殺！　羆ひぐまキャプチャァァァァァ――っ!!」

　真美子が開けた扉から、千ち紗さが飛びこんできたのだ。

　と同時に、真美子の脚あしを、クサリガマですくい倒す！

「きゃあっ！」

　すかさず夕鶴が矢を放はなつ。矢はみごと、真美子の持ったハウルを引っかけて、後方の壁に突き立った。

「夕鶴さん！」

　千紗が、素早くハウルを夕鶴にパスする。

「真美子！」

　と、あげはが振り向きざまに、何かを放はなった。メイド服の隠しポケットに入っていた、銀色の寸すん鉄てつだ。

「あ――……っ!!」

　寸鉄が、千ち紗さのハウルに命中した。変身が解除されてしまう。

　だが、あげはの注意をそらしてくれただけで充分だった。

「飛鳥あすか、“〝竜の妹”〟だ！」

　譲ゆずるが飛鳥に“〝竜の妹”〟を投げ渡す。飛鳥はキャッチし、代わりに薙なぎ刀なたを譲に放ほうった。

　次の瞬間！

「ぬぁぁぁりゃあああぁぁぁぁぁああああああだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　体当たりせんばかりの勢いで、飛鳥があげはに迫る。攻守逆転だ。

「どあああああありりりゃゃゃああああああああああぁぁぁぐぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　すさまじい速度で“〝竜の妹”〟を振るう。ほとんど目にも留まらない。キンキンキン！　と金属音が響くので、あげはがかろうじて受けているのは確かだが。

　ひらり。メイド服をひるがえしてあげはが跳躍。距離を取る。

　そばに真ま美み子こが走り寄った。

「申しわけありません、あげはさま！」

「いいのよ、真美子。これで仕切り直し、と言うより、ここからが本番だわ」

　あげはは寛大だ。あいかわらず味方にはどこまでも優しい人である。

　夕ゆう鶴づるが、譲から自分の薙刀を受け取り、首にハウルをかけた。

「服部はつとりさん、ありがとうございます。これで私もあげはさんに、借りをお返しできます」

　こちら側には、飛鳥と夕鶴。対たい峙じするのは、あげはと真美子。

「起動ドライブ！」

　夕鶴と真美子の胸で、ハウルが輝いた。

　紺こん袴ばかまから緋ひ袴ばかまへと、夕鶴の姿が変わる。

　真美子のメイド服も変身する。全身を光が包み、あげはと同じデザインになる。

　手にした武器は、これもあげはと同じ形の、しかしやや小さめの“〝剣歯虎サーベル・タイガー”〟だった。

「おまえも“〝剣歯虎”〟を持ってたのか！」

「あげはさまにおねがいして、同じ武器を使う許可をいただいたの」

　譲の声に、真美子が得意そうに胸を張る。視線の先には飛鳥がいる。

「朝あさ霧ぎりさん、やっとバトルができるね。この時を楽しみにしてたんだ」

「私は嬉うれしくないわ。興味があるのは、月光貴石アルテミス・クリスタルだけよ」

「あぁもう、つれないんだからぁ。でも、そういうところが、大好きっ！」

　真美子はいきなり突っこんできた。

「あらためまして、まいります、古こ紋もん夕鶴さま！」

　あげはは夕ゆう鶴づるに向かってくる。

　二対二のバトルが始まった。



　四



「千ち紗さ、よくやったな。お手柄だぞ」

「ふぇぇ～、絹きぬヶが瀬せさぁん、やられちゃいましたぁ……」

　千紗がよろよろと譲ゆずるに駆け寄ってきた。

　風雨のせいで、髪はくしゃくしゃ、体操着もぐちゃぐちゃ。変身を解除されているので、ブルマーではなく短パン姿だ。

「おまえ、どうしたんだ、その顔」

「ここにたどりつく途中で、メイドさんや乗務員さんたちに、もみくちゃにされちゃったんです。私のこと、可愛かわいい可愛いって言って……ううう」

　顔のあちこちにキスマークがついている。何があったのかなんとなく想像がつくが、あまり考えたくない。

「おまえがいるってことは、羽は衣ごろも学園チームもきてるんだな」

「はい、総そう帥すいや綱つな島しま先輩たちも。みんなで羽衣学園のヨット部の船を借りてきたんです。いま、船の下のほうで闘ってらっしゃいます」

「よしよし。よくがんばったな、しばらく休め」

「くすん」

　変身を解除されてしょげているせいか、千紗は素直に譲の隣に座った。頭を撫なでてやってもいやがらない。おとなしくなでなでされている。

「千紗、下のほうで何かおかしなことなかったか」

「はい？　おかしなことって？」

「いや、だから……」

「あっ、あっ、飛鳥あすか先輩っ、気をつけてっ！」

　千紗の声に、飛鳥たちに目を向ける。

　闘っているのは飛鳥対真ま美み子こ、それから夕鶴対あげは、という組みあわせだ。

　攻勢なのは飛鳥たちのほうだ。

「ぬおありゃああああああああああだああああああぁぁぁぁぁああああああっ!!」

　猛然と“〝竜の妹”〟を振るう飛鳥。

「わっ、くっ、きゃっ、ひっ……！」

　飛鳥の猛攻に、真美子はとてもかなわない。受けるだけで精一杯だ。

　やはり真美子の力量は、この四人の中では一枚落ちるようである。

　片や、夕ゆう鶴づる対あげは。あげはは、いつかの遊園地での闘いのようにひたすら攻めまくる。夕鶴は後退しつつも反撃のチャンスをうかがっている。

　こちらの闘いは互角。

　この前は、あげはがまだ本調子ではなかったこともあり、夕鶴の勝利に終わった。

　が、あげはが復調したいまとなっては、柔と剛、守りと攻めがかみあっている。

　このまま、いつ果てるともなく闘いつづけることができそうだ。

　飛鳥あすかは真ま美み子こを攻めに攻め、攻めまくる。これまでさんざん、真美子にだまされたり、からかわれたり、いじられたりしてきた鬱うつ憤ぷんを晴らしているかのようだ。

「きゃ、わっ、くっ、んんっ！」

　真美子は腰が引けてしまっている。悲鳴をあげて後ろに下がる。

「す、すごいね、朝あさ霧ぎりさんっ。さすが、るーちゃんのコーチを受けてるだけあるよ……！」

「悪いけど、一気に決めさせてもらうわ。あなたにつきあってる時間はないから」

「そんなこと言わないで、仲良くしよう……よ！」

　と言いつつ身をひるがえし、一瞬で、あげはとポジションを交替した。

　意表を突かれ、飛鳥と夕鶴の動きが止まる。

「選手交代ですわ！」

　飛鳥に迫るあげは。飛鳥はたちまち押しまくられる。一転してピンチである。

「“〝破は魔ま矢やの夕鶴”〟さま！　お相手できて光栄です！」

　こちらは夕鶴対真美子。真美子も攻めるが、夕鶴には余裕がある。ひたすら防戦に徹し、真美子に決定的なチャンスは与えない。

（妙だな……）

　譲ゆずるは不審を感じた。おさななじみの譲にはよくわかる。真美子のあの表情、あれは、何かいたずらを仕掛けようとしている時の顔だ。

　はっとした。真美子があげはの戦いかたを真ま似ねているなら――。

「夕鶴さん！　隠し武器に気をつけて！」

　次の瞬間、夕鶴が反射的に身をかわす。と同時に、真美子の唇から、ふくみ針が発射された。あやうく夕鶴の顔には当たらなかったが、わずかに体勢が崩れる。

「あげはさま直じき伝でん！　ピッチフォーク・スクリュー！」

　夕鶴の薙なぎ刀なたを二枚の刃やいばでくわえこみ、高速回転！　あげはほどのパワーはないが、形は完全だった。薙刀が振り飛ばされ、夕鶴が素手になる。

「なんの！」

　と夕鶴は跳びすさりざま、背中に負った弓矢を構えようとする。

　が、そうはさせじと、真美子が一転、反撃に移る。

「今度は朝霧さんの真似！　だありゃあああぁぁぁああああああぁぁぁああああっ！」

　叫びながら猛攻撃。真ま美み子この“〝剣歯虎サーベル・タイガー”〟が、夕ゆう鶴づるの矢入れの弦つるを切った。

　矢が床に散らばる。これでもう弓は使えない。

「夕鶴さんっ！」

　千ち紗さが叫ぶ。薙なぎ刀なたを失い、弓矢も使えず、もはや夕鶴に武器はない。

　譲ゆずるも、さっき階段で武器を放ほうり捨ててしまっている。千紗のクサリガマも、変身解除の時に消滅している。手渡せる武器は、ここにはない。

「さしもの“〝破は魔ま矢やの夕鶴”〟さまも、武器がなければ闘いようがないでしょう！」

「そんなことはありませんっ！」

　素手で防戦一方になりながらも、夕鶴の目は生きている。

「闘う気持ちがある限り、術すべは必ずそこにあるんです。その証あかしを、見せてさしあげます！」

　巫み女こ装しよう束ぞくをひるがえし、身軽にバック転ジャンプを連続して、壁際に逃れる。

　そこには片づけられた椅い子すが、船が揺れても崩れないよう、器具で固定されている。

　夕鶴は固定されている椅子の一つをひっぱりだし、思いきり頭上に振りあげた。

「これが、古こ紋もん夕鶴の闘いかたです！」

「ひゃっ！」

　さすがの真美子もこれにはひるんだ。ぶおんっ！　と唸うなりをあげて、椅子が真美子に振りおろされる。

　あわてて“〝剣歯虎”〟ではじきかえす。が、夕鶴はすでに、次の椅子を握っていた。

「だあ――――っ!!」

　次から次へと椅子をぶん投げながら、夕鶴が飛鳥あすかに叫ぶ。

「ビューティフルマシーン１号さん！　ダブル攻撃です！」

「わかったわ！」

　こちらも形勢不利だった飛鳥が、躊ちゆう躇ちよなく応こたえる。

「え？　ビューティフル……？」

　意味がわからず、あげはが一瞬、目をぱちくりする。

　そこに飛鳥の、助走なしのその場跳びドロップキックが襲いかかった。

「でありゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああぉぉぉぉあああああああっ!!」

　かたや夕鶴も、巫女装束でドロップキック！

「はぁぁぁぁぁぁ――っ!!」

　どちらも、まるで体操選手のようにぴんと脚あしを伸ばした美しい空中姿勢だ！

　それぞれにキックを浴びたあげはと真美子が、よろめき、互いに衝突する。

「もう一回ダブル攻撃よ、ビューティフルマシーン２号！」

「はいっ！」

　今度は飛鳥の指示で、二人が両側から突進する。ふらついていたあげはと真美子は、サンドイッチの体当たりをくらって、向かいあわせにぎゅうと押しつぶされる。

「ああーっ！」

「むぎゅーっ！」

　胸と胸、身体からだと身体が密着し、二人のメイド美少女が、苦しげな声をあげる。

「糸いと村むら真ま美み子こさんでしたね。お覚悟を！　たあ――――っ!!」

　夕ゆう鶴づるが、椅い子すの底部を真美子に押しつけ、一気に壁際まで押しこんだ。

　真美子は、四本の脚あしにメイド服の胴体をはさまれ、身動きできない。

「ああああっ……」

「ご免！」

　真美子のハウルをわしづかみにし、一気に引きちぎる。

「ああああっ……!!」

　ハウルを奪われ、変身が解除される。夕鶴の勝ちだ。真美子は力尽きたように、壁に背をあずけ、ずるずるとしゃがみこんだ。

　残るは、飛鳥あすかとあげはの闘いだ。

「飛鳥先輩、がんばって！」

　千ち紗さが声援を送る。

「どぁぁぁあああありゃああああああああぁぁぁぁああああああっ!!」

“〝竜の妹”〟を振るう。しかし、さすがは白しら縫ぬいあげは。巧たくみに刃やいばをかいくぐり、“〝剣歯虎サーベル・タイガー”〟で“〝竜の妹”〟を受け止めた。再び“〝ピッチフォーク・スクリュー”〟の形だ。

　しかし今度は飛鳥も、簡単には技をかけられない。そのまま、つばぜりあいになる。

　あげはからすれば、これは“〝ピッチフォーク・スクリュー”〟の体勢である。

　しかし、飛鳥にも“〝逆回転ピッチフォーク・スクリュー”〟という返し技があるのだ。

　互いにおのれの武器を回転させようと力をこめる。

　パワーで負けたほうが、技をかけられてしまう。

　譲ゆずるも千紗も夕鶴も、手を出すわけにはいかない。一対一の勝負だ。

　が、やはり体格で上まわるあげはのほうが、力でも優まさっているようだ。

　じりじりと、飛鳥の姿勢が歪ゆがんでいく。

「そろそろご観念なさいませ……！　優勝は、この白縫あげはがいただきます！」

　ぐっ、とあげはが力をこめる。

　が、次の瞬間、飛鳥が意外な行動に出た。自ら“〝竜の妹”〟を放はなしてしまったのだ。

「きゃ……！」

　ピッチフォーク・スクリューはそのまま遂行され、“〝竜の妹”〟は空中に振り飛ばされた。が、突然に手ごたえを失い、あげはがバランスを崩した。

「もらったわ！」

　飛鳥あすかがあげはのふところに飛びこみ、思いきり体当たりをくらわせる。

　と同時に、落下してきた“〝竜の妹”〟をキャッチする。

「うぉありゃあああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

“〝竜の妹”〟を横ざまに振りまわして突進！

　あげははよろめきながらも、口からふくみ針を発射する。

　が、飛鳥も何度も同じ手はくらわない。首をすくめてかわし、強引に間まを詰める。

　あげはは“〝剣歯虎サーベル・タイガー”〟を構え直す。その時、ぐううっ、と、また大きく船体が傾いた。

「ああっ……！」

　あげはの腰がふらついた。バランス感覚では飛鳥が上だ。不意の足場の動揺にも、まったく動じず、そのまま突っ走ってあげはに身体からだをぶつけていった。ラグビーのタックルのような体勢だ。

「ぐっ――」

　あげはの目が苦痛に見開かれる。

　飛鳥は勢いにまかせて、ボリュームのあるあげはの身体を床に押し倒した。

「月光貴石アルテミス・クリスタル、もらったわ！」

“〝竜の妹”〟を振りあげ――。

　あげはの胸のハウルに、その切っ先を突きたてる！

　悲鳴とともに、光が炸さく裂れつし、あげはの変身が解除される。

　そして光がおさまると、月光貴石は飛鳥の手に移っていた。首にかけ、息をつく。

　あげはは脳のう震しん盪とうでも起こしたのか、すぐには立てないようだ。

　真ま美み子こもまだ荒い息をして、座りこんでいる。

　飛鳥と夕ゆう鶴づるは、まだ余力は充分。

「…………！」

　と、どちらからともなく、飛鳥と夕鶴の視線がぶつかりあった。

　たったいままで、ともに戦っていたタッグチームが、この瞬間から敵同士になるのだ。

　夕鶴はすでに矢入れの弦つるを直し、手には薙なぎ刀なた。背中に弓。完全装備だ。

「第二ラウンドの開始ね……！」

「もう間もなく日没の時刻です。このまま、ここで闘いましょう」

「望むところよ」

　飛鳥が“〝竜の妹”〟を構える。

　夕鶴は神しん速そくの早はや業わざで、薙刀から弓に武器を持ち替え、矢を放はなつ。

　が、飛鳥は予期していた。横に跳んでかわす。そちらには、さっき千ち紗さが飛びこんできた、外の甲かん板ぱんに通じる扉がある。

「外に出ろ、飛鳥！」

「なんでっ!?」

「いいから出るんだ！　そうすればわかる！」

「わけがわからないわ！　ちゃんと説明してよ！」

　怒りながらも、その身体からだは譲ゆずるの言うとおりに動いた。このへんは、つちかってきた信頼関係のなせるわざだ。扉を抜けて、飛鳥あすかは外に飛びだした。

「逃がしません！」

　夕ゆう鶴づるも弓と矢を手につづく。譲と千ち紗さも追いかける。

　千紗が訊たずねてくる。

「どういうつもりですか、絹きぬヶが瀬せさん。逃げまくって時間切れを狙ねらう作戦ですか？」

「そんなことしたら、飛鳥にクビにされちまうよ。ちゃんと考えがあるんだ」

　言いながら、譲と千紗は甲かん板ぱんへの出口をくぐった。
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　外の甲板に出る。とたん！　すさまじい風と雨が叩たたきつけてきた。

「きゃあっ、きぬがせさん！」

　吹き飛ばされそうになる千紗。譲はその小さな身体を抱えこんでやった。

　飛鳥と夕鶴は、タラップをのぼり、船の最上部の甲板にあがっていた。譲と千紗は、タラップの下の通路から、二人を見上げるかっこうだ。

　風に負けまいと大声で叫ぶ。

「飛鳥！　風上に位置取りしろ！」

「だから、どうしてよ！」

　しかしその理由は、すぐに飛鳥にも了解されたようだった。

　風上に立つ飛鳥に対し、夕鶴は必然的に風下に立つ。

　すると矢や弾だまのように叩きつけてくる風雨が、まともに夕鶴の顔を打つ。

　弓矢を構えて狙いをつけようとしても、雨粒が目にぶつかってくる。

　いかに五・○の視力を誇る夕鶴でも、これでは狙いが定まらない。

「考えましたね、絹ヶ瀬さん！　天候を利用するとは……！」

　と、夕鶴の声が降ってくる。

　それでも果敢に矢を連射。しかし、強風に逆らい飛ぶ矢は、その勢いも減めつ殺さつされる。

　風上に立つ飛鳥が“〝竜の妹”〟で矢をなぎ払うのは、たやすいことだった。

　譲にかばわれながら、千紗が大声で訊ねてくる。

「これが絹ヶ瀬さんの作戦だったんですか！」

「ああ！　いくら夕鶴さんでも、この嵐あらしの中じゃ力を出せないからな！」

　夕ゆう鶴づるはいさぎよく、弓と矢入れを手て放ばなした。

　背負っていた薙なぎ刀なたを持ち、あらためて悠然と飛鳥あすかに向く。

　頭上には荒れ狂う黒雲。

　眼下には巨大な波は濤とうに揺れる海。

　陸地はぼんやりとしか見えない。が、いつの間にか、街の西側に流されていたようだ。あそこに見えるのはたぶん、古こ紋もん神社の建っている断だん崖がいだろう。

　やや離れた海上では、屋や形かた船ぶねと水上バス、ヨットやボートやカヌーが入り乱れている。各チームが集まって、月光精霊ニンフアーたちが乱戦状態のようだ。

　しかし、譲ゆずるが気になっているのは、船体の傾きだ。

　刻一刻、傾斜が大きくなっている気がする。

　千ち紗さの短パンのポケットで携帯電話が鳴った。

「もしもしっ。あ、針は生りゆう先生ですか？」

　譲が耳を近づける。

『千紗！　絹きぬヶが瀬せくんや飛鳥たちもそばにいるわね!?　すぐにその船からおりなさい！

座ざ礁しようして、船底に穴が開いているわ！』

　やっぱりか、と譲は思った。それでさっきから船が傾いていたのだ。

　このあたりには岩がん礁しようが多い。台風と、バトルの混乱のために、船が方向を見失い、岩にぶつかったのだろう。

『ほかの子たちはもう脱出させたわ。あなたたちもすぐに逃げて！』

「飛鳥先輩、夕鶴さん！　バトルは中止してください！　この船、もうすぐ沈んじゃいます！」

　電話を切って千紗が叫ぶ。声は届いているはずだが、“〝竜の妹”〟を手にした飛鳥も、薙刀を構えた夕鶴も、対たい峙じしたまま動かない。

「飛鳥先輩、夕鶴さん！」

「無駄だろうな。これで闘いをやめる二人じゃない……！」

　それに飛鳥も夕鶴もハウルを着ている。船が沈んでも、自力で助かることができるだろう。むしろ、自分や千紗が心配だ。船ふな縁べりには救命ボートや浮輪があるから、いざとなれば脱出できるだろうが……。

　上部甲かん板ぱんには照明がともり、飛鳥と夕鶴を、風雨の中で照らしだしている。

　飛鳥の胸で、雨に濡ぬれた月光貴石アルテミス・クリスタルが、照明にきらきら輝いている。

　ごうごうと吹き荒れる嵐あらしの中――。

　沈みゆく豪華客船の上で、剣と薙刀で闘おうとしている、二人の少女。

　強い風に、二人の長い髪が、セーラー服のスカートが、そして巫み女こ装しよう束ぞくの、襷たすきで縛られた幅広の袖そでがはためく。

　先に動いたのは、やはり飛鳥あすかだった。

「うぉあああありゃあああああああどあああああああああああああああっ!!」

　風の勢いに乗って、一直線に夕ゆう鶴づるに突っこんでいく。

　しかし夕鶴は防御の達人だ。突進してくる飛鳥の刃やいばを、薙なぎ刀なたで受け流す。

　さらに、その動きに乗じて、自分が風上にまわろうとする。

　が、飛鳥も巧たくみなフットワークで、自分の位置を譲ゆずるらない。

「飛鳥先輩、勝てるでしょうか……」

　譲にかばわれながら、千ち紗さは心配そうだ。

「油断はできないな。夕鶴さんの弓を封じることには成功したけど、これでやっと、五分五分かどうかってところだから」

　不気味な音とともに、船体がかしぐ。

「それに、甲かん板ぱんの傾きは夕鶴さんのほうが上だ。飛鳥は両手に“〝竜の妹”〟を握ってるから、スカーフを武器にすることもできないし」

「弱気なことばかり言ってないで、何か作戦を考えてあげてください！」

　言われるまでもなく、必死に思考をめぐらせる。その間にも闘いはつづいている。

「ぬぉぁぁああありゃあああぁぁぁあああああああああぁぁぁああああああっ!!」

　嵐あらしを圧倒する飛鳥の咆ほう哮こう。叩たたきつける雨粒をものともせずに、“〝竜の妹”〟を振るう。

　しかし夕鶴もさるもの。ひるまず冷静に、飛鳥の攻撃を受けている。

　いつもの世話好きで、ちょっぴり世間知らずな、優しいお姉さんの表情ではない。

　闘う少女、闘う人間の顔だ。

「夕鶴さん、守ってばかりですね。スキをうかがってるんでしょうか」

「ああ。位置の入れ替わりを狙ねらってるんだろう」

　譲の言ったとおりだった。夕鶴が動いた。

　飛鳥の斬ざん撃げきを、背をかがめて回避し――。

　そのまま傾いた甲板を、すべり台のようにすべり、飛鳥の後方にするりと移動した。

　はっ、と飛鳥がふりむいた。

「しまった！」

「飛鳥さん、お覚悟！」

　夕鶴の声が響いた。静から動への、一瞬の変化。

　薙刀の切っ先が猛然と突きだされる。

　飛鳥は後方に跳ぶ。が、傾き、濡ぬれた足場では踏み切る力が不十分だ。

　夕鶴の薙刀が迫る。このタイミングでは、かわすことは不可能――。

　ではなかった。

　飛鳥が空を飛んだ。

　その名のとおりに、鳥のように。

　セーラー服を着た細い身体からだが、ふわりと空中に舞い、物理法則を無視したかのような距離を飛ひ翔しようして、後方の手すりの上に、とんと着地したのだ。

「あ、あすかせんぱいが、とんだ……？」

　千ち紗さは呆ぼう然ぜんとしている。譲ゆずるも一瞬、目を疑った。が、すぐに何が起きたかわかった。

　風だ。

　吹きつけてくる風を利用し、凧たこのように浮力を得て、後方に舞い飛んだのだ。

（こいつ、本当に天才だ……！）

　譲はあらためて、飛鳥あすかの闘いのセンスに目を見張っていた。

　突然の位置取りの逆転と、不意打ち。

　それをかわし、とっさに風を利用して飛ぶことなど、譲にだってできないだろう。

　夕ゆう鶴づるも度ど肝ぎもを抜かれたようだ。動きが止まる。

　そして、それを見逃す飛鳥ではない。

「だぁりゃああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　今度は自分が、傾斜を利用して疾走する。髪が真後ろになびく。

　しかし――。

「きゃあ！」

















　と悲鳴をあげたのは千ち紗さだった。がくん、また大きく、船体がかしいだのだ。

　さすがの飛鳥あすかもこらえきれなかった。足が止まる。そこに夕ゆう鶴づるが斬きりこむ。

「月光貴石アルテミス・クリスタル、ちょうだいいたします！」

“〝竜の妹”〟の刃やいばを薙なぎ刀なたではじき、飛鳥を押し倒し、胸の月光貴石を奪おうとする。

「そうは、いかないわ……っ！」

　つかみかかってきた夕鶴の手を、かろうじて飛鳥が押しとどめる。

　両者とも右手には武器を持っている。左手同士の力比べだ。

　しかし、上になっている夕鶴のほうが力が入る。

　じりじりとその手が、飛鳥の胸に迫る。

「くっ……あっ、ううっ……！」

「く、う、う、う、う……！」

　どちらのものともわからない声が聞こえてくる。

「ああっ……！　絹きぬヶが瀬せさん、なんとかしてあげてください！」

　千紗が譲ゆずるにしがみつく。譲だって、策があれば教えてやりたい。

　しかし、さっきの飛鳥のようなとっさの機転は、そう簡単には……。

　飛鳥のように、風を利用するなど……。

　風。

「飛鳥！　夕鶴さんの襷たすきを取れ！」

　すかさず飛鳥が反応した。“〝竜の妹”〟を離し、自由になった右手で、夕鶴の襷に手をかけ、結び目を一気にほどく。

　と同時に、縛られていた巫み女こ装しよう束ぞくの袖そでが広がった。

　そこに台風の猛烈な風力が襲いかかった。爆発的な浮力をはらんだ巫女装束の袖が、はためき、広がり、夕鶴の体勢を大きく崩した。

「もらったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁだぁぁぁぁりゃあああああぁぁぁぁ――っ!!」

　飛鳥は一挙動で身を反転させ、“〝竜の妹”〟を手に夕鶴に躍りかかった。

　躊ちゆう躇ちよせず、その胸のハウルに、切っ先を突きたてる！

　夕鶴の悲鳴が、風雨を切り裂いた。

　炸さく裂れつしたハウルの光が空中の雨を照らしだし、球形の光の場を描いた。

　飛鳥の三連続優勝が決まった瞬間だった。
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「やったぁぁ――っ!!　飛鳥先輩――っ!!」

　千紗がタラップをあがって飛鳥に駆け寄る。譲もつづく。

「あすかせんぱぁーい！」

「千ち紗さ！」

　満面の笑みで飛びつく千紗を、飛鳥あすかも嬉うれしそうに抱きとめる。

「喜んでるヒマはないぞ。早く脱出しないと！」

「そ、そうです、飛鳥先輩っ。この船、もうすぐ沈むんですから……きゃあっ！」

　船体が、さらに大きく傾いた。飛鳥と千紗が、必死に手すりにすがる。譲ゆずるも、まだ朦もう朧ろうとしている夕ゆう鶴づるを助け起こす。

「あ……絹きぬヶが瀬せさん」

「しっかりしてください。立てますか？」

「私、負けたんですね……」

　夕鶴が、風雨に濡ぬれた顔で微笑する。

「さすがです……。飛鳥さんも強かったけれど、やっぱり絹ヶ瀬さんが支えになってらっしゃるからこそですね。ちょっとうらやましいような……」

「ちょっとそこ！　何ひそひそ話してるの？　自分で歩けるなら、そんなにくっつかなくてもいいでしょ！」

　飛鳥が怒る。夕鶴はふらつきながら立ちあがり、飛鳥に笑顔を向けた。

「ご心配なさらなくても、横取りしたりしませんよ。あなたの大切な絹ヶ瀬さんを」

「だ、誰だれが大切なきぬがせさ――きゃっ！」

　がくん、さらに船が傾いた。確かに、おしゃべりしている場合ではない。

「どうするの、絹ヶ瀬くん。ここから救命ボートをおろす？」

　だが、すでに船の傾きが大きくなりすぎている。風雨の勢いも強い。ボートをおろすのは危険そうだ。と言って、この高さから海中に飛びこむわけにもいかない。

「船の中を通って、タラップ口から脱出するしかない。いこう！」

　急いでさっきの食堂に戻る。あげはと真ま美み子こはまだその場にいた。

「るーちゃん！」

　あげはは意識を取り戻したところらしい。真美子に支えられて立とうとしている。

「あげはさん、大丈夫ですか？」

「絹ヶ瀬さま……ええ、なんとか」

「るーちゃん、早く逃げよう！　さっき針は生りゆう先生から連絡があったの。この船もうすぐ沈んじゃうって」

「わかってる。あげはさん、出口までの道順わかりますか」

　あげはがうなずく。

「もちろん、私が責任をもってご案内いたしますわ。皆さまに万一のことがあれば、朔さく夜やさまにあわせる顔がありません」

　さっきまでの敵と味方も、こうなれば呉ご越えつ同どう舟しゆう、運命共同体だ。

　ところが船体が歪ゆがんでいるためか、廊下に通じる扉が開かない。

「飛鳥あすか！」

「まかせて。どぁあぁぁぁりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　まだ変身状態だった飛鳥が、“〝竜の妹”〟の一撃で、扉を粉砕した。

「まだ変身は解くなよ。この場でハウルを使えるのは、おまえだけなんだから」

「わかってるわ。私は女神だもの。みんなを守らなくちゃ」

　頼もしい言葉だ。譲ゆずるたちは傾いた廊下を駆けだした。

「るーちゃん、勝負は決着がついたの？」

「ああ、飛鳥の勝ちだ」

　あげはが腕時計を見て、ため息をついた。

「たったいま、日没の時刻になりましたわ。今回の優勝も飛鳥さまで決定ですわね……」

「悔しがるのはあとにしましょう。いまは、無事に脱出することを考えなければ」

　夕ゆう鶴づるの言うとおりだった。船のあちこちから異様な破砕音が聞こえてくる。完全に沈没するまで、あとどれほど時間があるだろうか。

「床まで水がきてますね……。だいぶ浸水が進んでるみたいです」

　ぱしゃぱしゃと足を濡ぬらす海水を見ながら、千ち紗さも不安そうだ。

　階を下るにつれ、海水はどんどんかさを増し、やがて膝ひざを濡らすほどになった。

　通路を抜け、階段をおりる。エレベーターは動かない。

「あげはさんのチームのかたで、逃げ遅れた人がいらっしゃるんじゃないでしょうか。もしいらしたら、探してお連れしないと……」

　心配する夕鶴に、あげはが答えた。

「ご安心ください。もう下船するよう伝えました。みな、無事に避難しているはずですわ」

　真ま美み子こが譲の耳もとでささやいた。

「みんな、あげはさまを置いて逃げたくないって言ったんだよ。でも、あげはさまが説得して脱出させたの。あげはさまって優しいでしょ」

「知ってる。おまえが慕うのもわかるよ」

　仲間に優しいぶん敵には容赦がないけどな、と胸の中でつけ加える。

「あのね、私があげはさまと仲良くなったのって、るーちゃんがきっかけなんだよ」

　譲は驚いた。そんな話は初めて聞いた。

「るーちゃんのお父さんとお母さんが亡くなって、道場が閉まった時、私、友だちなのになんにも知らなかったでしょ。それで落ちこんでた時に、バイト先のメイド喫茶で、あげはさまと知りあって、なぐさめてもらったの」

　そんなことがあったのか。当時は自分のことだけで手一杯で、真美子がそんなふうに思ってくれていることなど気づかなかった……。

「で、私にも月光精霊ニンフアーの資質があるってわかって、チームに入れてもらったの。そのうち、るーちゃんのことも紹介して、お仕事がもらえるようにおねがいするつもりだったんだけどね。朝あさ霧ぎりさんに先を越されちゃった」

　そして、にこっと笑いかける。

「でも、まだ諦あきらめてないけどね。るーちゃんのことも、朝霧さんのことも」

　譲ゆずるは苦笑した。このしつこさも、あげは譲りなのかもしれない。



　さらに階を下る。次第に話をする余裕もなくなってくる。もう水は腰まできていた。

　ようやくあげはが足を止めた。大きな扉が目の前にある。

「これですわ！　これを抜ければ、外に出られます！」

　しかし、ここでも扉が開かない。飛鳥あすかが水をかきわけ、進み出た。

「私にまかせて。一気にぶち破るわ」

“〝竜の妹”〟を構える。

　ところが、その瞬間。

　不意に光がきらめいて、飛鳥の姿が、元どおりの学校の制服姿に変わってしまった。

「えっ？　どうしちゃったんですか、飛鳥先輩！」

「時間切れだわ……！」

　飛鳥がうろたえ、譲を見た。

「ハウルは、時間が経たつと、勝手にドライブ状態が解除になる……。さっき変身してから、ずいぶん時間が経っちゃったから、それで――」

「千ち紗さ、おまえのハウル、まだ使えないか？」

　即座に譲が訊たずねる。この場にいる五人の中では、千紗がもっとも早い段階で変身を解除されている。時間が経って力が回復し、変身できるようになっているかもしれない。

「だ、だめです、まだ。すみませんっ」

「私もまだ無理です。あげはさんと糸いと村むらさんは？」

　夕ゆう鶴づるの問いに、しかし、あげはと真ま美み子こもそろって首を横に振った。

「あげはさま、どこか他に出られる場所は――」

「こう浸水が進んでは、別の出口にまわるのは無理だわ。なんとしてもここから脱出しないと！」

　全員、力をあわせて扉に体当たりをかける。

　しかし、ぶ厚い金属製の扉はびくともしない。

　水かさはどんどん増えてくる。このままでは、全員ここで溺おぼれてしまう。

「わっ、わっ、水がもう、私の首まできちゃいました！」

「あきらめちゃだめよ！　千ち紗さ、私にしがみついて！」

「はいっ。すみません、飛鳥あすか先輩っ」

「あげはさま、携帯電話をお持ちでらっしゃいませんか！」

「びしょ濡ぬれで使いものにならないわ。もし使えても、いまから助けを呼んだのでは間にあわない！」

「皆さん、落ちついて！　あきらめてはいけません。きっと助かる方法があるはずです！」

「絹きぬヶが瀬せくんっ！」

　飛鳥の悲鳴のような声が反響する。

「何か方法はないの？　あなたいつも、最後のぎりぎりで逆転の方法を思いついて、私を助けてくれるじゃない。絹ヶ瀬流の何かで、なんとかできない!?」

　頼ってもらえるのは嬉うれしい。が、あいかわらず無茶を言う。

　しかし、飛鳥だけでなく、夕ゆう鶴づるも、千紗も、真ま美み子こも、あげはも――みんな、譲ゆずるだけが最後の望みという顔で見つめている。

「絹ヶ瀬さん、何か策を！」

「なんとかしてください、絹ヶ瀬さん！」

「るーちゃん！」

「絹ヶ瀬さま！」

　考えは、ある。三日前に白しら縫ぬい朔さく夜やと話をしてから、ずっと考えていたことが。

　うまくいくかどうかはわからないが……。いまはやってみるしかない。

「飛鳥、おまえのハウルを貸せ！」

「えっ？」

「朔夜さんが言うには、俺おれには特別な力があるらしい。前に夕鶴さんのハウルでできたことが、おまえのハウルでもできるかもしれない。貸してくれ！」

　飛鳥が、胸のハウルをはずして譲に渡した。

「私のハウルも使ってみてください、絹ヶ瀬さん！」

　夕鶴が自分のハウルも譲に渡す。

「私のもお貸ししますっ！」

「るーちゃん、私のも！」

「私のハウルもおあずけいたしますわ！」

　全員のハウルが譲の手に集まった。

（異次元人だか異世界人だか女神さまだか知らないけど、誰だれでもいい……。俺に力をくれ……！）

　五つのハウルを握りしめ、念じる。

（飛鳥の姉さん……。父さん、母さん、頼む……！　俺に、ここにいる人たちを救う力を与えてくれ！）

　死に物狂いで精神を集中する。

　――少しずつ、力が高まる感覚が広がってきた。

　この感じには覚えがある。以前、夕ゆう鶴づるのハウルを使った時と同じものだ。

　自分の身体からだが発光している。体内から皮膚の表面にまで、力がわきあがってくる。

　千ち紗さの声が聞こえた。

「絹きぬヶが瀬せさんの身体に、あの模様が……！」

　つづいてあげはの声。

「いつかの私と同じですわ！　力の暴走――。自分で自分を制御できなくなるのです！」

　しかし譲ゆずるの理性は、まだ保たれていた。

　手にした五つのハウルから、とめどなく力が流れこんでくる。身体に力が満ち、あふれ、はじけ、炸さく裂れつする。

　譲は咆ほう哮こうした。飛鳥あすかのように。

　そして、力を目の前の扉に叩たたきつけた。

　自分でも信じられないほどの、すさまじいエネルギーが、奔ほん流りゆうとなって爆発し――。



　七



　……気がつくと、譲は屋や形かた船ぶねの畳の上に寝かされていた。

「絹ヶ瀬くんっ！」

「絹ヶ瀬さんっ！」

　のぞきこんでいるのは、飛鳥と千紗だった。

　反射的に身体を起こす。が、目まいがしてフラついた。

　飛鳥と千紗が急いで支えてくれた。

「大丈夫……？　まだ無理しないで」

「寝ててください。もう、何も心配ないですから」

「ほかのみんなは……？　夕鶴さんや、真ま美み子こや、あげはさんは……」

「みんな無事よ。安心して」

「皆さん、さっきまで絹ヶ瀬さんのそばについてたんですよ。いまは自分のチームに戻ってらっしゃいます」

「じゃあ、みんな助かったんだな。よかった……」

　息をつき、また身体を横たえる。ようやく周りを見まわす余裕ができた。

　屋形船の中には、譲のほかにも寝かされている女の子があちこちにいる。バトルでダメージを受けたり、水に落ちて溺おぼれかけた月光精霊ニンフアーたちだろう。いろんなチームのいろんな服装の女の子たちが忙しげに動きまわって、倒れている者を介かい抱ほうしている。

「絹きぬヶが瀬せさんのパワー、すごかったです。素手の一撃で、あのぶ厚い扉をぶっとばしちゃったんですから」

「そうなのか？　ぜんぜんおぼえてない……」

「あなたすぐ失神しちゃったから、みんなでかついで外に出たのよ。そこにこの船がきてくれて、助けられたの。ハウルは返してもらったわ」

　飛鳥あすかと千ち紗さの胸にはハウルがある。飛鳥の首には、月光貴石アルテミス・クリスタルも輝いている。

　窓の外には、他の船や水上バス、ヨットやボートも見えた。

　嵐あらしは過ぎ去ったらしく、海はおだやかだ。雲の切れ間から月がのぞいている。

「絹ヶ瀬くん、気がついたのね。よかったわ」

　白ジャージ姿の針は生りゆう先生が笑顔で歩み寄ってきた。

「こっちもようやく確認ができたわ。各チームとも、全員無事。行方ゆくえ不明者も重傷者もなし。あとはこのまま港まで帰るだけよ。アルテミス号が沈んじゃったのはニュースになるでしょうけど、月光精霊ニンフアーの闘いは、誰だれにも知られずにすみそうだわ」

　やはり沈んでしまったのか。孝こう介すけの父さんと母さんががっかりするだろう。

　千紗が立ちあがった。

「夕ゆう鶴づるさんに知らせてきます。絹ヶ瀬さんが目をさましましたって」

「私も真ま美み子こたちに教えてくるわ。飛鳥、絹ヶ瀬くんのお世話、おねがいね」

　針生先生と千紗は一緒に去っていった。

　屋や形かた船ぶねの隅には、譲ゆずると飛鳥だけが残された。周りの者たちは忙しそうだ。こちらに注意を向ける者はいない。

「…………」

「…………」

　譲はなんとなく言葉が見つからず、黙って飛鳥と視線をかわした。

「……また優勝できたわね、私たち」

　飛鳥のまなざしは優しかった。

「ああ。三連続優勝だ。立派なもんだよ」

「あなたが起きたらお礼を言おうと思ったけど、やめたわ。――だってこの優勝は、私とあなたと二人のものだものね」

　譲はうなずいた。お礼よりも、その言葉のほうが嬉うれしかった。

「何かほしいものない？　ふとん、濡ぬれちゃってるかしら。替えをもらってくる？」

「いや、いいよ。ここにいてくれ」

「……うん」

　飛鳥はしばらく黙っていたが、不意に譲の首を持ちあげ、自分の膝ひざに乗せた。

　譲ゆずるはびっくりして飛鳥あすかを見上げた。飛鳥はものすごく恐こわい顔で、しかし真っ赤になりながら譲をにらんだ。

「何よ。文句あるの？」

「い、いえ。ないですっ」

「特別サービスよ。いまだけ特別。いちおう雇用主だからね。たまには優しくしてあげなくちゃ。それにあなたのおかげで生命いのちが助かったんだし……」

　飛鳥の言いわけを聞きながら、譲はまぶたを閉じた。

「絹きぬヶが瀬せくん、絹ヶ瀬くん？　眠っちゃったの？」

　返事をすることはできなかった。不意に安らかな睡魔に襲われて、もう目が開かない。

「……いいわ、眠っても。ずっとこうしててあげるから」

「…………」

　かろうじて、薄く目を開ける。飛鳥がやわらかな笑みを浮かべて譲を見おろしている。

　譲には、それが本物の女神のほほえみのように思えた。










終章　新たなる闘いの幕開け



　翌日。体力を回復した譲ゆずるは、古こ紋もん神社を訪れた。台風一過、すばらしい青空である。

「飛鳥あすかさんはご一緒じゃないんですか」

　出迎えてくれた夕ゆう鶴づるが訊たずねる。腕には星ほし丸まるがとまっている。

「ええ。ここで落ちあう約束なんで。俺おれがくるのがちょっと早かったみたいですね」

「そうだわ。まだきちんとお礼を申しあげていませんでしたね」

　夕鶴が姿勢を正して頭を下げた。

「ハウルを取り返すのに力を貸してくださって、ありがとうございました。あとで飛鳥さんにもお礼を言わなくては」

「いいんですよ。こっちも“〝奥の院”〟に入れてもらいたくてしたことだし」

　夕鶴は、ふふっ、とおかしそうに笑った。「ククッ」と星丸も鳴いた。

「あなたと飛鳥さんって、よく似ていますね」

「似てますかあ？」

　あまりに意外な言葉に、声が裏返った。

「俺はあいつみたいに暴力的でも好戦的でもないし、むしろ正反対だと思うんですけど」

「でも、正直なところや、照れ屋さんなところはそっくり。それとも、一緒に戦っているうちに、お互いに似てきたのかしら」

　境けい内だいのほうに目を向ける。紺こん袴ばかまの巫み女こさんたちが、せっせと箒ほうきがけをして働いている。

「……私もあなたたちを見習おうと思うんです。きっとこれまでは、一人で長おさ巫み女この責任を背負いこみすぎていたんですね。けれど、もっと仲間を信じて、足りないところをおぎないあって、頼ったり、助けてもらおうと思います。――こんなふうに考えられるようになったのは、絹きぬヶが瀬せさんたちのおかげです」

「長巫女を辞めるって話は……」

「保留にしました。絹ヶ瀬さんのおっしゃってくださったことも考えて、今度だけは仲間たちに甘えてみようかと」

「そうですかぁ。うん、それが正解だと思いますよ」

「でも、いずれ何かの形で、自分の失策を埋めあわせなくては、とも決心しています。そして、それは」

　と、ちょっぴりいたずらっぽい口く調ちようになる。

「あなたがたの手から、女神の座を奪取することだと思っているんですよ」

「ははは……お手柔らかに」

　そこに、セーラー服のリボンをなびかせながら、飛鳥がやってきた。

「お待たせ、絹きぬヶが瀬せくん。……なんの話をしてたの？」

　譲ゆずると夕ゆう鶴づるが話しているのを見て、ちょっと機嫌が悪くなる。

「ああ、それが――」

「絹ヶ瀬さんから、あなたをどんなに大好きかっていうお話をうかがっていたんですよ」

「え！」

　飛鳥あすかががちんと硬直した。

「ば、ばか、違うよ。夕鶴さん、何言いだすんですか！」

　夕鶴は、またくすくすとおかしそうに笑って、先に立って歩きだした。



「“〝奥の院”〟はこちらです。父の許可は得ていますから、どうぞご遠慮なく」

　夕鶴に案内されて、譲と飛鳥は、古こ紋もん神社の地下の洞どう窟くつに足を踏み入れた。二人だけで古い木の扉を開けて、暗く狭い洞窟に入る。

「夕鶴さんと一緒でもよかったんじゃないか？」

　借りた提ちよう灯ちんで足もとを照らしながら、譲が飛鳥に話しかける。

「それはだめよ。私たち以外の人がいたら、何も起きないかもしれないでしょ」

「何が起きるって言うんだ」

「それを確かめにいくんじゃない」

　あいかわらず大おお雑ざつ把ぱなやつだった。

「これで行き止まりみたいだな……」

　なんのへんてつもない、岩に囲まれた広場だ。隅に小さな祠ほこらが設けられている。

　ハウルの採掘場だと聞いていたので、坑道のような場所を想像していたのだが、レールやトロッコはない。原石を掘る仕事は手作業で行われているのだろう。

「絹ヶ瀬くん、見てっ」

　飛鳥のセーラー服の胸で、月光貴石アルテミス・クリスタルが、輝きを増していた。

　それに反応するように、周囲の岩も発光を始めた。湿った黒い岩肌が、月光貴石と同じように、白く輝いている。まぶしくはない。月の光のような、優しい輝きだ……。

『絹ヶ瀬譲さん』

　どこかから、いつか聞いた声が響いてきた。

『そして、朝あさ霧ぎり飛鳥さん、よくきてくださいました。あなたとお話がしたいと、ずっと思っていたのです』

「あなた誰だれ！　私のお姉ちゃんはそばにいるの!?」

『朝霧竜たつ美みさんのことですね。ええ、私のすぐそばにいます』

「お姉ちゃんを返して！　返さないなら腕ずくでも取り戻しにいくわよ！」

　もしかしたら神さまかもしれない相手に、すごいもの言いだ。飛鳥にしてみれば、単に姉をさらった誘拐犯ぐらいの感覚なのだろうが。

　しかし相手は気を悪くした様子もなく、穏やかにつづけた。

『竜たつ美みさんは眠っています。こちらにきてから、ずっと夢の中にいるのです。時おり目をさますこともあるようですが、またすぐ寝入ってしまうのです』

「あなたは誰だれなんですか？　そこはどこです。ほんとによその宇宙なんですか」

　朔さく夜やに言われたことを思いだし、譲ゆずるが訊たずねる。

『私は、あなたたちとは別の世界の住人。そちらの世界の様子を見守る役割をしている者です。私たちの世界は、飛鳥あすかさんが胸に下げている宝石の中にあります』

「え……」

　飛鳥が驚いて、月光貴石アルテミス・クリスタルに視線を落とす。

『その宝石は、それ自体がひとつの世界。ひとつの宇宙です。別の言いかたをすると、私たちの宇宙のありようが、あなたがたの世界では宝石の形としてあらわれる、ということです。あなたがたの宇宙も、私たちの世界では宝石として見えていますよ』

「これが、宇宙……？」

　と、飛鳥の胸の月光貴石を、譲も見つめる。

『遠い昔、私たちの世界とあなたがたの世界が接触したことがありました。その時に、私たちの仲間がそちらに取り残されたまま、二つの世界はまた離れてしまったのです。残された者は、ふたたびこちらの世界との通路を開くべく、ハウルを作りました……』

　白しら縫ぬい朔夜に聞いたとおりだ。取り残された者、それがつまり、天てん女によなのだろう。

『ハウルは、持ち主の能力に応じて力を発揮します。ハウルの力を高めるには、持ち主の力も高めることが必要です。お互いに競いあい、闘うことで、ハウルも月光精霊ニンフアーの力も強まるのです。そうして、世代を経へるにつれて、高い力を持つ月光精霊たちが生まれる――それがアルテミス・ハウリングの目的なのです』

「つまり、競いあうことで、なんて言うか、進化がうながされる……ってことですか？」

『そう考えてくださってかまいません。長い年月を経て、いまではより高い力を持つ人があらわれるようになりました。朝あさ霧ぎり竜美さんや飛鳥さんのような天才、あるいは、白縫朔夜さんや、絹きぬヶが瀬せ譲さんのように、直接、こちらの世界から力を汲くみとれる人が』

「私がお姉ちゃんのハウルを使えるのも……」

『あなたが生まれつき、大きい力を持っていることのあらわれです』

　ようやくわかってきた。

　アルテミス・ハウリングとは、闘うことでハウルと月光精霊を進化させるための儀式。

　天女が、子孫を故郷へ返すために築いたプログラムの一環だったのだ。

　時を経て、いまでは、本来の目的は見失われてしまったが――。

　それでも儀式がつづいているのは、もうひとつの宇宙への望郷の想おもいや憧あこがれが、心のどこかに刻まれているからなのだろうか。

『力を高めるためには、勝者の力も、敗者の経験も必要です。ハウルに関する能力は、獲得した力が遺伝するからです。経験は月光精霊ニンフアーの力にフィードバックされ、次の世代に受け渡されるのです。いきすぎた競争原理は危険ですが、月光精霊にとっては、勝利も敗北も、ともに必要不可欠なものなのです』

　なんだか難しい話だが、あとで針は生りゆう先生や白しら縫ぬい朔さく夜やに話してみよう。あの人たちなら、もっとよく理解できるだろう。

『ハウルの力が最大限に発揮されると、二つの宇宙のあいだに、短い時間ですが、通路が開きます。時にはこちらの世界に吸いこまれてしまう人もいます。それが古こ紋もん神社の神隠し伝説です。朝あさ霧ぎり竜たつ美みさんも、そういったかたの一人です』

「お姉ちゃんは無事なのね？　死んでるわけじゃないのね？」

『それはご安心ください。私たちとしても、竜美さんをそちらに送り返してさしあげたいのですが、そのためには、もう一度、ふたつの世界に通路を開かなければなりません』

「じゃあ、私がもっともっと強くなれば……お姉ちゃんと同じくらいに強くなれば、ハウルの力を使って、そっちの世界にいくことができるってことね……」

『もうひとつ、お話しておかなければいけないことがあります。絹きぬヶが瀬せさん、あなたは、新しいハウルを造りだす力を持っています』

「新しいハウル？」

『ここは、大昔に私たちの仲間が探し当てた、ハウルの原石の鉱脈。ここであなたがたとお話ができるのも、ハウルの力があふれているからです。でもハウルの原石を宝石の形にするには、私たちの世界の力を自分で汲くみとれる人が必要です。いまは白縫朔夜さんがその役割をになっています』

　白縫朔夜。そう言えば、彼女はハウルに力を与えることができると言っていた。

　そして、譲ゆずるにも同じ力があると。

　つまり――昨日、船から脱出する時に、譲が五つのハウルをまとめてドライブ状態にした、あの力がハウルを生成するということか。

　そして、ゆくゆくは、譲もその仕事をすることになる――のだろうか……？

『もしまたお話がしたければ、月光貴石アルテミス・クリスタルを持ってまたこの場所にきてください。アルテミス・ハウリングに勝って、力が強まっている状態なら、お話ができるかも……』

　声が遠ざかる。周囲の光も薄れていく。

　視界の中に、ぼんやりと人の姿が浮かんだ。光に包まれて眠っている女性の姿だ。

「お姉ちゃん！」

　譲は目を見張った。するとあの女性が、飛鳥あすかの姉、朝霧竜美か。

　確かに、どこか飛鳥と顔だちが似ている。

　長い髪も、白い肌も、すらりとした腕と脚あしも。

「おねえちゃん……！」

　その声が聞こえたのか、朝あさ霧ぎり竜たつ美みはわずかにまぶたを開いた。

　飛鳥あすかを見て、かすかに笑う。唇が、妹の名を呼ぶように動いた。

「おねえ――」

　もう一度、飛鳥が叫び、その手をさしのべようとした時――。

　光が消えて、周囲が闇やみに閉ざされた。



　気がつくと、もとの岩室の中だった。

　譲ゆずるは呆ぼう然ぜんと立ちつくしている。飛鳥は地面に倒れていた。

「飛鳥、しっかりしろ、飛鳥」

　抱き起こして声をかける。飛鳥はうっすらと目を開いた。

「絹きぬヶが瀬せくん……私、いま、お姉ちゃんと話してきた」

　口もとに笑みが浮かぶ。

「ちょっとだけ、だったけど。……私が元気なのを見て安心したみたい。そして、早く迎えにきてほしいって。絹ヶ瀬くんにも会いたがってたわ」

「そうか……よかったな」

　手を貸して立たせる。飛鳥の声には力がもどっていた。

「私、絶対にまた優勝する。優勝して、月光貴石アルテミス・クリスタルに力を溜ためて、ここにくるの。そうすれば、またお姉ちゃんに会えるし、いつかはお姉ちゃんを取り返せるはずだから」

「そのためには、もっと強くならなくちゃな」

「うん。私、強くなる。もっともっと強くなって、いつかお姉ちゃんにも負けないくらい強い月光精霊ニンフアーになるわ」

　飛鳥の瞳ひとみは、胸の月光貴石よりもきらきらと輝いていた。



　古こ紋もん神社を出ると、頭上に月が出ていた。

　夕ゆう鶴づるは譲と飛鳥の話を聞いて驚いていた。針は生りゆう先生や白しら縫ぬい朔さく夜やにも、さっきの会話を伝える必要があるだろう。ハウルに関する研究は、それで一段階進むはずだ。

　古紋神社の長い石段をおりながら、飛鳥は胸の月光貴石を見つめる。

「まだ信じられないわ……。この中にお姉ちゃんがいるなんて」

「あっちから見れば、俺おれたちもこういう宝石の中に入ってるそうだけどな」

　歩きながら、譲は街を見おろした。陸も海も、そして月の輝く夜空も、いまは静かだ。昨日まで台風が荒れ狂っていたのが嘘うそのようだ。

　街の光のひとつひとつが宝石のように見える。

「ね、絹きぬヶが瀬せくん」

　飛鳥あすかが不意にふりむいた。

「ボーナスあげようか。これまでがんばってくれたお礼に」

「いくらっ？」

　と思わず声が弾はずんだのは、われながらあさましい。

「お金じゃないわよ。あのね、ちょっと耳貸して」

「なんだよ……」

　飛鳥は譲ゆずるの耳に唇を近づけ、ささやいた。

「これからもよろしくね。――愛してるわ、絹ヶ瀬くん」

　譲は仰ぎよう天てんした。飛鳥は髪をひるがえしてそそくさと歩きだした。

「ほ、ほら。前に言ったでしょ。優勝できたら『愛してる』って言ってあげようかって。これは単にそういうこと。ただのボーナス。それだけっ」

　言って、いきなりスカートをなびかせ、駆けだした。

　譲はまだ呆ぼう然ぜんとしたまま、すぐには動くこともできなかった。



　そして、このまま一学期が終われば、平和に夏休みが始まるはずだった。

　――のだが、そう簡単にはいかなかった。

　翌日。一学期の終業式の朝である。

「やっほー、ゆーずるクンっ」

　いつものように、運河沿いの道を学校に向かっていた譲の前に、羽は衣ごろも学園チームの総そう帥すい、猫ねこ手て毬まり珠たま緒おがあらわれた。

「総帥さん。どうしたんですか。俺おれになんか用ですか？」

「こないだのお礼を言っとこうと思って。うちの千ち紗さのこと、がんばって助けてくれたでしょ。夏休みになったら、いつ会えるかわかんないからさ。いまのうちに」

「そんなことですか。かえってすいません、わざわざ」

「あとね。二学期からうちのチームに入る、中等部の新人を紹介しときたくて」

「新人？　なんで俺に」

「カモーン！　出てきて、新人ちゃん！」

「お兄ちゃんっ」

　と、木陰から、肩まで伸びた髪をぴょんと跳ねさせて飛びだしてきたのは、あまりにもよく知っている顔だった。

　譲の妹、祖父母の家で暮らしているはずの、絹きぬヶが瀬せ衿えり香かである。

「えりか？　おまえ、なんでこんなとこにいるんだよ!?」

　しかも、なぜか羽衣学園中等部の制服を着ている。

「お兄ちゃんのクラスの針は生りゆう先生にね、アルテミス・ハウリングのこととか教えてもらったの。で、調べたら、私にも月光精霊ニンフアーの力があることがわかって」

「はああああ――――っ!?!?!?」

「それで、私も羽は衣ごろも学園に転校することになったの。奨学金も出るから、お金の心配もいらないし」

「いや！　ちょっと待て、いきなりそんなこと言われても！　え？　なに？　針生先生と話したって？」

　珠たま緒お総そう帥すいが口をはさんだ。

「そ。譲ゆずるクンのおじいさんとおばあさんを通じて、前からスカウトかけてたみたい。譲クンに対抗するには、キミのこと一番よく知ってる妹ちゃんを仲間にしちゃうのがてっとり早いからって。それに」

　総帥が、ニヒヒ、と八や重え歯ばをのぞかせて笑った。

「妹ちゃんもキミと同じ体質かもしんないでしょ。負けても、すぐまたハウルを使えるようにしたりさ。そんな便利な人材、よそに渡しちゃうわけにいかないもんね」

　ゆうべ針生先生に報告したことを、早くも聞きつけたらしい。

「おじいちゃんとおばあちゃんも大賛成だよ。私も、お兄ちゃんと同じ学校に通えたら嬉うれしいし。ね、いいでしょ？　だめって言われても、もう転校の手続きしちゃったけど」

「譲クン、いつかの約束忘れてないよね。飛鳥あすかちゃんに“〝竜の妹”〟を返す代わりに、こっちの頼みも、一つ聞いてもらうよって。キミの妹をチームに入れるってのが、それ」

「いやいやいや、それって総帥さんと飛鳥のあいだの取り決めでしょ！」

　珠緒総帥は聞いていなかった。衿えり香かの頭をなでなでする。

「ほんっと可愛かわいいよねー、妹ちゃん。もうチームのみんなとも、仲良くなったんだよ」

「ゆうべ、寮で歓迎会開いてもらったの。千ち紗さちゃんって楽しい人だね。私たち親友になっちゃった。お兄ちゃんのこと、いろいろ聞かせてもらったし」

　譲の全身から、汗がだらだら流れだしてきた。すぐには言葉が見つからない。ひたすら目を白黒させて、総帥と妹を見つめるだけだ。

「私、最初は絶対お兄ちゃんと闘おうって決めてたの。そういうわけだから、いくよ、お兄ちゃん！　起動ドライブっ！」

　衿香の胸でハウルがきらめいた。びかびかびかっ！　と妹の身体からだを光がおおい、ジャンパースカートの夏服を派手なデザインに変身させてゆく。

　やがて光が消えると、衿香の手には、ごっつい長なが槍やりが握られていた。

「おまえ、その槍やり、親父おやじの形見の！」

「ハウルの力があるから、私でも使えるの。はーっ！」

　鋭く突きだされてくる父の遺のこした名めい槍そうを、譲は懸命にかわす。

「いけーっ、妹ちゃん！　お兄ちゃんに負けるなー！」

「がんばりますっ！　だ――っ！」

　――のちに、珠たま緒お総そう帥すいの言葉は実現する。

　絹きぬヶが瀬せ衿えり香かは、針は生りゆう先生の指導を受け、めきめきと成長を遂とげるのである。

　そして、白しら縫ぬいあげはや古こ紋もん夕ゆう鶴づる、服部はつとり千ち紗さと並ぶライバルとして、譲ゆずると飛鳥あすかのコンビの前に立ちはだかるのだ。時には譲と飛鳥の敵になり、時には協力しあう味方となって、アルテミス・ハウリングの人間模様に、さらなる彩いろどりを加えることになるのだが――。

　もちろん、いまの譲には、そんなことは知るよしもなかった。
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「アルテミス・ハウリング」第三巻――たすきをかける少女――をお届けします。

　一巻が「技をかける少女」、二巻が「罠わなをかける少女」ときて、三巻はこのサブタイトルになりました。

　ちょっと裏話。表紙の見返しの写真に使うために、呉服屋さんにいって「襷たすきをください」と言ったところ、僕が明らかに和服とは無縁そうな人間だったせいか、女性のご主人に「お芝居か何かに使うの？」と訊たずねられ（小さい劇場が多い街だったので）、「ええまあ、そんなところです」などと答えたところ、親切にたすきの使いかたを教えていただき、非常に参考になりました。いやあ、ものを書く仕事をしていると、いろいろな経験ができるものです。

　この巻で「アルテミス・ハウリング」は一段落です。白しら縫ぬいあげはを倒し、羽は衣ごろも学園の服部千紗や猫ねこ手て毬まり珠緒や綱つな島しま沙さ也や香かを倒し、そして今回は古紋夕鶴を倒して、飛鳥の姉の消息もわかり、ハウルにまつわる謎なぞもある程度解明されて、なんとか無事にひと区切りという感じです。

　三巻を書いていて楽しかったのは、なんといっても中盤の女子プロレスのパートですね。かつて男子女子を問わず、いろんな団体の会場にせっせと足を運んでいた頃ころのことを思い出してなつかしかったです。表紙の見返しにも書きましたが、このシリーズを始めてから、また格闘技やプロレスを見るようになって、後こう楽らく園えんホールやディファ有あり明あけなどにまた足を運ぶようになったことも、個人的には大きな喜びでした。

　やはり、ああいう活気のある場に身を置くのはいいですね。リングの上で敵と味方が入り乱れ、さまざまなドラマがくりひろげられる様を見ると、こちらも仕事に立ち向かうファイトが湧わいてきます。

　見返しの写真についてもうひとつ。あのマスクは、内側にガラス製のお茶のポットが入っています。目がきらきらして思いがけずおもしろい効果が出ました。ちなみに下に敷いてあるのは黒い模造紙です。

　それから、今回のお話の中で譲ゆずるが言っている、アーチェリーの矢を研究した物理学者というのは西にし堀ぼり栄えい三ざぶ郎ろうという先生です。「学問の世界」という小こ松まつ左さ京きよう、加か藤とう秀ひで俊とし両氏との本に入っているお話なので、ご興味のあるかたはご一読を。ほかにも興味深い逸話がたくさん出てきます。

「アルテミス・ハウリング」は今回で一段落ですが、物語の世界の中では、譲や飛鳥あすかたちの闘いはまだまだつづいていきます。この世界と登場人物たちは自分でも気に入っているので、いずれ思いがけない形でひょっこりまた復活するかもしれません。その時は、どうかまたよろしくおねがいします。とりあえず作者は、次回作の構想など練ることにいたします。

　最後になりましたが、「アルテミス・ハウリング」を最後まで読んでくださった皆さん、どうもありがとうございました。それからイラストを描かいてくださったともすけさん、編集を担当してくださったＳさん、それにデザインや校正や、この本に携たずさわってくださった多くの方々にも感謝の言葉をのべさせてください。

　本当にありがとうございました。

　この本が出るのは二月の予定ですから、まだまだ寒さが厳しい時期ですね。どうか体に気をつけてください。進学や就職などで独ひとり暮らしを始める予定のかたもいらっしゃるかもしれません。もし初めての独り暮らしで寂さみしい思いをした時など、今回の古こ紋もん夕ゆう鶴づるのことなどちょっと思い出してくださると嬉うれしいです。

　それではまたお目にかかる日を楽しみにしております。どうかそれまでお元気で。
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